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町報かわにし
№ 1169

平成３０年６月１５日

　イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
特
集
の
取
材
・
編
集
中
、

短
期
間
な
が
ら
１
４
０
年
前
の
町
の
姿
や
人
々
の

暮
ら
し
に
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。『
日
本
奥
地

紀
行
』
に
は
ま
だ
ま
だ
謎
が
多
い
そ
う
で
す
。
ぜ

ひ
こ
の
初
夏
に
、
ガ
イ
ド
付
き
の
ま
ち
歩
き
や
本

を
通
し
て
、
温
故
知
新
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
新
た
な
発
見
や
出
会
い

が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　町
報
を
読
ん
で
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役

場
ま
で
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
意
欲

あ
る
方
は
「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
と
し
て
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　悠

　
　編

　後
　集

　記
　色とりどりのハーブが出迎えてくれるハーブガー
デンフェアは、６月１６日㈯から開催されます。
　写真は、フッサフサの不思議な触り心地「ラムズ
イヤー」（子羊の耳）です。

　６月３日に開催された第３６回南陽・東置賜地区学童陸上記録会の「６年ジャベリックボール投げ」（女子の部）
において、大会新記録となる４１ｍ９１cmを記録し、第１位となりました。
　肩の力はもともと強かった私ですが、ソフトボールスポーツ少年団「川西ラッキースターズ」でキャッチャー
として週３回練習していることが、今回の成績につながったと思います。他にも大会新記録を出している人がい
たので、最後まで何位か分からずドキドキしましたが、１位だと分かった瞬間はとてもうれしかったです。
　楽しかった小学校生活もあと１年。中学生になったら、ソフトボールを続けてどんどんうまくなりたいです。
勉強面では、得意教科の算数をもっと学んでいきたいです。

大塚小学校６年生　堀越　翔
はゆま
夢　さん

未来に向かって　～第２７回～
ジャベリックボール投げで大会新！

平成30年

６
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◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

ハーブガーデンを支える立役者ハーブガーデンを支える立役者
～園内を整備するハーブ利活用委員のみなさん～
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【おめでとう そして ありがとう】は、５月に
申し込みがあった方のみ掲載しています。氏
名は、申込書のとおり掲載していますので、
戸籍や住民基本台帳の表記と異なる場合があ
ります。

…５月受付分…

氏名 年齢（満） 大字
生井　まつ ６６ 西大塚
髙橋　吉美 ９0 下奥田
戸田　駒次 ８７ 高　山
井上　良昭 ６０ 中小松
髙橋キクノ ９6 吉　田
髙橋　弘市 ５３ 堀　金
小田　　稔 ８５ 玉　庭
松田　秀男 ８１ 小　松
遠藤巳知代 ８８ 玉　庭
嶋林　健一 ７7 上小松
小形　清蔵 ９６ 下平柳
井上フミ子 ８７ 朴　沢
鷲尾はるゑ ９３ 下小松

新郎　　　　　　　新婦 大字

尾田　憲昭 ♥ 須貝　　泉 吉　田
小和田桂太 ♥ 金子　美咲 中小松
寒河江厚志 ♥ 飯田三紀子 堀　金
須貝　健斗 ♥ 井上さつき 東大塚
齋藤　　裕 ♥ 後藤　美香 小　松

氏名 性別 保護者 大字

遠藤　絢
あ や な

那 女 崇根 ・ 香菜 下奥田

髙橋　　大
だい

男 英樹 ・ 理絵 高　山

髙橋　愛
ま な と

永 男 利騎 ・ 佑梨 下奥田

橋本　一
い つ き

軌 男 一則 ・ 千香 上小松

神野　弘
こうせい

晴 男 弘光 ・ 瞳 朴　沢

渡部　　陸
りく

男 大 ・ 菜月 西大塚

土屋　晴
は る せ
惺 男 浩臣 ・ 俊子 上小松

田宮　陸
り く と

登 男 悠佑 ・枝里子玉　庭

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん 　８名

ご結婚おめでとう　５組

ご冥福を祈ります

6 月の町税等川西町の人口
15,355 人　（－ 22）
男性　　7,517 人（－ 13）
女性　　7,838 人（－ 09）
世帯数　5,097 世帯 ( － 3)
※5月末日現在の住民基本台帳人口

●町・県民税（１期）
●水道・下水道料金（５月使用分）
口座振替日　６月２８日㊍
納付期限　　７月　２日㊊

初めての友だちの猫と一緒に
○撮影：橋本一則（上小松）
○撮影場所：自宅

あなたの「かわにし映え」する写真毎月 3組募集中！

　あなたが撮った、「町の風景・スポット・人」の写真を大募集。「氏
名」「住所・電話番号」「写真の説明（２0字前後）」を記入し、写
真を添付してメールでご応募ください。応募写真は、ホームページ・
フェイスブックでも掲載させていただきます。
▶ 次号募集期間：６月１５日㈮～６月２９日㈮
▶ 応募先：koho@town.kawanishi.yamagata.jp→
▶ その他：詳細は町ホームページをご覧ください。
※応募者は、注意事項を承諾していただいたものとみなします。

町公式フェイスブック

©大坪聡一郎一笑（いっしょう）現役！
○撮影：星野廣志（吉田）
○撮影場所：吉島小学校グラウンド

　「イ
ザ
ベ
ラ・バ
ー
ド
」
や
「
ア

ジ
ア
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」。
川
西

町
に
住
ん
で
い
る
方
や
、
町
に
関

わ
り
の
あ
る
方
な
ら
、
一
度
は
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
言
葉
だ
と
思

い
ま
す
。

　平
成
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
現
代
か
ら
１
４
０
年
前
の

１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
７
月
、

イ
ギ
リ
ス
人
女
性
旅
行
作
家
で

『
日
本
奥
地
紀
行
』
の
著
者
で
あ

る
イ
ザ
べ
ラ
・
バ
ー
ド
が
、
険
し

い
峠
道
を
馬
で
乗
り
越
え
、
新
潟

県
か
ら
置
賜
地
方
に
入
り
、
現
在

の
川
西
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　置
賜
盆
地
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

特集【アジアのアルカディア】の継承
～女性旅行家イザべラ・バード 来町１４０周年～

▶
昭
和
60
年
に
町
政
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
設
置
さ
れ
た
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド 

　の
記
念
碑
（
上
）
と
記
念
塔
（
下
）

　現
在
は
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
に
設
置
さ
れ
て
い
る

楽
土
に
な
ぞ
ら
え
「
ア
ジ
ア
の
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
」
と
賞
賛
し
た
彼
女
。

当
時
の
町
は
彼
女
の
目
に
ど
の
よ

う
に
映
り
、
ど
ん
な
旅
路
を
歩
ん

だ
の
で
し
ょ
う
か
。

　ま
た
、
当
時
と
し
て
は
異
例
づ

く
め
の
彼
女
の
旅
は
、
２
０
１
８

年
現
在
の
川
西
町
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
も
た
ら
し
、
私
た
ち
は
こ

れ
ま
で
、
何
を
受
け
継
い
で
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　１
４
０
周
年
を
迎
え
る
今
年
の

初
夏
に
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の

旅
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。

　2町報かわにし　2平成３０年６月１５日 町報かわにし　26平成３０年６月１５日

さやいんげんの
ツナ和え

✿ 材料＜４人分＞
○さやいんげん　２００ｇ　○ツナ　１缶　　
○たまねぎ　　　１／２個　○マヨネーズ　大さじ２
○しょうゆ　　　小さじ２　○白すりごま　小さじ１
○塩　　　　　ひとつまみ　○こしょう　　　少々

✿ 作り方
①さやいんげんは、ヘタとすじを取って茹で、斜めに
　切る。
②ツナ缶は油を切ってほぐす。
③たまねぎは薄切りにして、５分ほど水にさらし、水
　気を絞る。
④すべての材料を和える。

みんなで
食 育

　県では毎月１９日を「家族団らんの日」とし
ています。
　日ごろ、誰と食卓を囲んでいますか？
　家族や仲間と、会話を楽しみながらゆっくり

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
フ
ル
ー
ツ

　
「
佐
藤
錦
」
と
「
紅
さ
や
か
」
を
作
っ

て
い
ま
す
。
収
穫
は
家
族
や
親
戚
が
総
出

で
、
美
味
し
い
・
甘
い
・
綺
麗
な
さ
く
ら

ん
ぼ
を
楽
し
み
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
さ
く
ら
ん
ぼ
作
り

は
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。 淀野　憲治さん

（吉　田）

　今
月
の
旬
の
食
材
は
山
形
県
が
誇
る
初

夏
の
フ
ル
ー
ツ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
で
す
。

全
国
の
生
産
量
の
約
７
割
を
山
形
県
産
が

占
め
て
い
ま
す
。

　主
要
品
種
の
「
佐
藤
錦
」
の
収
穫
期
は

６
月
中
旬
か
ら
７
月
初
旬
。
さ
わ
や
か
な

甘
さ
と
程
よ
い
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
近
年
人

気
上
昇
中
の
「
紅
秀
峰
」
の
収
穫
期
は
、

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
。
10
ｇ
前
後
と

大
き
く
、
果
肉
が
固
く
、
甘
み
が
強
い
の

が
特
徴
で
す
。

　森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
贈
答
用
の
箱
詰

め
、
ご
家
庭
用
の
パ
ッ
ク
詰
め
を
取
り
そ

ろ
え
て
い
ま
す
の
で
、
甘
く
て
キ
ラ
キ
ラ

輝
く
さ
く
ら
ん
ぼ
を
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 129kcal　 塩分相当量　０．９ｇ　野菜７５ｇ )

○
営
業
時
間
：
午
前
９
時
30
分

～
午
後
６
時
30
分

○
定
休
日
：
６
月
27
日
㈬

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
皆
様

の
出
荷
を
大
歓
迎
し
ま
す
。

　ど
な
た
で
も
、
簡
単
に
出
荷
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

食べる事は、おなかを満たすだけでなく、心も
からだも元気にしてくれます。
　子どもたちにとっては、一緒に食べる大人か
ら、食事のマナーや食卓に並ぶ季節の食材、地
域の料理など様々な事を学んでいく大切な「食

みんなで食べると
おいしいね

育」の場です。

６月は食育月間
毎月１９日は食育の日

こ
れ
か
ら
が
旬
♪

た
わ
わ
に
実
る
さ
く
ら
ん
ぼ

イザべラ・バードの旅路
１８７８年７月１３日㈯
　■ 市野々（小国町）を出発
　　　 ↓
　■ 宇津峠（小国町・飯豊町の境）
　　　 ↓
　■ 手ノ子（飯豊町）
　　　 ↓
　■ 諏訪峠（飯豊町・川西町の境）
　　　 ↓
　■ 小　松　に宿泊

７月１４日㈰
　■ 小　松　を出発
　　　 ↓　　獅子舞橋を渡る
　■ 黒　川
　　　 ↓
　■ 高　山
　　　 ↓　　誕生橋を渡る
　■ 吉　田
　　　 ↓
　■ 洲　島
　　　 ↓
　■ 鬼

お も の が わ
面川を渡り高畠町方面へ

「女性」「異国」極めて異例の旅
　世界的に女性の自由が制限されていた時代に、未知の異国・日本を
１人で長旅することは、極めて異例だった。自身の好奇心はもちろん、
自由を求めて世界中を旅していた一面もあった。
実は病弱、だが強い精神力を持ったバード
　幼い頃から病弱で脊

せきつい
椎を病んでいたため、長距離を歩くのが苦手で、

得意の乗馬や人力車で旅していた。健康な人でさえ長時間馬に乗り続
ければ身体のあちこちが痛んでくる、また悪天候や険しい道のりの中、
その辛さに耐えた源は、彼女の強靭な精神力だった。
冷静沈着で、感受性豊か
　バードは、困難な旅の中でも驚くほど落ち着き、自分の命が危険な
状態なのに、周囲の人々や風景を眺めたり、自分自身のことをも客観
的に見つめる目を持っていた。彼女の生まれ持った資質である感受性
の豊かさも活かされ、ベストセラーの旅行記を多数著している。

イザベラ・バード
　（１８３１年～１９０４年）
　牧師夫妻の長女として、イギリス・ヨーク
シャーに生まれた。
　２２歳のときに初めて本格的な海外旅行に
出て、見聞を記録した旅行記を出版し始めた。
以降、多くの著書を残した。
　小松町（現在の川西町）を訪れたのは、
４７歳のとき。
　生涯を終えたのは、旅先のモロッコだった。

参考文献：『イザベラ・バード紀行』（©伊藤孝博／無明舎出版）33　町報かわにし 平成３０年６月１５日
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　５
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰
、
か
わ
に
し
森
の

マ
ル
シ
ェ
２
周
年
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
店
内
に
は
２
周
年
記
念
価
格
の
お
得

な
商
品
が
並
ん
だ
ほ
か
、
駐
車
場
で
は
特
設

の
販
売
ブ
ー
ス
・
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
―

を
楽
し
む
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
川
西
ダ
リ
ヤ
園
球

根
直
売
会
は
、
開
始
時
間
に
は
長
蛇
の
列
が

で
き
る
盛
況
ぶ
り
で
、
咲
い
た
花
の
写
真
を

見
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
球
根
を
買
い
求

め
る
方
で
溢
れ
ま
し
た
。
直
売
会
と
と
も
に

行
わ
れ
た
ダ
リ
ヤ
栽
培
講
習
会
で
は
、
ダ
リ

ヤ
園
で
実
践
し
て
い
る
栽
培
方
法
を
紹
介

し
、
参
加
者
は
き
れ
い
に
咲
か
せ
る
栽
培
方

法
に
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
オ
ー
プ
ン
２
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
ダ
リ
ヤ
球
根
直
売
会
も
大
盛
況
～

▲数々の限定商品が並んだ店内

5/25

　

５
月
22
日
㈫
、
町
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
の

髙
橋
正
彦
さ
ん
（
下
奥
田
）
と
大
塚
地
区
社
会

を
明
る
く
す
る
協
議
会
が
、
県
防
犯
協
会
連
合

会
防
犯
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　髙
橋
さ
ん
は
、
中
郡
地
区
防
犯
協
会
長
並
び

に
川
西
町
防
犯
協
会
連
合
会
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
町
で
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
の
啓
発

活
動
や
青
パ
ト
に
よ
る
防
犯
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　大
塚
地
区
社
会
を
明
る
く
す
る
協
議
会
は
、

永
年
に
わ
た
り
登
下
校
時
の
立
哨
や
夜
間
巡
視

活
動
を
行
い
、
地
区
内
の
防
犯
活
動
に
尽
力
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

県
防
犯
協
会
連
合
会
防
犯
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
１
団
体
・
１
個
人
が
受
賞
～

▲表彰状を手にする髙橋正彦さん（左）と大塚地　
　区社会を明るくする協議会の青木健一副会長（右）
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プ
ロ
の
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
交
通
事
故
を
再
現

す
る
交
通
安
全
教
室
が
川
西
中
学
校
で
行
わ

れ
、
全
校
生
徒
３
６
０
名
が
大
迫
力
の
実
演
に

見
入
り
な
が
ら
、
改
め
て
交
通
安
全
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
が
主
催
し
た
本
教
室

は
、
多
く
の
映
画
や
ド
ラ
マ
で
活
躍
す
る
プ
ロ

ス
タ
ン
ト
マ
ン
た
ち
が
「
も
し
一
時
停
止
し
な

か
っ
た
ら
」
な
ど
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
事
故
を
再

現
し
ま
し
た
。

　目
の
前
で
交
通
事
故
が
起
き
る
様
子
は
物
凄

い
迫
力
で
、
生
徒
た
ち
は
声
を
上
げ
て
驚
い
て

い
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
交
通
事
故
を
再
現
～

▲衝突する大迫力の現場に全校生徒が見入った

▲駐車場も多くのブースが並び賑わった

▲毎年好評のダリア球根直売会
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町
民
が
異
文
化
に
出
会
っ
た
「
扉
」
諏
訪
峠

幅
広
い
世
代
で
の
保
存
活
動

　
諏
訪
峠
の
古
道
を
次
の
世
代
に
も
残
し
た

い
と
考
え
、
周
り
の
人
々
を
巻
き
込
ん
で
、

草
刈
り
や
看
板
設
置
、
の
ぼ
り
旗
立
て
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　か
ね
て
よ
り
、
小
松
地
区
地
域
振
興
協
議

会
で
、諏
訪
峠
の
継
承
の
た
め
「
諏
訪
部
会
」

を
組
織
し
、
活
動
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
保

存
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　現
在
は
約
20
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
激
し
く
、

活
動
に
参
加
で
き
る
の
は
数
名
と
い
う
状
況

で
す
。

　そ
ん
な
状
況
の
中
、
４
年
前
か
ら
保
存
活

動
に
置
賜
農
業
高
校
の
生
徒
も
関
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
作
業
の
担
い
手
と
し
て
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
若
い
世
代
に
も
バ
ー
ド

が
こ
の
町
を
旅
し
た
意
義
を
共
有
で
き
る
こ

と
が
大
き
な
前
進
と
な
り
ま
し
た
。

人は皆、よそから来た人に影響を受けている
バードは「温故知新」のきっかけ

片倉　尚
たかし

　さん

（ 上小松 ）

４０年前からバードの旅を調査

諏訪峠古道保存会会長

を
得
た
い
と
願
っ
て
い
る
」
こ
と
を
バ
ー
ド

が
指
摘
す
る
点
で
す
。

　ど
ん
な
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
暮
ら
し

て
い
て
も
、
欲
望
を
満
た
し
得
を
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
、
１
４
０
年
前
の
町
の
人
々

の
中
に
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
こ
と
は
、
首
都
圏
へ
の
人
口
の
一
極

集
中
に
端
を
発
し
、
地
方
の
人
口
が
減
少
し

て
い
る
問
題
に
も
通
じ
る
部
分
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　私
は
、
心
が
豊
か
だ
と
、
物
質
的
な
利
益

を
欲
し
が
る
気
持
ち
は
、
そ
う
そ
う
起
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
思
い

が
、
町
内
で
音
楽
や
文
化
継
承
に
関
す
る
催

し
を
行
う
自
ら
の
活
動
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

～
諏
訪
峠
古
道
保
存
会
の
活
動
～

私
に
と
っ
て
の
バ
ー
ド

　『日
本
奥
地
紀
行
』を
読
ん
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
「
雄
大
な
自
然
、
豊
か
な
大
地

の
中
で
魅
力
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
々

な
の
に
、
大
黒
様
を
崇
め
、
物
質
的
な
利
益

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い

　バ
ー
ド
が
ア
ジ
ア
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
と
称

し
た
こ
の
置
賜
、
川
西
町
で
、
自
分
の
存
在

意
義
を
確
か
め
な
が
ら
心
豊
か
に
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
未
来
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　今
後
も
、
バ
ー
ド
の
こ
と
、
そ
し
て
諏
訪

峠
の
こ
と
を
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　諏
訪
峠
の
姿
を
次
の
世
代
へ
と
残
し
て
い

く
た
め
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
々
と
と

も
に
、
保
存
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。

　4町報かわにし　4平成３０年６月１５日

　５
月
18
日
㈮
、
19
日
㈯
、
1
泊
2
日
の
日

程
で
、
千
葉
県
八
千
代
市
立
大
和
田
中
学
校

の
３
年
生
37
名
が
、
町
内
12
軒
の
受
け
入
れ

農
家
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
農
作
業
や

民
泊
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　中
学
生
た
ち
は
、
い
ま
の
川
西
町
だ
か
ら

こ
そ
体
験
で
き
る
田
植
え
や
ダ
リ
ア
の
植
え

付
け
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
摘
果
作
業
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　田
植
え
を
し
た
中
学
生
は
田
ん
ぼ
に
裸
足

で
入
り
、
泥
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
苗
を

運
ん
だ
り
、
田
植
え
機
を
操
縦
し
て
い
ま
し

た
。

１
泊
２
日
で
田
舎
暮
ら
し
を
初
体
験

　
　～
千
葉
県
八
千
代
市
立
大
和
田
中
学
校
の
教
育
旅
行
を
受
け
入
れ
～

▲晴天の中、田植え作業を体験（玉庭地区）

ら
団
長
と
し
て
消
防
団
を
統
率
し
、
生
活
の

安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　中
村
武
男
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
に
統
計
調

査
員
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
農
林
業
セ
ン
サ

ス
11
回
、
国
勢
調
査
11
回
、
県
農
業
基
本
調

査
に
18
回
、
そ
の
他
の
調
査
14
回
と
こ
れ
ま

で
54
回
の
調
査
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　長
澤
十

　
　門
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
に
統

計
調
査
員
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
農
林
業
セ

ン
サ
ス
９
回
、
国
勢
調
査
９
回
、
県
農
業
基

本
調
査
に
16
回
、
そ
の
他
の
調
査
21
回
と
こ

れ
ま
で
55
回
の
調
査
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　お
二
人
と
も
、
調
査
の
重
要
性
・
必
要
性

を
十
分
に
認
識
さ
れ
、
丁
寧
な
説
明
と
誠
意

あ
る
対
応
に
よ
り
、
精
度
の
高
い
調
査
結
果

の
確
保
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　３
名
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
春
の
褒
章
伝
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
町
内
か
ら
３
名
が
受
章
～

▲受賞された齋藤二男さん（左）

４/２９

　５
月
21
日
㈪
、
平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」（
第

５
次
総
合
計
画
）
の
推
進
を
図
る
た
め
、
総

合
計
画
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
神
戸
国

際
大
学
経
済
学
部
の
中
村
智
彦
教
授
に
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　中
村
教
授
に
は
、
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
段
階
か
ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
指
導
、
助
言
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。　今

年
度
も
引
き
続
き
、
町
の
課
題
解
決
と

魅
力
向
上
に
向
け
て
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

す
。

か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　～
総
合
計
画
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
中
村
智
彦
氏
～

　

▲委嘱状を手にする中村智彦教授（右）

５/２１ ５/１８

▲受賞された中村武男さん

　４
月
29
日
付
け
で
、
内
閣
府
か
ら
春
の
褒

章
叙
勲
者
が
発
表
さ
れ
、
町
か
ら
は
消
防
功

績
を
讃
え
ら
れ
齋
藤
二
男
さ
ん
（
西
大
塚
）、

統
計
調
査
功
績
を
讃
え
ら
れ
中
村
武
男
さ
ん

（
大
塚
）、
長
澤
十
　
　門
（
高
山
）
の
３
名

が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　　齋
藤
二
男
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
町
消
防

団
入
団
後
、
班
長
、
部
長
、
副
分
団
長
、
分

団
長
、
副
団
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
25
年
か

▲受賞された長澤十　　門さん
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行
』
を
初
め
て
和
訳
し
た
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
置
賜
盆
地
は
「
ア
ジ
ア
の
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　初
の
和
訳
は
大
変
な
苦
労
で
、
不
明

点
や
ミ
ス
も
あ
り
多
く
の
研
究
者
か
ら

解
明
・
指
摘
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
を

受
け
入
れ
訂
正
補
足
す
る
、
真
摯
な
姿

勢
と
度
量
の
大
き
さ
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

【
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館
学
習
会
】

　髙
梨
健
吉
さ
ん
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

　６
月
27
日
㈬

　午
後
７
時
～

▼
場
所

　町
交
流
館
あ
い
ぱ
る

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー

　プ
　☎

44
―
２
８
４
３

『日本奥地紀行』を初めて和訳　髙
たかなしけんきち

梨健吉
　
　
　
　
　
　
　
　東
京
文
理
科
大
学

　
　
　
　
　
　
　（現
・
筑
波
大
学
）
　

　
　
　
　
　
　
　で
英
学
史
・
英
語
教

　
　
　
　
　
　
　育
史
を
学
び
、
卒
業

　
　
　
　
　
　
　後
は
都
立
三
中（
現・

　
　
　
　
　
　
　両
国
高
等
学
校
）
の

　
　
　
　
　
　
　英
語
教
諭
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　１
９
５
０
（
昭
和

25
）
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
に
１
年
間
留
学
、
英
語
の
教
授

法
を
学
ぶ
。
の
ち
に
慶
應
義
塾
大
学
教

授
と
な
り
、
英
学
史
研
究
を
続
け
な
が

ら
、
高
校
生
向
け
の
参
考
書
な
ど
も
多

数
執
筆
す
る
。

　１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
、
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
の
旅
行
記
『
日
本
奥
地
紀

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
歩
い
た

　桃
源
郷
（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
）
を
め
ぐ
る
ｉ
ｎ
川
西

　バ
ー
ド
が
小
松
を
出
発
し
た
同

じ
日
に
、『
日
本
奥
地
紀
行
』
に

記
さ
れ
た
小
松
の
町
と
、
彼
女
が

絶
賛
し
た
米
沢
盆
地
を
、
観
光
ガ

イ
ド
と
と
も
に
巡
り
ま
す
。

　参
加
無
料
で
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 町

内
で
触
れ
る
「
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
」
の
世
界

イベント

活
字
や
絵
を
通
し
て
広
が
る

　
　読
み
味
わ
う
「
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
」
の
世
界

本

▼
日
時
　７
月
14
日
㈯

　
　
　
　午
前
９
時
～
正
午

　（受
付
：
午
前
８
時
45
分
～
）

▼
集
合
場
所
　町
役
場
駐
車
場
　

▼
申
込
方
法
　左
記
ま
で
お
申
込

　み
く
だ
さ
い

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
５

『イザベラ・バード 旅の生涯』
　著者：O．チェックランド（川勝貴見 訳）
　発行：日本経済評論社

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア

ニ
ア
、
北
米
、
南
米
・
・
・

バ
ー
ド
の
す
べ
て
の
旅
を
知
っ

て
み
た
い
方
に
オ
ス
ス
メ
！

【マンガ】『ふしぎの国のバード』１巻
　著者：佐々大河　発行：KADOKAWA

活
字
は
苦
手
…

そ
ん
な
方
は
マ
ン
ガ
で
バ
ー
ド

の
世
界
へ
！

現
在
は
４
巻
ま
で
刊
行
中
。

『イザベラ・バード紀行』
　著者：伊藤孝博　発行：無明舎出版

『
日
本
奥
地
紀
行
』
の
謎
や

デ
ィ
ー
プ
な
部
分
に
迫
っ
て
み

た
い
方
に
オ
ス
ス
メ
！

著
者
は
米
沢
市
在
住
。

上小松出身

▲バードが宿泊したと言われる金子邸

『日本奥地紀行』
　著者：イザベラ・バード（髙梨健吉 訳）
　発行：平凡社

上
小
松
出
身
の
髙
梨
健
吉
が
初

め
て
和
訳
。
日
本
人
が
バ
ー
ド

の
世
界
に
初
め
て
出
会
う
、
道

し
る
べ
と
な
っ
た
。

　ご
紹
介
し
た
４
作
品
は
、
町
立
図
書
館
で

閲
覧
・
貸
出
可
能
で
す
。
ま
た
、
６
月
15
日

㈮
か
ら
関
連
書
籍
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

問
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　☎
46
ー
３
３
１
１

（写真所蔵）髙梨英史
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

　準備
万
端
整
え
て

　
今
年
は
順
調
に
田
植
え
も
終
わ
り
、
稲
の
生

育
も
良
好
で
す
。
青
田
を
褒
め
る
こ
と
は
禁
句

で
す
が
、
出
来
秋
が
楽
し
み
で
す
。

　ふ
れ
あ
い
の
丘
整
備
構
想
に
基
づ
き
川
西
ダ

リ
ヤ
園
、
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
を
生
か
し
、

町
民
の
健
康
増
進
と
交
流
拡
大
、
経
済
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
完
成
し
た
川

西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー
プ
ン
が
７

月
14
日
㈯
に
決
ま
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
を
待

ち
望
む
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

芝
の
養
生
、
地
形
の
関
係
か
ら
水
処
理
の
対
応

な
ど
万
全
を
期
し
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
４
月
か
ら
株
式
会
社
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
が
管
理
し
、
暑
い
中
最
後
の
準
備
に
汗
を
流

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
北
海
道
幕
別
町
が
発
祥

地
で
、
昭
和
58
年
に
公
園
（
パ
ー
ク
）
で
ゴ
ル

フ
が
で
き
な
い
か
と
の
発
想
で
考
案
さ
れ
ま
し

た
。
ル
ー
ル
や
コ
ー
ス
を
作
る
の
に
教
育
委
員

会
を
中
心
に
試
行
錯
誤
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

翌
年
に
は
初
め
て
幕
別
町
大
会
が
開
催
さ
れ
、

以
来
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
飛
躍
的
に
普
及
発

展
、
現
在
で
は
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に
も
愛

好
者
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
理
念
は
「
自
然
を
大
切
に

す
る
」「
安
全
で
楽
し
い
」「
三
世
代
交
流
」
ス

ポ
ー
ツ
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　コ
ー
ス
は
１
ホ
ー
ル
の
長
さ
が
１
０
０
メ
ー

ト
ル
以
内
、
９
ホ
ー
ル
で
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以

内
が
基
準
の
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
公
認

コ
ー
ス
で
す
。
用
具
も
ク
ラ
ブ
１
本
、
ボ
ー
ル

１
個
、
ボ
ー
ル
を
置
く
テ
ィ
ー
だ
け
で
す
。
特

に
難
し
い
ル
ー
ル
は
な
く
、
ボ
ー
ル
を
打
ち

カ
ッ
プ
に
入
る
ま
で
の
打
数
を
競
い
合
い
な
が

ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
男
女
、
世
代
を

超
え
て
プ
レ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
ゴ
ル
フ
と
同
様
「
皆
が
気
持
ち
よ

く
楽
し
む
た
め
に
」
プ
レ
ー
を
す
る
人
の
妨
げ

に
な
る
行
為
を
し
な
い
、
プ
レ
ー
の
ペ
ー
ス
を

乱
さ
な
い
な
ど
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
勢
の
人

が
利
用
し
ま
す
の
で
、
コ
ー
ス
の
保
護
や
バ
ン

カ
ー
を
出
る
時
に
凸
凹
を
な
ら
す
な
ど
配
慮
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
審
判
の
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で

す
の
で
、
フ
ェ
ア
ー
プ
レ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　コ
ー
ス
内
に
は
ダ
リ
ア
が
植
栽
さ
れ
、
緑
の

芝
が
一
層
映
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
周
回
す
る

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
も
い
い
汗
を
流
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
立
派
な
コ
ー
ス

に
整
備
し
、
町
民
に
愛
さ
れ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　　　　

  

　

第
74
回

　
井
上
ひ
さ
し
の
書
籍
愛

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
遅
筆
堂
文

庫
研
究
員
と
し
て
こ
の
町
に
来
て
、

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　こ
の
写
真
は
、
川
西
町
交
流
館
あ

い
ぱ
る
内
の
遅
筆
堂
文
庫
分
室
の
資

料
を
整
理
し
て
い
る
時
の
様
子
を

撮
っ
た
も
の
で
す
。
分
室
に
あ
る
資

料
の
中
で
一
番
多
い
の
は
雑
誌
。
専

門
的
な
医
学
雑
誌
か
ら
大
衆
的
な
週

刊
誌
ま
で
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
昔
よ
く
読
ん
で

い
た
漫
画
雑
誌
を
見
つ
け
た
時
は

「
井
上
さ
ん
も
こ
れ
読
ん
で
た
の
か

な
ぁ
」
と
自
分
と
の
共
通
点
を
見
つ

け
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
勝
手
に
親

近
感
を
覚
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　雑
誌
は
本
と
違
い
、
読
み
終
わ
っ

た
ら
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
気
に
入
っ
た
記
事
を

切
り
抜
い
た
り
、
小
説
や
漫
画
な
ら

単
行
本
で
購
入
し
た
り
と
い
う
形
で

保
存
し
て
お
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

雑
誌
そ
の
も
の
を
残
し
て
お
く
こ
と

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

け
れ
ど
、
井
上
さ
ん
は
膨
大
な
、
そ

れ
こ
そ
床
が
抜
け
そ
う
な
量
の
雑
誌

で
も
、
捨
て
ず
に
保
存
し
て
い
ま
し

た
。
井
上
さ
ん
の
本
へ
の
愛
情
は
た

く
さ
ん
買
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

一
度
手
元
に
置
い
た
本
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
井
上
さ
ん

の
書
籍
愛
を
受
け
継
い
で
、
よ
り
一

層
丁
寧
に
本
を
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　ち
な
み
に
資
料
の
整
理
中
は
、
ど

ん
な
に
内
容
が
気
に
な
っ
て
も
雑
誌

は
開
か
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

つ
い
つ
い
読
み
ふ
け
っ
て
し
ま
い
、

作
業
が
進
ま
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
…
。

　
　
　
　
　
　山
内

　七
海

▲多くの本の中に埋もれる山内さん

町報かわにし　6平成３０年６月１５日

❖ 期日　６月１6 日㈯～７月 8 日㈰　　❖ 時間　午前１０時～午後４時
❖ 会場　置賜公園ハーブガーデン（大字上小松５０９５）
　○ 入場無料 　○ 荒天の場合は休園になる場合があります。 　○ 駐車場は川西ダリヤ園をご利用ください。

６月１6日㈯～７月 8日㈰　催しがいっぱい♪
置賜公園ハーブガーデンフェア

金・土・日金・土・日

ハーブガーデンフェア限定メニュー　下記店舗にてお召し上がりいただけます

■　ハーブガーデン内オープンカフェ　　■　町浴浴センターまどか　　　■　かわにし森のマルシェ
■　Spice Kitchen GARBANZO            ■　キッチン＆バー カリスマ　  ■　陽 Cafe　　
■　ライブスペース Jam　　　　　　　  ■　割烹 三桝屋

❖ 予約・問合せ　町観光協会　☎５４－１５１５
町報かわにし　22平成３０年６月１５日

　遅筆堂文庫に所蔵されている「漱石　　　　　　　
本」。装丁の美しさやそのデザインに　　　　　　　
隠された秘密についてお話いただきま
す。

【桂川潤の装丁展】
■ 期　　間　6 月 16 日㈯ ～ 7 月 1 日㈰
■ 会　　場　フレンドリープラザ（ギャラリー）

【トークイベント「漱石本」とブックデザイン】
■ 日　　時　6 月 23 日㈯　午後 7 時開演
■ 料　　金　1,800 円（BBOトートバッグ付）
　※装丁展の期間中、cafe 営業いたします。

　ニューヨークを拠点に世界的に活躍す
るアルゼンチン人作曲家・ピアニストの
パブロ・シーグレル。タンゴの革命児ア
ストル・ピアソラの五重奏団最後のピア
ニストとして音楽的発展に大きな影響を
与えました。１１０席限定の特別コンサ
ートですので、お申込みはお早めに！
■ 日　時　７月 24 日㈫ 　午後７時開演
■ 会　場　フレンドリープラザ（ロビー）
■ 料　金　一般：4,800 円　会員：4,500 円
　　　　　　高校生以下：3,000 円

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 17：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●７月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

● 7 月のおはなし会　おはなしのへや
　７月１４日㈯　午前 11時～ 11時 30分
　紙芝居と絵本の読み聞かせ。みんなきてね！

こどもの本

おとなの本
『面白くて眠れなくなる物理パズル』

左巻健男著　ＰＨＰ研究所刊
　物理学と聞くと「普段の生活には関係
ない」と思ってしまいがちですが、実は
とても身近な学問なのです。クイズで物
理学が学べる一冊です。詠み終わったと
きには物理博士になっているかも！？●遅筆堂文庫読書会

　７月１日㈰　午後 2時～

●大人のための夜の図書館 vol .12
　７月１８日㈬　午後７時～ 8時　参加費無料
　『一夜限りの羅須地人協会』～宮澤賢治の音楽と詩を中心に～

●おすすめ本のコーナー
　青葉の季節に鑑賞したい野草・ハーブ特集

パブロ・シーグレル・ジャジー・トリオ

ザ・空気 ver2 誰も書いてはならぬ

■ 日時　８月３日㈮ 　午後６時３０分開演
■ 会場　フレンドリープラザ（ホール）
■ 料金　 一般：5,000 円　　会員：4,500 円

青少年席（25歳未満）：1,000 円

　テレビ局の報道現場を通して、現代の日本を覆う奇
妙な "空気 " の正体に迫った前作「ザ・空気」はプラ
ザでも上演し、大きな反響がありました。
　今作は官邸記者クラブに舞台を移し、所属する新聞
記者たちの葛藤を描きます。
　出演は、映画やテレビで幅広く活躍されている安田
成美さん、松尾貴史さんのお二人に加え、米沢市出身
で映画「スウィングガールズ」でもプラザに縁の深い
眞島秀和さん。さらに、こまつ座「人間合格」でプラ
ザにも来られた馬渕英里何さん、若手人気俳優の柳下
大さんです。

『ツリーハウスがほしいなら』
カーター・ヒギンズ・文　エミリー・ヒューズ・絵

　　　　　　　　　　　　　　　千葉茂樹訳　ブロンズ新社刊

　ツリーハウスがほしいなら、まずはゆっ
たりあわてずに、さぁそらをみあげよう。
枝でできたバルコニーから動物たちを見た
り、あまった板でプランターを作りベコニ
アを育てたり。ブランコやロープをかけて、
ひなたぼっこも楽しそう。あなたならどん
なツリーハウスがほしいですか？

BBO ×遅筆堂文庫「桂川潤の装丁展」

●井上ひさし展示室【企画展】
　「父と暮せば」資料展を開催します

7　町報かわにし 平成３０年６月１５日

　交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
健

康
増
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
と
す
る
川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
は
、
平
成
29
年
10
月
に
竣

工
し
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
と
な

り
ま
す
。

　な
お
、
オ
ー
プ
ン
当
日
は
混
み

合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
注

意
事
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
駐
車
場
は
74

　台
分
で
す
。
満
車
の
際
は
ダ
リ

　ヤ
園
駐
車
場
等
を
ご
利
用
く
だ

　さ
い
。
路
上
駐
車
は
禁
止
で
す
。

▼
お
近
く
の
方
は
、
お
車
で
の
ご

　来
場
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▼
オ
ー
プ
ン
日
か
ら
７
月
16
日
㈪

　㈷
ま
で
の
連
休
中
は
、
団
体
の

　ご
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
場
内
は
４
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
あ

　り
ま
す
が
、
混
み
合
う
場
合
は

　プ
レ
ー
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場

　合
が
あ
り
ま
す
。

▼
貸
用
具
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま

　す
。
組
単
位
で
共
用
い
た
だ
い

　た
り
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

　が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
案
内

■ 

開
場
期
間
　４
月
～
11
月

■ 

休
場
日
　毎
月
第
４
月
曜
日

※
積
雪
、
天
候
、
芝
の
生
育
状
況

　に
よ
り
開
場
日
・
利
用
コ
ー
ス

　を
制
限
す
る
場
合
あ
り
。

■ 

利
用
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
臨
時
に
利
用
時
間
を
延
長
・
短

　縮
す
る
場
合
あ
り
。

■ 

利
用
料
金
（
基
本
料
金
１
日
）

　大
人
　５
０
０
円

　中
学
生
以
下
　２
５
０
円

■ 

申
込
方
法

　管
理
事
務
所
に
て
利
用
申
込
書

に
必
要
事
項
記
入
の
う
え
、
券
売

機
で
利
用
券
を
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　大
会
や
団
体
（
30
人
以
上
）
で

利
用
さ
れ
る
場
合
、
電
話
で
空
き

状
況
を
確
認
の
う
え
、
ご
利
用
の

７
日
前
ま
で
に
申
請
書
を
管
理
事

務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
事
務
所
　☎

33
ー
９
３
９
０

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
　
　
　  

☎
44
ー
２
８
４
３

▶
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら

　の
ぼ
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　川西ダリヤパークゴルフ場
　７月 14 日㈯　オープン！ 【

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
】
午
前
９
時
か
ら

【
開
場
】
午
前
10
時
か
ら

▲丘に向かってナイスショット！ ▲１周１㎞のジョギングコース
　ご自由に利用ください
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　⑦
⑧

　
　７
月
22
日
㈰

▼
会
場
：
公
立
置
賜
総
合
病
院

▼
受
付
期
間
：
6
月
27
日
㈬
必
着

▼
詳
細
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　試
験
案
内
を
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
案
内
：
置
賜
広
域
病
院
企

　業
団
や
近
隣
自
治
体
で
配
布
し

　て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

問
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
総
務
企

　画
課
職
員
係

☎
46
ー
５
0
0
0

平
成
30
年
度
狩
猟
免
許

　
（
初
心
者
）
講
習
会

▼
日
時
　７
月
28
日
㈯

　午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所

　赤
湯
公
民
館 

え
く
ぼ
プ
ラ
ザ

　
　（南
陽
市
赤
湯
７
９
１
―
１
）

▼
申
込
方
法
　７
月
23
日
㈪
ま
で

　左
記
ま
た
は
米
沢
支
部
に
受
講

　料
５
千
円
を
添
え
て
申
込

問
（
一
社
）
山
形
県
猟
友
会

☎
０
２
３
―
６
２
４
―
０
３
８
２

町
民
バ
ス
ケ
大
会

▼
日
時

　７
月
16
日
㈪
㈷

　午
前
８
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　町
民
総
合
体
育
館

▼
申
込
締
切

　７
月
10
日
㈫

問
川
西
町
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　☎

46
―
２
２
７
７

コ
ス
モ
ス
会
演
奏
会

▼
日
時
　７
月
８
日
㈰
　午
後
２

　時
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
　フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

▼
入
場
料
　５
０
０
円

問
コ
ス
モ
ス
会
　五
十
嵐
和
子

　
　
　
　
　
　☎

42
―
５
９
０
１

お
し
ょ
う
し
な
マ
ル
シ
ェ

　

米
沢・川
西
の
お
い
し
い
お
店
、

学
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
な
ど
様
々

な
催
し
を
米
沢
青
年
会
議
所
が
企

画
し
て
い
ま
す
。
置
賜
文
化
ホ
ー

ル
で
は
女
性
の
社
会
進
出
を
応
援

す
る
講
演
会
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　７
月
７
日
㈯

　午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

６・７月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

7 月9日㈪・２3日㈪
午前 8 時 30 分～午後５時 15 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 ７月 4 日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

弁護士
消費生活相談

７月１1 日㈬
午後２時～４時 町役場会議室 町住民生活課

☎ ４２－６６１6

行政相談 ７月１8 日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

７月

期　間 当番店（社） 電話番号

６月１１日～１７日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

６月１８日～２４日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

６月２５日～７月１日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

７月２日～８日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

７月９日～１５日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

▼
会
場

　伝
国
の
杜
前
広
場

　

（
米
沢
市
丸
の
内
１
丁
目
２
―
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　※
入
場
無
料

問
佐
藤 

淳
一

☎
090
―
２
３
６
８
―
２
２
７
４

に
ぎ
わ
い
の
家
ご
ざ
～
れ

　健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
さ
わ
や

か
に
生
き
る
た
め
、
サ
ロ
ン
を
開

設
し
ま
す
。

▼
日
時
　７
月
13
日
㈮
　
　
　
　

催

　
　
し

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

　（以
降
、
毎
月
第
２・４
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　の
同
時
間
）

▼
場
所
　サ
ロ
ン
de
ご
ざ
～
れ

▼
参
加
料
　１
回
３
０
０
円

問
佐
藤
ス
ミ
　☎

42
―
５
９
５
３

一般会計歳入歳出予算額　　１１2 億 2,414 万円（前年度からの繰越分を含む）

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
平
成
30
年
３
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
決
算
は
11
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　通
常
町
の
会
計
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
事
業
を
行
う
な
ど
独
立
性
を
も
っ
て
い
る
場
合
は
、
一
般
会

計
と
区
別
し
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保

険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　本
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
を
含
め
る
と
、
全
部
で
７
つ
の
会
計
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳
　入

収入率７８．１％
収入済総額
87億6,８29万円

特 別 会 計 特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理
する必要がある場合に設けられる会計のことです。〔 〕

公営企業会計
一般会計などと異なり民間企業に似た経理を行う会
計で、収益的収支と資本的収支に区分されています。〔 〕◆水道事業会計

平成２９年度下半期

平成 30 年３月３１日現在

48億9,110万円

13億8,188万円
       3,720万円

１2億4,514万円
１3億2,787万円

6億9,716万円
6億2,806万円

3億1,500万円
  2億8,097万円

50億0,773万円
地方交付税

（102．4％）

町　　　債
（02．7％）

町　　　税
（１０6．6％）

国 庫 支 出 金
（90．1％）

10億6,213万円
5億4,429万円

県支出金
（51．2％）

地方消費税交付金

予算額
収入・執行済額

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済額の割合

そ　の　他 16億3,173万円
  9億4,217万円

（89．2％）

（57.7％）

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き
収 益 的 収 支 4億9,520万円 4億7,970万円 1,550万円
資 本 的 収 支 3,085万円 1億8,245万円 △１億5,160万円

区　　分 予算現額 収入済額 執行済額
国民健康保険事業 20億6,850万円 17億9,514万円 18億0,587万円
下 水 道 事 業 ５億2,820万円 3億8,909万円 4億0,453万円
農業集落排水事業 9,076万円 6,551万円 7,483万円
介護保険事業 19億8,186万円 17億6,513万円 16億6,484万円
後 期 高 齢 者 医 療 １億7,222万円 1億6,801万円 1億6,519万円

問
町
未
来
づ
く
り
課 

財
政
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
１
１

町報かわにし　8平成３０年６月１５日 町報かわにし　20平成３０年６月１５日

平
成
30
年
度
危
険
物

　

取
扱
者
保
安
講
習

▼
会
場
及
び
期
日

①
置
賜
総
合
支
庁
（
米
沢
市
）

一
般
：
9
月
13
日
㈭

　11
月
29
日
㈭
、
30
日
㈮

給
取
：
9
月
14
日
㈮

②
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎（
長
井
）

一
般
：
9
月
５
日
㈬

給
取
：
9
月
4
日
㈫

▼
受
付
：
6
月
25
日
㈪
～

　
　
　7
月
20
日
㈮
（
先
着
順
）

▼
申
請
書
：
川
西
消
防
署
・
置
賜

　総
合
支
庁
総
務
課
・
県
危
険
物

　安
全
協
会
連
合
会
か
ら
受
取

問
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

☎
０
２
３
ー
６
３
２
ー
５
７
４
４

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
：
①
助
産
師

②
看
護
師

　③
薬
剤
師

④
診
療
放
射
線
技
師

⑤
管
理
栄
養
士

⑥
臨
床
工
学
技
士

⑦
行
政
職
（
上
級
）

⑧
行
政
職
（
医
療
・
福
祉
系
）

▼
試
験
期
日

　①
～
⑥

　７
月
８
日
㈰

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
導
入
へ
の
補
助
金

　

県
で
は
、
家
庭
・
事
業
所
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

の
導
入
促
進
と
と
も
に
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
を
図
る
た

め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

の
導
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
対
象
設
備
の
種
類
及
び
補
助

金
額
の
詳
細
は
、
左
記
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
環
境
ネ

　ッ
ト
や
ま
が
た

☎
０
２
３
ー
６
７
９
ー
３
３
７
７

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と

　

　
　
　
相
談
会
in
米
沢

▼
日
時
・
内
容

　7
月
9
日
㈪

○
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　セ
ミ
ナ
ー
「
預
け
先
の
こ
と
を

　聞
い
て
み
よ
う
！
」（
要
予
約
）

○
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

　個
別
相
談
会
（
予
約
不
要
）

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
可
。

▼
会
場

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

▼
対
象
　就
職
を
考
え
て
い
る
子

　育
て
中
の
女
性 

※
受
講
中
や
相
談
中
は
同
室
で
保

　育
ス
タ
ッ
フ
が
お
子
さ
ん
を
お

　預
か
り
し
ま
す
。

問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山

　形
☎
０
２
３
ー
６
６
５
ー
５
９
１
５

自
動
車
の
不
正
改
造
は

　
　
　
　
　
犯
罪
で
す

　

自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な

い
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
不
正
改
造
さ
れ

た
車
両
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　不
正
改
造
車
が
暴
走
行
為
、
過

積
載
に
よ
り
、
安
全
を
脅
か
し
道

路
交
通
の
秩
序
を
乱
す
と
と
も
に

排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
騒

音
等
の
環
境
悪
化
の
要
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　国
土
交
通
省
で
は
「
不
正
改
造

車
を
排
除
す
る
運
動
」
を
全
国
的

に
展
開
し
て
お
り
、
特
に
６
月
を

強
化
月
間
と
し
て
重
点
的
な
取
組

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
ど
の
よ
う
な
改
造

が
不
正
改
造
に
な
る
の
か
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
排
除
に
ご
協
力
下
さ
い
。

問
国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
山
形

　運
輸
支
局

☎
０
２
３
―
６
８
６
―
４
７
１
４

ひ
と
り
親
家
庭
の
高
卒

　

認
定
試
験
受
講
者
を
支
援

  

県
で
は
、
高
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
を
目
指
し
て
講
座
を
受

講
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し

て
、
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。助
成
上
限
額
は
10
万
円
で
す
。

▼
条
件

・
面
談
必
須

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま
た
は

　同
等
の
所
得
水
準
で
あ
る
こ
と

・
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

・
適
職
に
就
く
こ
と
を
目
的
と
し

　た
認
定
試
験
で
あ
る
こ
と

問
・
申
請
先

　置
賜
総
合
支
庁

　

　子
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
26
ー
６
０
２
７

ひ
と
り
親
家
庭
の

　
　

　
　
就
職
支
援
講
習
会

　県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
転
職
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
希

望
す
る
方
を
支
援
し
ま
す
。な
お
、

受
講
中
の
託
児
も
可
能
で
す
。

▼
会
場

　山
形
市
ま
た
は
村
山
市

▼
期
間

　８
月
５
日
～
11
月
18
日

　（各
日
曜
日
）

▼
内
容

　就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、

　パ
ソ
コ
ン
講
座

▼
定
員
　各

10
名
（
応
募
多
数
の

　場
合
選
考
あ
り
）

▼
受
講
料
　無
料

▼
申
込
締
切
　７
月
13
日
㈮

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー  

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　日
本
遺
族
会
は
、
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
た
慰
霊
親
善
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
地
域

　旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
ビ
ス
マ
ー

　ク
諸
島
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ

　リ
ア
ナ
諸
島
ほ
か

▼
参
加
費

　10
万
円

問
山
形
県
遺
族
会

☎
０
２
３
―
６
３
１
―
０
５
９
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

　

　
　
　
　
就
職
面
接
会

▼
日
時

　７
月
９
日
㈪

　午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
会
場

　グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

　（米
沢
市
金
池
２
―
３
―
７
）

▼
対
象

　全
年
齢
の
一
般
求
職
者

▼
内
容

　企
業
ブ
ー
ス
で
の
企
業

　担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
就
職

　に
関
す
る
各
種
相
談

▼
参
加
企
業

　東
南
置
賜
地
区
の

　求
人
企
業
60
社
程
度

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

　
　
　
　
　
　☎

22
ー
８
１
５
５

講
習
・
試
験
案
内

お
知
ら
せ

一般会計歳入歳出予算額　　１１2億2,414万円（前年度からの繰越分を含む）

固定資産税
5億 9,189 万円

町民税
5億 6,860 万円

たばこ税
　　　１億 0,308 万円

軽自動車税　5,780 万円

入湯税　625万円

都市計画税　25万円

過疎債
47 億 1,963 万円

その他
2 億 6,216 万円

県振興資金
12 億 2,466 万円

臨時財政対策債
33 億 6,887 万円

消防債
761 万円

土木債
6 億 9,853 万円

教育債
10 億 268 万円

農林水産業債
5 億 0,461 万円

総務債
9,274 万円

歳
　出

執行率８6.1％
執行済総額

96億6,715万円
基 金

公 有 財 産

※平成２9 年９月末日現在高との比較

※平成２9 年９月末日現在高との比較

各会計町債現在高
水道事業会計

18 億 4,795 万円
下水道事業会計

33 億 9,145 万円
農業集落排水事業会計

6 億 1,255 万円

　町税のうち、都市計画税と入湯税は、特定の費
用に充てるために課される目的税です。本町では、
都市計画税は下水道事業特別会計へ繰り出し、公
共下水道事業に使っています。また、入湯税は観
光施設の整備と観光振興の事業に使っています。

町債現在高

118億8,149万円

農林水産業費
（72．8%）

土　木　費
（77．2%）
そ　の　他
（93. 9％）

13 億 7,986 万円
  12 億 8,019 万円

衛　生　費
（９7．4％）

17 億 9,800 万円
17 億 5,097 万円

民　生　費
（88．0％）

22 億 3,409 万円
19 億 6,561 万円

11 億 9,350 万円
09 億 8,857 万円

11 億 9,619 万円
08 億 7,141 万円

10 億 0,141 万円
 7 億 7,351 万円

7 億 6,209 万円
  7 億 1,535 万円

総　務　費
（79．7％）

16 億 5,900 万円
13 億 2,154 万円

教　育　費
（92．8％）

公　債　費
（82. 8%）

区　　分 平成30年３月末現在高 増　　減
財 政 調 整 基 金 6 億 3,462 万円 2 万円
庁 舎 建 設 基 金 3 億 1,007 万円 1 万円
国民健康保険給付基金 1 億 6,175 万円 1 万円
町 債 管 理 基 金 1 億 2,229 万円 0 円
人 材 育 成 交 流 基 金 9,903 万円 0 円
起 業 支 援 基 金 9,795 万円 1 万円
子 育 て 支 援 基 金 8,876 万円 1 万円
ふるさとづくり基金 6,589 万円 0 円
土 地 開 発 基 金 6,016 万円 0 円
本 間 喜 一 顕 彰 基 金 600 万円 600 万円
そ の 他 1 億 6,481 万円 606 万円

区　　分 平成30年３月末現在 増　　減
土 地 ７,315,378㎡ △ 392㎡
建 物 91,211㎡ 29㎡
有 価 証 券 3,435 万円 ０円
出 資による権 利 １億 5,358 万円 ０円

町 税

１3億2,787万円
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　金
子
　信
一
郎 

院
長

問町健康福祉課 介護支援グループ内 町地域包括支援センター　☎４６－５５１１

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば

第
15
回

　鼻
呼
吸
は
健
康
の
も
と

長
十
歯
科
医
院

弓
（
歯
を
支
え
て
い
る
あ
ご
の
形
）
は
馬

蹄
形
と
な
り
ま
す
が
、
舌
が
下
が
り
内
側

か
ら
歯
を
支
え
て
い
た
力
が
弱
く
な
る
と
、

歯
列
弓
は
狭
い
Ｖ
字
形
と
な
り
、
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
の
悪
い
歯
並
び
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
舌
が
咽
頭
に
下
が
る
と
、
口

蓋
（
口
の
中
の
天
井
）
が
深
く
な
り
、
下

が
っ
た
舌
が
し
っ
か
り
と
口
蓋
に
当
て
る

こ
と
が
で
き
ず
、
食
べ
た
物
を
の
ど
に
送

り
込
む
こ
と
が
難
し
く
な
る
の
で
、
飲
み

込
む
こ
と
が
下
手
な
お
子
さ
ん
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど

に
よ
る
鼻
閉
が
原
因
で
、
口
呼
吸
が
習
慣

に
な
っ
た
お
子
さ
ん
も
要
注
意
で
す
。

　お
子
さ
ん
が
う
ま
く
噛
め
な
い
、
飲
み

込
み
が
悪
く
食
事
に
時
間
が
か
か
る
と
心

配
さ
れ
て
い
る
方
、
呼
吸
や
姿
勢
が
気
に

な
っ
て
い
る
方
な
ど
も
一
度
歯
科
医
院
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

　町
で
は
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

利
用
し
た
住
民
運
営
の
通
い
の
場
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　「い
き
い
き
百
歳
体
操
」
は
、
高
知
市

か
ら
始
ま
り
、
１
０
０
歳
の
人
で
も
で
き

る
介
護
予
防
体
操
で
す
。

　気
軽
に
始
め
ら
れ
る
介
護
予
防
で
す
。

健
康
長
寿
・
生
涯
現
役
を
目
指
し
て
、
み

な
さ
ん
で
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

　
　
　
　
　～あ
な
た
の
地
域
で
も
始
め
ま
せ
ん
か
～

　近
ご
ろ
、
い
び
き
や
口
呼
吸
す
る
お
子

さ
ん
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら

の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
舌
の

後
方
（
咽
頭
）
へ
の
沈
下
で
す
。

　舌
は
、
根
元
に
あ
る
舌
骨
で
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
口
呼
吸
を
続
け
て
い
る
と
、

口
の
周
り
の
筋
肉
や
、
舌
骨
を
持
ち
上
げ

前
方
に
誘
導
す
る
筋
肉
が
緩
む
こ
と
で
、

舌
が
の
ど
の
方
へ
下
が
り
、
気
道
を
狭
く

し
ま
す
。
寝
て
い
る
と
き
は
い
び
き
を
か

き
、
ま
た
日
中
は
直
立
し
た
姿
勢
で
の
呼

吸
が
難
し
い
た
め
、
顔
を
前
に
突
き
出
し

た
よ
う
な
猫
背
の
姿
勢
で
気
道
を
確
保
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　舌
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
と
、
歯
列

診察日と診療科目
○午　　前　９時～午後１時
○午　　後　２時～６時
○休 診 日　木曜、日曜、祝祭日
○診療科目　一般歯科、小児歯科
　　　　　　矯正歯科、予防歯科

金子院長は小児歯科専門医
（日本小児歯科学会認定）

ど
ん
な
体
操
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　テ
レ
ビ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
見
な
が
ら
、
お

も
り
を
手
首
や
足
首
に
つ
け
て
、
主
に
イ

ス
に
座
っ
て
行
う
簡
単
な
体
操
で
す
。
週

１
回
、
40
分
程
度
取
り
組
み
ま
す
。

　お
も
り
の
数
を
調
整
し
、
体
操
す
る
こ

と
で
体
力
差
が
あ
っ
て
も
自
分
の
ペ
ー
ス

で
み
な
さ
ん
一
緒
に
で
き
ま
す
。

地
域
で
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　町
で
は
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出

し
、
実
技
指
導
（
概
ね
４
回
ま
で
）
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
町
内
に
自

主
グ
ル
ー
プ
が
24
か
所
立
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　３
人
以
上
集
ま
れ
ば
実
施
で
き
ま
す
。

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
方
は
、
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
説
明
・
体
験
会
に
伺
い
ま
す
。 ▲おもりをつけて１・２・３♪
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開
催
ま
で
２
カ
月
を
き
り
、
実
行
委
員
会
の
準
備
も
本
格
化
。
ス
テ
ー

ジ
や
売
店
、
花
火
な
ど
今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
！

 

記
念
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
！

❖ 

申
込
方
法

　申
込
書
と
金
額
を
添
え
て
各
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
町
ま

ち
づ
く
り
課
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

（
申
込
書
は
、
各
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
、
町
ま
ち
づ
く
り
課
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）

❖ 

申
込
期
限

　７
月
13
日
㈮

 

各
地
区
発

 

無
料
送
迎
バ
ス
運
行

　会
場
へ
は
各
地
区
発
の
無
料
送

迎
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

　バ
ス
の
運
行
や
交
通
規
制
の
詳

細
は
、
８
月
に
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　花
火
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
口
３
千
円
か
ら
で
「
○
○
ち
ゃ

ん
誕
生
お
め
で
と
う
！
」「
○
○

さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
！
」

な
ど
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
と

の
合
同
で
の
お
申
込
も
で
き
ま
す
。

　な
お
、
事
業
者
の
方
に
は
担
当

者
が
案
内
に
伺
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

か
わ
に
し
夏
ま
つ
り
出
店
者
募
集
！

　

【
売
店
運
営
部
事
務
局
（
町
産
業
振
興
課
）
☎
42
ー
６
６
９
６
】

　夏
ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
飲
食
や
物
産
の
販
売
な
ど
来
場
さ
れ
た
方
が

楽
し
め
る
売
店
「
か
わ
に
し
マ
ル
シ
ェ
」
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

❖ 

出
店
者
の
条
件

①
川
西
町
に
住
所
か
店
舗
を
有
す

　る
こ
と

②
臨
時
飲
食
店
営
業
許
可
を
は
じ

　め
、
出
店
に
必
要
な
許
可
・
届

　出
を
各
出
店
者
自
身
で
行
う
こ

　と
。
な
お
、
申
請
に
係
る
経
費

　な
ど
は
出
店
者
負
担
と
す
る

③
主
催
者
が
開
催
す
る
出
店
者
説

　明
会
に
必
ず
参
加
す
る
こ
と

④
出
店
募
集
要
項
及
び
関
係
法
令

　を
厳
守
す
る
こ
と

⑤
暴
力
団
な
ど
、
反
社
会
的
組
織

　と
関
係
が
な
い
こ
と

❖ 

出
店
料

　販
売
総
額
の
５
％
（
１
０
０
円

　未
満
切
り
捨
て
）
で
最
少
で

　

　１
０
０
０
円

※
机
、
イ
ス
、
電
源
追
加
は
有
料

❖ 

出
店
ス
ペ
ー
ス

　１
店
舗
当
た
り
２
区
画
ま
で
申

込
み
可

※
２
区
画
の
場
合
は
、
出
店
料

　

　１
０
０
０
円
追
加
に
な
り
ま
す
。

【
１
区
画
基
本
設
計
】

○
テ
ン
ト
：
横
２・７
ｍ
×

　
　
　
　
　
　
　
　縦
３・６
ｍ

○
長
机
・
イ
ス
：
各
２
つ

❖ 

応
募
方
法

　「出
店
申
込
書
」
及
び
「
誓
約

書
」（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
６
月
29
日
㈮
ま

で
、
売
店
運
営
部
事
務
局
あ
て
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❖ 

出
店
者
説
明
会

○
日
時
：
７
月
20
日
㈮

　
　
　
　午
後
３
時
～

○
場
所
：
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　ま
つ
り
当
日
、
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
方
を
大
募
集
！
ご
都
合
に

合
わ
せ
て
役
割
を
お
願
い
し
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
軽

食
を
ご
用
意
し
ま
す
。

❖ 
申
込
期
限

　６
月
29
日
㈮

問
川
西
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

　務
局
（
町
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
42

－

６
６
１
３

か
わ
に
し
夏
ま
つ
り
２
０
１
８ 

８
月
11
日
㈯
㈷

　
　
　
　
　
　
　～
夢
よ
花
咲
け
！
想
い
よ
届
け
！
～
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問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

６
月
20
日
㊌
　お
は
な
し
広
場
　図
書
館
に
行
こ
う
①

７
月
６
日
㊎
　七
夕
お
た
の
し
み
会

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

６
月
18
日
㊊

　7
月
17
日
㊋
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　玉
庭
保
育
所

　６
月
26
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　７
月
２
日
㊊

　

　北
斗
幼
稚
園

　７
月
11
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

健 康 情 報 ひ ろ ば

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：６月２日～７月１日
■ 発送日 ６月２２日㈮
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉７月１９日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 28 年７月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年７月、平成 28 年１月
平成 29 年５月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
9-10 か月児
健康教室

期日：７月１８日㈬
対象：H29.9 ～ 10 月生まれ

1 歳６か月児
健康診査

期日：７月２０日㈮
対象：H28.11.1 ～ 12.15 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
★
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
★
　同
じ
症
状
、
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
く
保
険
料
や
医
療
費
の
増
加
に
つ

　な
が
る
だ
け
で
な
く
、
検
査
や
薬
の
重
複
な
ど
で
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。
今
受
け
て
い
る
治
療
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

こあらっこ広場
〈期　日〉７月１３日㈮ 午後３時～４時
〈場　所〉町生きがい交流館
〈対　象〉妊婦さん、１歳未満のお子さんとママ
〈内　容〉交流や情報交換の場です。体重測定や
　　　　 相談もできます。

〈申　込〉不要です。お気軽にお越しください。

献　　血
〈期　　日〉７月２２日㈰
〈時　　間〉午前 9 時～ 11 時
〈場　　所〉川西町フレンドリープラザ
〈 対 象 者 〉 男性：１７歳～６９歳
　　　　　  女性：１８歳～６９歳
※６５歳以上の場合は、６０～６４歳で献血した方

〈 持 ち 物 〉献血カード
〈 そ の 他 〉４００ｍｌの献血のみになります。

＊
育
児
相
談
（
保
健
師
来
所
）
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

７
月
12
日
㊍

　申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　重度心身障がい（児）者医療証

　ひとり親家庭等医療証が更新されます
　７月１日から医療証が更新されます。
　医療証の交付対象の方には、６月中旬に手続きの
ご案内を送付します。
　通知がない方も、対象になると思われる場合はお
問い合わせください。
　※生活保護を受給している方は対象外。
　※詳細は、町ホームページを確認ください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

熱中症に注意！
　気温や湿度が高くなると、体温調節がうまく働か
ず、熱中症を起こす危険性が高くなります。
　熱中症は屋外だけでなく、高温多湿の室内でも発
症します。のどが渇いたと思う前に水分補給するこ
とや涼しい服装、室内ではエアコンや扇風機を効果
的に利用しながら熱中症を予防しましょう。
　熱中症は、年齢を問わず起こりますが、特に幼児
や高齢者は注意が必要です。

【幼児はここに注意！】
　体温調整機能が十分発達しておらず、また身長が
低いため地面からの照り返しの影響を強く受けます。
　保護者の方は、十分に観察し、水分補給や休息な
どを促しましょう。

【高齢者はここに注意！】
　暑さやのどの渇きを感じにくい状態です。
　一人で生活している高齢者の方には、ご家族やご
近所などの周囲の方々が声をかけてあげましょう。
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「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
求
め
て
い

る
情
報
や
、
町
が
伝
え
る
べ
き
情

報
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る

た
め
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　町
の
情
報
発
信
を
よ
り
良
い
も

の
に
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
任
期
　平
成
32
年
３
月
31
日
ま

　で
（
２
年
間
）

▼
要
件
　町
内
在
住
か
町
内
に
お

　勤
め
の
方
で
、
①
～
③
の
い
ず

　れ
か
に
該
当
す
る
方

①
女
性

②
川
西
町
に
移
住
さ
れ
た
方

③
20
歳
か
ら
30
歳
の
方

▼
活
動
内
容
　町
の
広
報
（
町
報

　や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、 

フ
ェ
イ
ス

　ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
な
ど
）
へ
の
意

　見
な
ど

※
年
３
回
の
会
議
を
予
定
し
て
い

　ま
す
（
費
用
弁
償
を
お
支
払
い

　し
ま
す
）

▼
募
集
人
数

　若
干
名

▼
申
込
期
限

　６
月
29
日
㈮
ま
で

　左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ
☎
42
―
６
６
６
８

ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
募
集
！

　今
年
の
か
わ
に
し
夏
ま
つ
り
で

は
、
ス
テ
ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
個
人
や

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

　バ
ン
ド
演
奏
や
歌
、
ダ
ン
ス
な

ど
で
一
緒
に
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？

❖ 

募
集
内
容
　夏
ま
つ
り
の
特

　設
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ

　ン
ス
の
披
露

○
出
演
時
間
帯
は
午
後
４
時
40
分

　～
５
時
50
分
を
予
定

○
持
ち
時
間
は
１
組
あ
た
り
10
分

（
出
ハ
ケ
、
機
材
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

含
む
）

○
募
集
数
　６
組

○
出
演
者
に
は
軽
食
を
準
備
し
ま

　す
（
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
荒
天
時
は
中
止
の
場
合
あ
り

❖ 

応
募
要
件

①
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
演
奏
や

　歌
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

　マ
ン
ス
を
披
露
す
る

　※
カ
ラ
オ
ケ
は
不
可

②
メ
ン
バ
ー
に
町
内
に
在
住
、
在

　学
、
在
勤
の
方
が
含
ま
れ
る

③
７
月
４
日
㈬
午
後
６
時
か
ら
、

　町
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
で
開

　催
す
る
説
明
会
に
参
加
で
き
る

❖ 

応
募
方
法

　６
月
29
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
町

ま
ち
づ
く
り
課
に
応
募
用
紙
を
提

出
く
だ
さ
い
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ・町
ま
ち
づ
く
り
課
で
入
手
可
）

❖ 

そ
の
他

　募
集
数
を
上
回
る
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
調
整
し
、
決
定
し
な
い

場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

「
川
西
音
頭
」
を
一
緒
に
踊
っ
て
、
楽
し
も
う
！

～
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
～

　毎
年
、
町
芸
術
文
化
協
会
と
町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
み
な
さ

ん
が
川
西
音
頭
を
踊
っ
て
、
か
わ

に
し
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　希
望
さ
れ
る
方
は
、
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。「
夏
の
思
い
出
に

参
加
し
て
み
た
い
」「
親
子
で
踊
っ

て
み
た
い
」「
小
学
生
の
時
に
踊
っ

た
こ
と
が
あ
る
か
ら
参
加
し
て
み

た
い
」
方
な
ど
ぜ
ひ
ご
予
定
く
だ

さ
い
。

　

　な
お
、
夏
ま
つ
り
本
番
の
出
番

は
、
午
後
６
時
前
後
予
定
で
す
。

町
報
７
月
号
ま
た
は
夏
ま
つ
り
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　ま
た
、
左
記
の
と
お
り
練
習
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

❖ 

日
時

　

　７
月
27
日
㈮
・
28
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　午
後
７
時
か
ら

❖ 

場
所
　町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　大
ホ
ー
ル

▲川西音頭で ソレ どんとゆけ

問
川
西
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

　務
局
（
町
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
42

－

６
６
１
３

～
か
わ
に
し
夏
ま
つ
り
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？
～
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わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
③
～

　

ヒ
メ
サ
ユ
リ
は
、
オ
ト
メ
ユ
リ

や
サ
ツ
キ
ユ
リ
と
も
呼
ば
れ
る
日

本
特
産
の
ユ
リ
で
、
山
形
県
・
福

島
県
・
新
潟
県
お
よ
び
宮
城
県
南

部
に
の
み
自
生
し
て
い
る
貴
重
な

植
物
で
す
。
本
町
で
は
、
下
小
松

古
墳
群
や
玉
庭
丘
陵
な
ど
に
自
生

し
て
お
り
、
木
漏
れ
日
の
中
ひ
っ

そ
り
と
咲
く
姿
を
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
高
さ
は
30
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
ほ
か
の
ユ
リ
に

比
べ
る
と
早
咲
き
で
、
お
も
に
６

※
自
生
地
で
の
植
物
の
採
集
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
町
生
涯
学
習
課
　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
　☎
44
ー
２
８
４
３

「
ヒ
メ
サ
ユ
リ
」

月
頃
、
甘
く
濃
厚
な
香
り
の
す
る

淡
い
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。　ほ

か
の
ユ
リ
同
様
、
か
つ
て
は

鱗
茎
（
球
根
）
を
食
用
に
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
米

沢
藩
の
重
臣
・
莅
戸
善
政
が
著
し

た
『
か
て
も
の
』
に
も
「
ゆ
り
の

名
の
あ
る
も
の
は
何
ゆ
り
で
も
食

す
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ヒ
メ
サ
ユ
リ
も
食
料
不
足
時
の
救

荒
植
物
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
濫
採
や

開
発
、
動
物
に
よ
る
食
害
な
ど
の

影
響
で
著
し
く
減
少
し
、
現
在
野

生
種
は
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
花
言
葉
は
「
飾

ら
ぬ
美
」「
純
潔
」「
私
の
心
の
姿
」。

可
憐
な
そ
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
、

毎
年
６
月
の
開
花
期
に
は
ツ
ア
ー

が
組
ま
れ
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
、

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

▲下小松古墳群に咲くヒメサユリ

「
川
西
町
さ
く
ら
見
守
り
隊
」
で
は

一
緒
に
活
動
い
た
だ
け
る
隊
員
を
募
集
中
で
す

　

町
で
は
、
さ
く
ら
を
協
働
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
「
さ
く
ら
の
丘
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
ダ

リ
ヤ
園
の
周
辺
や
美
女
木
地
内
な

ど
町
内
各
所
に
さ
く
ら
を
植
栽
し
、

町
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
こ
と
や
、

町
内
外
に
誇
れ
る
よ
う
な
地
域
資

源
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　さ
く
ら
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
は
、
定
期
的
な
見
守
り
や
適

切
な
処
置
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
維
持
管
理
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
川
西
町
さ
く
ら
見
守

り
隊
（
山
田
政
一
隊
長
）
で
す
。

　平
成
27
年
９
月
に
は
、
本
町
で

開
催
さ
れ
た
「
お
き
た
ま
森
の
感

謝
祭
２
０
１
５
」
に
お
い
て
、
置

賜
地
区
緑
化
功
労
者
表
彰
を
受
賞

す
る
な
ど
、
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て

き
た
活
動
は
高
い
評
価
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　川
西
町
さ
く
ら
見
守
り
隊
で
は
、

「
さ
く
ら
の
丘
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
一
緒
に
活
動
い
た
だ
け
る

隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、
下
記
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
内
容
　町
内
さ
く
ら
植
栽

　地
の
見
守
り
、
草
刈
り
等

▼
活
動
回
数
　月
１
回
程
度

※
毎
月
の
作
業
後
に
隊
員
同
士
で

　昼
食
を
と
っ
た
り
、
年
に
数
回

　懇
親
会
を
行
っ
た
り
、
隊
員
同

　士
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
さ
く
ら
の
管
理
に
関
す
る
知
識

　が
豊
富
な
隊
員
が
お
り
ま
す
の

　で
、
初
め
て
の
方
で
も
安
心
し

　て
参
加
で
き
ま
す
。

問
さ
く
ら
見
守
り
隊
事
務
局
長
　

　高
梨
善
三
郎

　☎
42
ー
４
０
８
４

　町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

▲私たちと一緒に桜の名所づくりをしませんか？

広
告

▲ふれあいの丘草刈り作業の様子
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　地
域
づ
く
り
に
必
要
な
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
、
次
代
を
担
う
人
材

を
養
成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ

ス
タ
ー
養
成
講
座
」
の
公
開
講
座

を
行
い
ま
す
。

　今
回
は
、
地
域
活
動
や
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
お
い
て
必
要
不
可
欠

な
話
し
合
い
を
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
、
活
性
化
す
る
た
め
の
手

法
を
学
び
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

講　師 講　座　内　容
まちづくり
ファシリテーター
稲村　理紗　氏

上手な会議運営と話の見える化、ファシ
リテーショングラフィックを学びます
ファシリテーショングラフィックとは？
　話し合いの内容を模造紙やホワイトボー

ドに絵や図を取り入れながら記録する手法

です。「話し合いの流れや論点が明確になる」

「発想を刺激・活性化する」「共通認識を持

ちやすい」などの効果があります。

会
議
が
変
わ
る
！
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
学
ぼ
う
！

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
【
公
開
講
座
】

▼
日
時
　６
月
28
日
㈭
　

　
　
　
　
　
　午
後
７
時
～
９
時

▼
会
場
　中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

▼
受
講
料
　無
料

▼
申
込

　事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問

　町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

　町
で
は
、
玉
庭
地
区
出
身
で
愛

知
大
学
を
創
設
し
た
（
故
）
本
間

喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る
講
演
会
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、

下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参

加
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日

　時
　７
月
14
日
㈯

　午
後
２
時
～
４
時
30
分

▼
場

　所
　川
西
町
交
流
館
あ
い

　ぱ
る
（
旧
川
西
二
中
）

▼
講

　演

○
第
１
部

　功く
ぬ
ぎ刀

　由ゆ

き

こ
紀
子

　氏

（
愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部
教
授
）

「
愛
大
地
域
政
策
学
部
食
農
環
境

コ
ー
ス
で
の
学
び
」

～
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
お
け
る
農

　業
と
は
～

○
第
２
部

　越お

ち知
　專ま

こ
と

　氏
　
　

（
本
間
喜
一
顕
彰
会
名
誉
会
長
）

「
欣き

ん
ぜ
ん
あ
い
じ
ん

然
愛
人
」
の
継
承

～
本
間
イ
ズ
ム
と
は
～

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

本
間
喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る
講
演
会

　子
ど
も
達
だ
け
で
料
理
を
作
る

体
験
教
室
で
す
。
保
護
者
の
方
は

口
出
し
・
手
出
し
を
せ
ず
、
子
ど

も
達
の
様
子
を
見
守
り
、
調
理
後

に
一
緒
に
試
食
し
ま
す
。

　お
子
さ
ん
が
料
理
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
、
料
理
を
さ
せ
て
み

た
い
け
ど
機
会
が
な
い
と
思
っ
て

い
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
お
申
込
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

　７
月
29
日
㈰

　午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
１
時

▼
場
所

　町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
　年
長
児
、
小
学
１
～
３

　年
生
（
定
員
16
名
）

　※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選

▼
参
加
費

　お
子
さ
ん
一
人
に
つ

　き
１
５
０
０
円

▼
講
師

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
食
育
マ
マ

　加
藤

　弥
栄
子

　氏

▼
申
込
方
法

　７
月
18
日
㈬
ま
で

　左
記
に
電
話
で
申
込
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
０

か
わ
に
し
ま
ち
キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン

　「川
西
」
の
名
を
も
つ
自
治
体

の
交
流
を
目
的
に
平
成
９
年
に
設

立
さ
れ
た
全
国
川
西
会
議
の
仲
間

で
あ
る
新
潟
県
十
日
町
市
（
合
併

前
の
旧
川
西
町
を
含
む
）
で
の
宿

泊
に
利
用
で
き
る
「
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
優
待
券
」
を
希
望
者
に
配

布
し
ま
す
。

　十
日
町
市
に
は
、
国
宝
の
縄
文

土
器
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
市

博
物
館
や
、
今
年
開
催
さ
れ
る
３

年
に
１
度
の
大
規
模
な
ア
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
「
大
地
の
芸
術
祭
」
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
が
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　優
待
券
１
枚
で
指
定
の
宿
泊
施

設
の
お
一
人
様
１
泊
２
日
料
金
が

２
千
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

　先
着
順
と
し
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

新
潟
県
十
日
町
市
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
優
待
券
」
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

　６
月
24
日
㈰

　午
前
９
時
～

▼
場
所

　犬
川
河
川
公
園

　（上
小
松
二
井
町
地
内
）

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー 

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
２

水
防
訓
練
を
実
施
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新
庁
舎
整
備
に
向
け
て

　
　
　～
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
～

　

町
で
は
、
平
成
32
年
度
に
完
成

を
目
指
す
新
庁
舎
に
つ
い
て
基
本

設
計
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
諸
室

の
機
能
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
新
庁
舎
と
な

る
よ
う
に
、
３
回
の
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
き
、
設
計
に
反
映
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容

　１
回
目
は
「
み
ん
な
が
利
用
し

や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
庁
舎
を

考
え
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
５

月
13
日
㈰
に
町
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　町
内
の
各
地
区
・
各
種
団
体
か

ら
推
薦
い
た
だ
い
た
町
民
の
方
の

ほ
か
、
町
職
員
や
設
計
業
者
ら

を
加
え
た
合
計
28
名
の
参
加
者
が

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

　グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
雪
対

策
は
万
全
に
し
て
ほ
し
い
」「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
す

べ
き
」
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　最
後
に
、
全
体
発
表
を
行
い
、

意
見
を
共
有
し
ま
し
た
。

全
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　第
２
回
目
は
６
月
３
日
㈰
に
実

施
済
み
で
、
第
３
回
目
は
６
月
24

日
㈰
に
開
催
し
、
意
見
内
容
を
ま

と
め
ま
す
。

　町
で
は
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

新
庁
舎
整
備
基
本
設
計
に
活
か
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　な
お
、
第
２・
３
回
目
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
未
来
創
造
室

　
　
　
　
　
　☎

42
ー
６
６
０
４

▲参加者みんなで町の未来を考えた

第
32
回
東
京
川
西
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　５
月
20
日
㈰
、
東
京
四
ツ
谷
の

主
婦
会
館
に
て
第
32
回
「
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
の
里 

東
京
川
西
会
」
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　東
京
川
西
会
は
昭
和
62
年
２
月

に
発
足
し
、
本
年
31
周
年
を
迎
え

て
い
ま
す
。
か
わ
に
し
夏
ま
つ
り

や
黒
べ
こ
ま
つ
り
へ
の
参
加
、
東

京
秋
川
渓
谷
で
の
芋
煮
会
な
ど
の

充
実
し
た
企
画
で
、
１
５
８
名
の

会
員
の
親
睦
や
ふ
る
さ
と
へ
の
貢

献
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

新
規
会
員
を
募
集

　東
京
川
西
会
で
は
、
新
規
会
員

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
に
お
住
い
の
ご
親
戚
や
お

知
り
合
い
の
方
に
ぜ
ひ
お
勧
め
く

だ
さ
い
。

【
入
会
す
る
に
は
…
】

　東
京
川
西
会
事
務
局
長
の
佐
藤

誠
さ
ん
ま
で
お
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
込
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
５
―
３
３
３
―
８
３
６
８

　※
年
会
費
２
千
円
（
１
世
帯
）

　
　が
必
要
で
す
。測定日

及び測定値
（μ

マイクロシーベルトパーアワー
S v / ｈ）

４月１４日

地上から
の高さ グラウンド 給食室付近

側溝
１００㎝ ０．０９ ０．０８
　５０㎝ ０．１０ ０．０８

空間放射線量
（測定場所：川西中学校）

問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

　子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
子
ど
も

た
ち
に
寄
り
添
い
、
育
ん
で
い
く

た
め
に
大
人
が
何
を
す
る
べ
き
か

に
つ
い
て
考
え
る
研
修
会
で
す
。

申
込
み
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
演
題

　今
、
こ
の
時
代
に
生
き

　る
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
た

　め
に

▼
講
師

　岡
田
沙
織
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　法
人
若
者
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

　協
会
理
事
長
）

▼
日
時

　６
月
30
日
㈯

　（開
場
）
午
後
１
時
30
分

　（講
演
）
午
後
２
時
35
分
～

▼
会
場

　白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

　タ
ー
あ
ゆ
～
む

問
置
賜
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局

　（置
賜
教
育
事
務
所
社
会
教
育

　課
内
）

　☎
０
２
３
８
―
88
―
８
２
４
２

置
賜
社
会
教
育
振
興
会
・
置
賜
地
区
青
少
年

育
成
連
絡
協
議
会 

合
同
研
修
会
を
開
催

広
告
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▼
日

　時
　７
月
６
日
㈮

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
会

　場
　生
き
が
い
交
流
館

▼
参
加
費
　無
料

▼
内

　容

　「誤ご
え
ん嚥

予
防
と
栄
養
補
給
食
品

　の
紹
介
」

　「移
動
に
関
わ
る
福
祉
用
具
の

　展
示
と
体
験
」

　○
講
師
　株
式
会
社
サ
ン
十
字

▼
対

　象
　家
族
を
介
護
し
て
い

　る
方
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

　な
ら
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

　だ
け
ま
す
。

▼
申

　込
　６
月
29
日
㈮
ま
で
電

　話
に
て
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　い
。

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
46
ー
３
０
４
０

家
族
介
護
教
室

　町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
電

気
柵
を
設
置
す
る
方
に
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象
者

　農
業
者
、
農
業
者
グ

　ル
ー
プ
の
方
な
ど

▼
補
助
率

　事
業
に
要
す
る
経
費

　の
50
％
以
内
で
１
件
当
た
り
上

　限
５
万
円

▼
申
請
方
法

　担
当
課
に
申
請
書

　を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

　お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
の
着
工
は

　認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

　意
く
だ
さ
い
。

電
気
柵
の
設
置
を
支
援
し
ま
す

▲農作物を鳥獣から守ろう

【
電
気
柵
設
置
安
全
講
習
会
】
　
　

補
助
金
を
申
請
さ
れ
る
方
は

　
　
　
　必
ず
参
加
く
だ
さ
い
！

　こ
れ
ま
で
に
電
気
柵
を
利
用
し

て
い
る
方
、
ご
興
味
の
あ
る
方
も

参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　６
月
29
日
㈮

　
　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所

　東
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法

　６
月
25
日
㈪
ま
で

　左
記
へ
お
電
話
く
だ
さ
い

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
６

　町
の
花
「
ダ
リ
ヤ
」
の
高
品
質

化
・
販
売
額
向
上
の
た
め
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　花
き
栽
培
に
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　６
月
28
日
㈭

　午
後
３
時
～
４
時
30
分

▼
内
容

①
花
き
需
要
の
現
状
と
日
持
ち
性

　保
証
販
売
の
取
り
組
み
、
置
賜

　産
ダ
リ
ア
に
期
待
す
る
こ
と

　講
師
：
株
式
会
社
日
比
谷
花
壇

②
切
り
花
ダ
リ
ア
の
ハ
ウ
ス
栽
培

　講
師
：
置
賜
総
合
支
庁
農
業
技

　術
普
及
課

▼
会
場
　Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
川

　西
支
店
　２
階
会
議
室

▼
参
加
申
込
　６
月
25
日
㈪
ま
で

　左
記
ま
で
お
電
話
で
ご
連
絡
く

　だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
20
名

　に
達
し
た
ら
〆
切
と
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　研
修
会
終
了
後
、
ダ
リ
ア
栽
培

　農
家
の
ハ
ウ
ス
を
視
察
し
ま
す
。

問
町
産
業
振
興
課 

農
業
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
４
１

花
き
栽
培
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催

▼
期
間
　６
月
23
日
㈯
～

　
　
　
　
　
　
　
　７
月
１
日
㈰

▼
場
所
　浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

　温
泉
棟
１
階
ロ
ビ
ー

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

イ
ラ
ス
ト
で
分
か
り
や
す
く
紹
介

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

　町
で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
住
宅

を
訪
問
し
、
地
震
か
ら
命
を
守
る

た
め
の
暮
ら
し
方
や
、
少
な
い
経

費
で
行
う
部
分
補
強
な
ど
効
果
的

な
地
震
対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

　昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
で
、
世
帯
員
が
65
歳
以
上
の

方
の
み
の
世
帯

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー 

プ
　☎

42
ー
６
６
４
７

高
齢
者
へ
の

地
震
対
策
訪
問
ア
ド
バ
イ
ス

　置
賜
公
園
内
に
あ
る
浅
加
稲
荷

神
社
を
紹
介
す
る
案
内
看
板
を
、

同
神
社
総
代
会
の
み
な
さ
ん
に
設

置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ

　ル
ー 

プ
　☎

42
ー
６
６
４
５

浅
加
稲
荷
神
社
に案内

看
板
設
置
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　町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
河
川
愛

護
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
と
美
し

く
快
適
で
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を

目
的
に
き
れ
い
な
川
で
住
み
良
い

ふ
る
さ
と
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日

　時
　６
月
24
日
㈰

　午
前
５
時
30
分
～
６
時
30
分

※
各
地
区
自
治
会
の
都
合
に
よ
り

　変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
場

　所
　各
地
区
自
治
会
に
よ

　り
異
な
り
ま
す

▼
作
業
内
容

　河
川
、
周
辺
道
路

　で
の
空
き
缶
や
ご
み
の
収
集
、

　除
草
、
草
花
の
栽
培
な
ど

　（１
世
帯
１
人
を
目
標
）

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
７

き
れ
い
な
川
で
す
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運
動

納
税
通
知
書
を
７
月
13
日
に
発
送
し
ま
す

【
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

　
　
　
　
　後期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

【
普
通
徴
収
の
方
】

　納
付
方
法
は
、
次
の
２
通
り
で

す
。

○
納
付
書
で
の
納
付

　納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
い
る

納
付
書
を
使
い
、
町
指
定
の
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

町
税
務
会
計
課
出
納
窓
口
で
、
各

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
納
付
書
は
１
年
間
分
（
第
１
期

　～
第
９
期
）
を
ま
と
め
て
送
付

　し
ま
す
。

○
口
座
振
替
で
の
納
付

　納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
、
指
定
口
座
か
ら
の
引
き
落
と

し
に
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　下
記
の
手
続
が
必
要
で
す
。

【
特
別
徴
収
の
方
】

　通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
受

給
年
金
か
ら
天
引
き
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
便
利
な
口
座
振
替
を
】

　税
金
の
納
付
に
は
、
便
利
で
安

心
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
が
な
く
、
確
実
な
方
法

で
す
。
納
期
ご
と
に
指
定
さ
れ
た

口
座
か
ら
自
動
振
替
納
付
が
で
き

ま
す
。

▼
申
込
方
法

　左
記
の
金
融
機
関
窓
口
に
て
、

　通
帳
と
届
け
出
印
を
ご
持
参
の

　う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　山
形
銀
行

　山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

　山
形
中
央
信
用
組
合

　米
沢
信
用
金
庫

　荘
内
銀
行

　き
ら
や
か
銀
行

　東
北
労
働
金
庫

　ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

▼
口
座
振
替
の
開
始
時
期

　毎
月
末
日
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は

20
日
）
ま
で
申
込
み
を
受
け
付
け

た
も
の
は
、
翌
月
以
降
の
納
期
限

か
ら
引
き
落
と
し
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
２
２

　適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
に
放

置
さ
れ
て
い
る
空
き
家
が
増
加
し

て
お
り
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
が
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　町
で
は
、
町
内
の
空
き
家
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
に
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
範
囲
　町
内
全
域

▼
調
査
方
法
　空
き
家
の
外
観
目

　視
調
査
お
よ
び
写
真
撮
影
、
近

　隣
住
民
の
方
な
ど
へ
の
聞
き
取

　り
調
査

▼
調
査
期
間

　８
月
上
旬
ま
で

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
６

空
き
家
を

　調
査
し
て
い
ま
す

　町
で
は
、
粗
大
ご
み
の
回
収
事

業
を
年
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　粗
大
ご
み
を
千
代
田

　ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
自
己
搬

　入
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

▼
回
収
日
　７
月
中
（
個
別
に
文

　書
で
ご
連
絡
し
ま
す
）

▼
申
込
方
法
　６
月
25
日
㈪
か
ら

　29
日
㈮
ま
で
に
下
記
ま
で
電
話

　で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
回
収
は
有
料
で
、
１
世
帯
３
品

　ま
で
。

※
お
お
よ
そ
の
大
き
さ
、
重
さ
を

　測
っ
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

　さ
い
。

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
　

　（テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
等
）
お

　よ
び
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

　ー
で
受
入
不
可
の
物
（
古
タ
イ

　ヤ
等
）
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

粗
大
ご
み
を
回
収
し
ま
す
（
第
２
回
）
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児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届

出
は
、
児
童
の
養
育
状
況
や
受
給

者
の
前
年
分
の
所
得
状
況
な
ど
必

要
事
項
を
確
認
し
、
引
き
続
き
手

当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　６
月
中
に
「
現
況
届
」
の
提
出

が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　対
象
者
の
ご
自
宅
に
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
の
う

え
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
提
出
期
限

　６
月
30
日
㈯

▼
提
出
方
法

　窓
口
持
参
ま
た
は

　返
信
用
封
筒
で
郵
送

▼
提
出
先
・
問
町
健
康
福
祉
課

　福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
42
ー
６
６
３
５

忘
れ
ず
に
！
児
童
手
当
の
現
況
届

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

　
　
　
　～
今
年
度
分
の
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
～

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
制
度

～
７
月
２
日
㈪
か
ら
受
付
開
始
～

　保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
免
除
・
納
付
猶
予

制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　今
年
度
分
と
合
わ
せ
、
未
納
期

間
が
あ
れ
ば
申
請
日
よ
り
２
年
１

カ
月
前
ま
で
遡
及
し
て
申
請
で
き

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
免
除
制
度

　所
得
に
応
じ
て
、
全
額
免
除
と

一
部
免
除
（
４
分
の
３
・
半
額
・

４
分
の
１
）
が
あ
り
ま
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　50
歳
未
満
の
方
が
申
請
で
き
、

所
得
要
件
を
満
た
す
と
保
険
料
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
審
査

　制
度
の
利
用
に
は
審
査
が
あ
り

ま
す
。
審
査
結
果
は
、
受
付
の
１

～
２
か
月
後
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

一
部
免
除
に
決
定
し
た
場
合
、
後

日
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
減
額
さ

れ
た
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
審
査
の
結
果
、
却
下
と
な
る
こ

　と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
場
所

　役
場
住
民
生
活
課
ま
た
は
米
沢

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

▼
平
成
30
年
度
の
保
険
料

　月
額
１
万
６
３
４
０
円

▼
納
付
方
法

①
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
（
一
番

　お
得
な
納
付
方
法
）

②
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

　た
納
付
書
に
よ
る
納
付

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付

　※
①
、
③
は
別
途
申
し
込
み
が

　
　必
要
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
な
い
と
…

　期
限
ま
で
に
保
険
料
の
納
付
が

確
認
で
き
な
い
方
に
対
し
、電
話・

文
書
・
訪
問
に
よ
り
、
納
付
の
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
り
督
促
を

行
い
、
指
定
期
限
ま
で
に
納
付
が

確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
延
滞
金

が
課
さ
れ
、
納
付
義
務
の
あ
る
方

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

年
金
事
務
所

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
個
人
番
号
が
分
か
る
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

・
印
鑑
（
認
印
）

・
ご
本
人
確
認
で
き
る
も
の

・
失
業
が
理
由
の
場
合
、
離
職
票

又
は
雇
用
保
険
受
給
者
証
の
写
し

※
前
年
所
得
を
証
明
す
る
書
類
が

　必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
５

問
米
沢
年
金
事
務
所

☎
22
ー
４
２
２
０

後
納
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い

　過
去
５
年
以
内
の
未
納
分
を
、

特
例
と
し
て
納
め
る
後
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　平
成
30
年
９
月
28
日
㈮

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
０
０
４

追
納
制
度
が
利
用
で
き
ま
す

　免
除
・
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
分
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。
受
け
取

る
年
金
額
を
増
や
す
た
め
、
期
限

か
ら
10
年
間
は
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
米
沢
年

金
事
務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

住
所
・
氏
名
の
変
更
が
あ
っ
た
ら

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
が
転
入
さ
れ
た
場
合
、
引

き
続
き
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
に
は
、

届
出
の
日
か
ら
90
日
以
内
に
継
続

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　手
続
き
を
し
な
い
と
カ
ー
ド
が

使
用
で
き
な
く
な
り
、
返
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
転
居
や
氏
名
変
更
の
際

に
も
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　○
暗
証
番
号

　○
本
人
確
認
で
き
る
も
の

署
名
用
電
子
証
明
書
の
再
発
行

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
署
名
用
電
子
証
明
書

は
、
住
所
・
氏
名
の
変
更
と
と
も

に
自
動
的
に
失
効
し
ま
す
。

　ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
、
署
名
用
電
子
証

明
書
の
発
行
手
続（
手
数
料
無
料
）

が
改
め
て
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
住
所
変
更
は
お
済
み
で
す
か
？
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　町
で
は
、
み
な
さ
ん
の
河
川
愛

護
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
と
美
し

く
快
適
で
豊
か
な
環
境
づ
く
り
を

目
的
に
き
れ
い
な
川
で
住
み
良
い

ふ
る
さ
と
運
動
を
実
施
し
ま
す
。

　み
な
さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

▼
日

　時
　６
月
24
日
㈰

　午
前
５
時
30
分
～
６
時
30
分

※
各
地
区
自
治
会
の
都
合
に
よ
り

　変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▼
場

　所
　各
地
区
自
治
会
に
よ

　り
異
な
り
ま
す

▼
作
業
内
容

　河
川
、
周
辺
道
路

　で
の
空
き
缶
や
ご
み
の
収
集
、

　除
草
、
草
花
の
栽
培
な
ど

　（１
世
帯
１
人
を
目
標
）

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
７

き
れ
い
な
川
で
す
み
よ
い
ふ
る
さ
と
運
動

納
税
通
知
書
を
７
月
13
日
に
発
送
し
ま
す

【
国
民
健
康
保
険
税
・
介
護
保
険
料
・

　
　
　
　
　後期
高
齢
者
医
療
保
険
料
】

【
普
通
徴
収
の
方
】

　納
付
方
法
は
、
次
の
２
通
り
で

す
。

○
納
付
書
で
の
納
付

　納
税
通
知
書
に
同
封
し
て
い
る

納
付
書
を
使
い
、
町
指
定
の
金
融

機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
、

町
税
務
会
計
課
出
納
窓
口
で
、
各

納
期
限
ま
で
に
納
付
し
て
く
だ
さ

い
。

※
納
付
書
は
１
年
間
分
（
第
１
期

　～
第
９
期
）
を
ま
と
め
て
送
付

　し
ま
す
。

○
口
座
振
替
で
の
納
付

　納
税
通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い

る
、
指
定
口
座
か
ら
の
引
き
落
と

し
に
な
り
ま
す
。

※
口
座
振
替
を
希
望
さ
れ
る
方
は

　下
記
の
手
続
が
必
要
で
す
。

【
特
別
徴
収
の
方
】

　通
知
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
受

給
年
金
か
ら
天
引
き
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

【
便
利
な
口
座
振
替
を
】

　税
金
の
納
付
に
は
、
便
利
で
安

心
な
口
座
振
替
を
お
勧
め
し
ま
す
。

　金
融
機
関
に
行
く
手
間
が
省
け
、

納
め
忘
れ
が
な
く
、
確
実
な
方
法

で
す
。
納
期
ご
と
に
指
定
さ
れ
た

口
座
か
ら
自
動
振
替
納
付
が
で
き

ま
す
。

▼
申
込
方
法

　左
記
の
金
融
機
関
窓
口
に
て
、

　通
帳
と
届
け
出
印
を
ご
持
参
の

　う
え
、
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

【
取
扱
金
融
機
関
】

　山
形
銀
行

　山
形
お
き
た
ま
農
業
協
同
組
合

　山
形
中
央
信
用
組
合

　米
沢
信
用
金
庫

　荘
内
銀
行

　き
ら
や
か
銀
行

　東
北
労
働
金
庫

　ゆ
う
ち
ょ
銀
行
（
郵
便
局
）

▼
口
座
振
替
の
開
始
時
期

　毎
月
末
日
（
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
は

20
日
）
ま
で
申
込
み
を
受
け
付
け

た
も
の
は
、
翌
月
以
降
の
納
期
限

か
ら
引
き
落
と
し
が
開
始
さ
れ
ま

す
。

問
町
税
務
会
計
課 

町
税
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
２
２

　適
切
な
管
理
が
行
わ
れ
ず
に
放

置
さ
れ
て
い
る
空
き
家
が
増
加
し

て
お
り
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境

に
深
刻
な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る

こ
と
が
全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　町
で
は
、
町
内
の
空
き
家
の
状

況
を
把
握
す
る
た
め
に
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
す
の
で
、
ご
理
解
と

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
調
査
範
囲
　町
内
全
域

▼
調
査
方
法
　空
き
家
の
外
観
目

　視
調
査
お
よ
び
写
真
撮
影
、
近

　隣
住
民
の
方
な
ど
へ
の
聞
き
取

　り
調
査

▼
調
査
期
間

　８
月
上
旬
ま
で

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
６

空
き
家
を

　調
査
し
て
い
ま
す

　町
で
は
、
粗
大
ご
み
の
回
収
事

業
を
年
４
回
行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
者
　粗
大
ご
み
を
千
代
田

　ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
に
自
己
搬

　入
す
る
こ
と
が
困
難
な
方

▼
回
収
日
　７
月
中
（
個
別
に
文

　書
で
ご
連
絡
し
ま
す
）

▼
申
込
方
法
　６
月
25
日
㈪
か
ら

　29
日
㈮
ま
で
に
下
記
ま
で
電
話

　で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
回
収
は
有
料
で
、
１
世
帯
３
品

　ま
で
。

※
お
お
よ
そ
の
大
き
さ
、
重
さ
を

　測
っ
て
か
ら
お
申
し
込
み
く
だ

　さ
い
。

※
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
対
象
品
　

　（テ
レ
ビ
、
エ
ア
コ
ン
等
）
お

　よ
び
千
代
田
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

　ー
で
受
入
不
可
の
物
（
古
タ
イ

　ヤ
等
）
は
回
収
で
き
ま
せ
ん
。

問
町
住
民
生
活
課 

生
活
環
境
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
８

粗
大
ご
み
を
回
収
し
ま
す
（
第
２
回
）
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児
童
手
当
を
受
け
て
い
る
方
は
、

毎
年
６
月
に
「
現
況
届
」
を
提
出

す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
届

出
は
、
児
童
の
養
育
状
況
や
受
給

者
の
前
年
分
の
所
得
状
況
な
ど
必

要
事
項
を
確
認
し
、
引
き
続
き
手

当
が
受
け
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
確

認
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。

　６
月
中
に
「
現
況
届
」
の
提
出

が
な
い
と
、
６
月
分
以
降
の
手
当

が
受
け
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
の
で
、

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　対
象
者
の
ご
自
宅
に
案
内
を
送

付
し
て
い
ま
す
の
で
、
確
認
の
う

え
、
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
提
出
期
限

　６
月
30
日
㈯

▼
提
出
方
法

　窓
口
持
参
ま
た
は

　返
信
用
封
筒
で
郵
送

▼
提
出
先
・
問
町
健
康
福
祉
課

　福
祉
グ
ル
ー
プ

　

☎
42
ー
６
６
３
５

忘
れ
ず
に
！
児
童
手
当
の
現
況
届

国
民
年
金
保
険
料
免
除
・
納
付
猶
予
申
請

　
　
　
　～
今
年
度
分
の
受
付
が
開
始
さ
れ
ま
す
～

免
除
・
納
付
猶
予
申
請
制
度

～
７
月
２
日
㈪
か
ら
受
付
開
始
～

　保
険
料
を
納
付
す
る
こ
と
が
困

難
な
場
合
は
、
免
除
・
納
付
猶
予

制
度
を
利
用
で
き
ま
す
。

　今
年
度
分
と
合
わ
せ
、
未
納
期

間
が
あ
れ
ば
申
請
日
よ
り
２
年
１

カ
月
前
ま
で
遡
及
し
て
申
請
で
き

ま
す
の
で
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
保
険
料
免
除
制
度

　所
得
に
応
じ
て
、
全
額
免
除
と

一
部
免
除
（
４
分
の
３
・
半
額
・

４
分
の
１
）
が
あ
り
ま
す
。

▼
若
年
者
納
付
猶
予
制
度

　50
歳
未
満
の
方
が
申
請
で
き
、

所
得
要
件
を
満
た
す
と
保
険
料
が

猶
予
さ
れ
ま
す
。

▼
審
査

　制
度
の
利
用
に
は
審
査
が
あ
り

ま
す
。
審
査
結
果
は
、
受
付
の
１

～
２
か
月
後
に
通
知
さ
れ
ま
す
。

一
部
免
除
に
決
定
し
た
場
合
、
後

日
送
付
さ
れ
る
納
付
書
で
減
額
さ

れ
た
保
険
料
を
納
め
て
く
だ
さ
い
。

※
審
査
の
結
果
、
却
下
と
な
る
こ

　と
が
あ
り
ま
す
。

▼
申
請
場
所

　役
場
住
民
生
活
課
ま
た
は
米
沢

期
限
ま
で
に
納
め
ま
し
ょ
う

▼
平
成
30
年
度
の
保
険
料

　月
額
１
万
６
３
４
０
円

▼
納
付
方
法

①
口
座
振
替
に
よ
る
納
付
（
一
番

　お
得
な
納
付
方
法
）

②
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付
さ
れ

　た
納
付
書
に
よ
る
納
付

③
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
の
納
付

　※
①
、
③
は
別
途
申
し
込
み
が

　
　必
要
で
す
。

期
限
ま
で
に
納
め
な
い
と
…

　期
限
ま
で
に
保
険
料
の
納
付
が

確
認
で
き
な
い
方
に
対
し
、電
話・

文
書
・
訪
問
に
よ
り
、
納
付
の
ご

案
内
を
し
て
い
ま
す
。

　未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、
強

制
徴
収
の
手
続
き
に
よ
り
督
促
を

行
い
、
指
定
期
限
ま
で
に
納
付
が

確
認
で
き
な
い
場
合
は
、
延
滞
金

が
課
さ
れ
、
納
付
義
務
の
あ
る
方

の
財
産
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
早
め
の
納
付
を

お
願
い
し
ま
す
。

年
金
事
務
所

▼
申
請
に
必
要
な
も
の

・
個
人
番
号
が
分
か
る
も
の

・
基
礎
年
金
番
号
が
分
か
る
も
の

・
印
鑑
（
認
印
）

・
ご
本
人
確
認
で
き
る
も
の

・
失
業
が
理
由
の
場
合
、
離
職
票

又
は
雇
用
保
険
受
給
者
証
の
写
し

※
前
年
所
得
を
証
明
す
る
書
類
が

　必
要
な
場
合
も
あ
り
ま
す
。

問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
５

問
米
沢
年
金
事
務
所

☎
22
ー
４
２
２
０

後
納
制
度
を
利
用
く
だ
さ
い

　過
去
５
年
以
内
の
未
納
分
を
、

特
例
と
し
て
納
め
る
後
納
制
度
が

あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
左
記
ま
で

お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
限

　平
成
30
年
９
月
28
日
㈮

問
ね
ん
き
ん
加
入
者
ダ
イ
ヤ
ル

☎
０
５
７
０
ー
０
０
３
ー
０
０
４

追
納
制
度
が
利
用
で
き
ま
す

　免
除
・
猶
予
の
承
認
を
受
け
た

期
間
分
は
、
将
来
受
け
取
る
年
金

額
か
ら
減
額
さ
れ
ま
す
。
受
け
取

る
年
金
額
を
増
や
す
た
め
、
期
限

か
ら
10
年
間
は
保
険
料
を
納
め
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
米
沢
年

金
事
務
所
へ
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

住
所
・
氏
名
の
変
更
が
あ
っ
た
ら

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お
持

ち
の
方
が
転
入
さ
れ
た
場
合
、
引

き
続
き
カ
ー
ド
を
利
用
す
る
に
は
、

届
出
の
日
か
ら
90
日
以
内
に
継
続

手
続
き
が
必
要
で
す
。

　手
続
き
を
し
な
い
と
カ
ー
ド
が

使
用
で
き
な
く
な
り
、
返
納
し
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
転
居
や
氏
名
変
更
の
際

に
も
変
更
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▼
手
続
き
に
必
要
な
も
の

　○
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

　○
暗
証
番
号

　○
本
人
確
認
で
き
る
も
の

署
名
用
電
子
証
明
書
の
再
発
行

　マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
に
搭
載

さ
れ
て
い
る
署
名
用
電
子
証
明
書

は
、
住
所
・
氏
名
の
変
更
と
と
も

に
自
動
的
に
失
効
し
ま
す
。

　ｅ-

Ｔ
ａ
ｘ
等
の
サ
ー
ビ
ス
を

利
用
す
る
に
は
、
署
名
用
電
子
証

明
書
の
発
行
手
続（
手
数
料
無
料
）

が
改
め
て
必
要
に
な
り
ま
す
。

問
町
住
民
生
活
課 

戸
籍
住
民
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
５

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
住
所
変
更
は
お
済
み
で
す
か
？
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わ
が
町
の
た
か
ら
も
の 

～
シ
リ
ー
ズ
③
～

　

ヒ
メ
サ
ユ
リ
は
、
オ
ト
メ
ユ
リ

や
サ
ツ
キ
ユ
リ
と
も
呼
ば
れ
る
日

本
特
産
の
ユ
リ
で
、
山
形
県
・
福

島
県
・
新
潟
県
お
よ
び
宮
城
県
南

部
に
の
み
自
生
し
て
い
る
貴
重
な

植
物
で
す
。
本
町
で
は
、
下
小
松

古
墳
群
や
玉
庭
丘
陵
な
ど
に
自
生

し
て
お
り
、
木
漏
れ
日
の
中
ひ
っ

そ
り
と
咲
く
姿
を
目
に
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
高
さ
は
30
セ
ン
チ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
、
ほ
か
の
ユ
リ
に

比
べ
る
と
早
咲
き
で
、
お
も
に
６

※
自
生
地
で
の
植
物
の
採
集
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

問
町
生
涯
学
習
課
　生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
　☎
44
ー
２
８
４
３

「
ヒ
メ
サ
ユ
リ
」

月
頃
、
甘
く
濃
厚
な
香
り
の
す
る

淡
い
ピ
ン
ク
色
の
花
を
咲
か
せ
ま

す
。　ほ

か
の
ユ
リ
同
様
、
か
つ
て
は

鱗
茎
（
球
根
）
を
食
用
に
さ
れ
て

い
た
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
。
米

沢
藩
の
重
臣
・
莅
戸
善
政
が
著
し

た
『
か
て
も
の
』
に
も
「
ゆ
り
の

名
の
あ
る
も
の
は
何
ゆ
り
で
も
食

す
」
と
の
記
述
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

ヒ
メ
サ
ユ
リ
も
食
料
不
足
時
の
救

荒
植
物
と
し
て
も
用
い
ら
れ
て
い

た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。
し
か

し
、
時
代
が
下
る
に
つ
れ
濫
採
や

開
発
、
動
物
に
よ
る
食
害
な
ど
の

影
響
で
著
し
く
減
少
し
、
現
在
野

生
種
は
絶
滅
危
惧
種
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　ヒ
メ
サ
ユ
リ
の
花
言
葉
は
「
飾

ら
ぬ
美
」「
純
潔
」「
私
の
心
の
姿
」。

可
憐
な
そ
の
姿
を
一
目
見
よ
う
と
、

毎
年
６
月
の
開
花
期
に
は
ツ
ア
ー

が
組
ま
れ
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
で
、

多
く
の
人
が
訪
れ
ま
す
。

▲下小松古墳群に咲くヒメサユリ

「
川
西
町
さ
く
ら
見
守
り
隊
」
で
は

一
緒
に
活
動
い
た
だ
け
る
隊
員
を
募
集
中
で
す

　

町
で
は
、
さ
く
ら
を
協
働
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
「
さ
く
ら
の
丘
づ

く
り
」
を
進
め
て
い
ま
す
。
ダ

リ
ヤ
園
の
周
辺
や
美
女
木
地
内
な

ど
町
内
各
所
に
さ
く
ら
を
植
栽
し
、

町
民
の
憩
い
の
場
と
な
る
こ
と
や
、

町
内
外
に
誇
れ
る
よ
う
な
地
域
資

源
と
な
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

　さ
く
ら
の
健
や
か
な
成
長
の
た

め
に
は
、
定
期
的
な
見
守
り
や
適

切
な
処
置
が
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
そ

の
維
持
管
理
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
の
が
、
川
西
町
さ
く
ら
見
守

り
隊
（
山
田
政
一
隊
長
）
で
す
。

　平
成
27
年
９
月
に
は
、
本
町
で

開
催
さ
れ
た
「
お
き
た
ま
森
の
感

謝
祭
２
０
１
５
」
に
お
い
て
、
置

賜
地
区
緑
化
功
労
者
表
彰
を
受
賞

す
る
な
ど
、
コ
ツ
コ
ツ
と
続
け
て

き
た
活
動
は
高
い
評
価
を
受
け
て

お
り
ま
す
。

　川
西
町
さ
く
ら
見
守
り
隊
で
は
、

「
さ
く
ら
の
丘
づ
く
り
」
を
目
指

し
て
、
一
緒
に
活
動
い
た
だ
け
る

隊
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
興
味

を
お
持
ち
の
方
は
、
下
記
ま
で
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
活
動
内
容
　町
内
さ
く
ら
植
栽

　地
の
見
守
り
、
草
刈
り
等

▼
活
動
回
数
　月
１
回
程
度

※
毎
月
の
作
業
後
に
隊
員
同
士
で

　昼
食
を
と
っ
た
り
、
年
に
数
回

　懇
親
会
を
行
っ
た
り
、
隊
員
同

　士
の
交
流
も
行
っ
て
い
ま
す
。

※
さ
く
ら
の
管
理
に
関
す
る
知
識

　が
豊
富
な
隊
員
が
お
り
ま
す
の

　で
、
初
め
て
の
方
で
も
安
心
し

　て
参
加
で
き
ま
す
。

問
さ
く
ら
見
守
り
隊
事
務
局
長
　

　高
梨
善
三
郎

　☎
42
ー
４
０
８
４

　町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

▲私たちと一緒に桜の名所づくりをしませんか？

広
告

▲ふれあいの丘草刈り作業の様子
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　地
域
づ
く
り
に
必
要
な
ス
キ
ル

を
身
に
付
け
、
次
代
を
担
う
人
材

を
養
成
す
る
「
ま
ち
づ
く
り
マ
イ

ス
タ
ー
養
成
講
座
」
の
公
開
講
座

を
行
い
ま
す
。

　今
回
は
、
地
域
活
動
や
ま
ち
づ

く
り
活
動
に
お
い
て
必
要
不
可
欠

な
話
し
合
い
を
、
よ
り
ス
ム
ー
ズ

に
進
め
、
活
性
化
す
る
た
め
の
手

法
を
学
び
ま
す
。
ど
な
た
で
も
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

講　師 講　座　内　容
まちづくり
ファシリテーター
稲村　理紗　氏

上手な会議運営と話の見える化、ファシ
リテーショングラフィックを学びます
ファシリテーショングラフィックとは？
　話し合いの内容を模造紙やホワイトボー

ドに絵や図を取り入れながら記録する手法

です。「話し合いの流れや論点が明確になる」

「発想を刺激・活性化する」「共通認識を持

ちやすい」などの効果があります。

会
議
が
変
わ
る
！
フ
ァ
シ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
を
学
ぼ
う
！

ま
ち
づ
く
り
マ
イ
ス
タ
ー
養
成
講
座
【
公
開
講
座
】

▼
日
時
　６
月
28
日
㈭
　

　
　
　
　
　
　午
後
７
時
～
９
時

▼
会
場
　中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

▼
受
講
料
　無
料

▼
申
込

　事
前
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
し
込
み
・
問

　町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

　町
で
は
、
玉
庭
地
区
出
身
で
愛

知
大
学
を
創
設
し
た
（
故
）
本
間

喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る
講
演
会
を

毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
も
、

下
記
の
と
お
り
開
催
し
ま
す
。
参

加
無
料
で
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
。

▼
日

　時
　７
月
14
日
㈯

　午
後
２
時
～
４
時
30
分

▼
場

　所
　川
西
町
交
流
館
あ
い

　ぱ
る
（
旧
川
西
二
中
）

▼
講

　演

○
第
１
部

　功く
ぬ
ぎ刀

　由ゆ

き

こ
紀
子

　氏

（
愛
知
大
学
地
域
政
策
学
部
教
授
）

「
愛
大
地
域
政
策
学
部
食
農
環
境

コ
ー
ス
で
の
学
び
」

～
超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
お
け
る
農

　業
と
は
～

○
第
２
部

　越お

ち知
　專ま

こ
と

　氏
　
　

（
本
間
喜
一
顕
彰
会
名
誉
会
長
）

「
欣き

ん
ぜ
ん
あ
い
じ
ん

然
愛
人
」
の
継
承

～
本
間
イ
ズ
ム
と
は
～

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

本
間
喜
一
先
生
を
顕
彰
す
る
講
演
会

　子
ど
も
達
だ
け
で
料
理
を
作
る

体
験
教
室
で
す
。
保
護
者
の
方
は

口
出
し
・
手
出
し
を
せ
ず
、
子
ど

も
達
の
様
子
を
見
守
り
、
調
理
後

に
一
緒
に
試
食
し
ま
す
。

　お
子
さ
ん
が
料
理
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
、
料
理
を
さ
せ
て
み

た
い
け
ど
機
会
が
な
い
と
思
っ
て

い
る
方
な
ど
、
ぜ
ひ
お
申
込
く
だ

さ
い
。

▼
日
時

　７
月
29
日
㈰

　午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
１
時

▼
場
所

　町
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

▼
対
象
　年
長
児
、
小
学
１
～
３

　年
生
（
定
員
16
名
）

　※
申
込
多
数
の
場
合
、
抽
選

▼
参
加
費

　お
子
さ
ん
一
人
に
つ

　き
１
５
０
０
円

▼
講
師

　Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
食
育
マ
マ

　加
藤

　弥
栄
子

　氏

▼
申
込
方
法

　７
月
18
日
㈬
ま
で

　左
記
に
電
話
で
申
込
く
だ
さ
い
。

問
町
健
康
福
祉
課 

健
康
推
進
グ

　ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
４
０

か
わ
に
し
ま
ち
キ
ッ
ズ
キ
ッ
チ
ン

　「川
西
」
の
名
を
も
つ
自
治
体

の
交
流
を
目
的
に
平
成
９
年
に
設

立
さ
れ
た
全
国
川
西
会
議
の
仲
間

で
あ
る
新
潟
県
十
日
町
市
（
合
併

前
の
旧
川
西
町
を
含
む
）
で
の
宿

泊
に
利
用
で
き
る
「
フ
レ
ン
ド

シ
ッ
プ
優
待
券
」
を
希
望
者
に
配

布
し
ま
す
。

　十
日
町
市
に
は
、
国
宝
の
縄
文

土
器
が
常
設
展
示
さ
れ
て
い
る
市

博
物
館
や
、
今
年
開
催
さ
れ
る
３

年
に
１
度
の
大
規
模
な
ア
ー
ト
イ

ベ
ン
ト
「
大
地
の
芸
術
祭
」
な
ど
、

見
ど
こ
ろ
が
た
っ
ぷ
り
で
す
。

　優
待
券
１
枚
で
指
定
の
宿
泊
施

設
の
お
一
人
様
１
泊
２
日
料
金
が

２
千
円
割
引
に
な
り
ま
す
。

　詳
し
く
は
、
左
記
ま
で
お
問
い

合
せ
く
だ
さ
い
。

※
枚
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で

　先
着
順
と
し
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

新
潟
県
十
日
町
市
「
フ
レ
ン
ド
シ
ッ
プ
優
待
券
」
を

利
用
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

　６
月
24
日
㈰

　午
前
９
時
～

▼
場
所

　犬
川
河
川
公
園

　（上
小
松
二
井
町
地
内
）

問
町
総
務
課 

危
機
管
理
グ
ル
ー 

　プ
　☎

42
ー
６
６
１
２

水
防
訓
練
を
実
施

町報かわにし　12平成３０年６月１５日

まちからのお知らせ
town information

新
庁
舎
整
備
に
向
け
て

　
　
　～
町
民
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
～

　

町
で
は
、
平
成
32
年
度
に
完
成

を
目
指
す
新
庁
舎
に
つ
い
て
基
本

設
計
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
諸
室

の
機
能
や
レ
イ
ア
ウ
ト
な
ど
の
検

討
を
進
め
て
い
ま
す
。 

　町
民
の
皆
さ
ん
が
利
用
し
や
す

く
、
親
し
み
や
す
い
新
庁
舎
と
な

る
よ
う
に
、
３
回
の
町
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
通
し
て
、
町
民
の
み

な
さ
ん
の
意
見
や
ア
イ
デ
ア
を
い

た
だ
き
、
設
計
に
反
映
さ
せ
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

第
１
回
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容

　１
回
目
は
「
み
ん
な
が
利
用
し

や
す
く
、
親
し
み
や
す
い
庁
舎
を

考
え
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に
、
５

月
13
日
㈰
に
町
中
央
公
民
館
大

ホ
ー
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。

　町
内
の
各
地
区
・
各
種
団
体
か

ら
推
薦
い
た
だ
い
た
町
民
の
方
の

ほ
か
、
町
職
員
や
設
計
業
者
ら

を
加
え
た
合
計
28
名
の
参
加
者
が

４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
、
意
見
を

出
し
合
い
ま
し
た
。

　グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
「
雪
対

策
は
万
全
に
し
て
ほ
し
い
」「
ユ

ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
に
配
慮
す

べ
き
」
な
ど
、
様
々
な
意
見
が
出

さ
れ
ま
し
た
。

　最
後
に
、
全
体
発
表
を
行
い
、

意
見
を
共
有
し
ま
し
た
。

全
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

　第
２
回
目
は
６
月
３
日
㈰
に
実

施
済
み
で
、
第
３
回
目
は
６
月
24

日
㈰
に
開
催
し
、
意
見
内
容
を
ま

と
め
ま
す
。

　町
で
は
、
い
た
だ
い
た
意
見
を

新
庁
舎
整
備
基
本
設
計
に
活
か
し

て
い
く
予
定
で
す
。

　な
お
、
第
２・
３
回
目
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
の
内
容
は
次
号
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
町
未
来
創
造
室

　
　
　
　
　
　☎

42
ー
６
６
０
４

▲参加者みんなで町の未来を考えた

第
32
回
東
京
川
西
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た

　５
月
20
日
㈰
、
東
京
四
ツ
谷
の

主
婦
会
館
に
て
第
32
回
「
ア
ル
カ

デ
ィ
ア
の
里 

東
京
川
西
会
」
の

総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　東
京
川
西
会
は
昭
和
62
年
２
月

に
発
足
し
、
本
年
31
周
年
を
迎
え

て
い
ま
す
。
か
わ
に
し
夏
ま
つ
り

や
黒
べ
こ
ま
つ
り
へ
の
参
加
、
東

京
秋
川
渓
谷
で
の
芋
煮
会
な
ど
の

充
実
し
た
企
画
で
、
１
５
８
名
の

会
員
の
親
睦
や
ふ
る
さ
と
へ
の
貢

献
を
図
っ
て
い
ま
す
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ

　☎
42
ー
６
６
１
３

新
規
会
員
を
募
集

　東
京
川
西
会
で
は
、
新
規
会
員

の
入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

首
都
圏
に
お
住
い
の
ご
親
戚
や
お

知
り
合
い
の
方
に
ぜ
ひ
お
勧
め
く

だ
さ
い
。

【
入
会
す
る
に
は
…
】

　東
京
川
西
会
事
務
局
長
の
佐
藤

誠
さ
ん
ま
で
お
電
話
か
Ｆ
Ａ
Ｘ
で

申
込
く
だ
さ
い
。

☎
０
４
５
―
３
３
３
―
８
３
６
８

　※
年
会
費
２
千
円
（
１
世
帯
）

　
　が
必
要
で
す
。測定日

及び測定値
（μ

マイクロシーベルトパーアワー
S v / ｈ）

４月１４日

地上から
の高さ グラウンド 給食室付近

側溝
１００㎝ ０．０９ ０．０８
　５０㎝ ０．１０ ０．０８

空間放射線量
（測定場所：川西中学校）

問町総務課 危機管理グループ ☎４２－６６１２

　子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境

が
大
き
く
変
化
す
る
中
、
子
ど
も

た
ち
に
寄
り
添
い
、
育
ん
で
い
く

た
め
に
大
人
が
何
を
す
る
べ
き
か

に
つ
い
て
考
え
る
研
修
会
で
す
。

申
込
み
不
要
、
入
場
無
料
で
す
。

子
ど
も
た
ち
の
未
来
に
つ
い
て
一

緒
に
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

▼
演
題

　今
、
こ
の
時
代
に
生
き

　る
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
う
た

　め
に

▼
講
師

　岡
田
沙
織
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ

　法
人
若
者
メ
ン
タ
ル
サ
ポ
ー
ト

　協
会
理
事
長
）

▼
日
時

　６
月
30
日
㈯

　（開
場
）
午
後
１
時
30
分

　（講
演
）
午
後
２
時
35
分
～

▼
会
場

　白
鷹
町
文
化
交
流
セ
ン

　タ
ー
あ
ゆ
～
む

問
置
賜
社
会
教
育
振
興
会
事
務
局

　（置
賜
教
育
事
務
所
社
会
教
育

　課
内
）

　☎
０
２
３
８
―
88
―
８
２
４
２

置
賜
社
会
教
育
振
興
会
・
置
賜
地
区
青
少
年

育
成
連
絡
協
議
会 

合
同
研
修
会
を
開
催

広
告

町報かわにし　16平成３０年６月１５日

まちからのお知らせ
town information

▼
日

　時
　７
月
６
日
㈮

　午
後
１
時
30
分
～
３
時

▼
会

　場
　生
き
が
い
交
流
館

▼
参
加
費
　無
料

▼
内

　容

　「誤ご
え
ん嚥

予
防
と
栄
養
補
給
食
品

　の
紹
介
」

　「移
動
に
関
わ
る
福
祉
用
具
の

　展
示
と
体
験
」

　○
講
師
　株
式
会
社
サ
ン
十
字

▼
対

　象
　家
族
を
介
護
し
て
い

　る
方
や
介
護
に
関
心
の
あ
る
方

　な
ら
ど
な
た
で
も
ご
参
加
い
た

　だ
け
ま
す
。

▼
申

　込
　６
月
29
日
㈮
ま
で
電

　話
に
て
左
記
に
ご
連
絡
く
だ
さ

　い
。

問
町
社
会
福
祉
協
議
会

☎
46
ー
３
０
４
０

家
族
介
護
教
室

　町
で
は
、
有
害
鳥
獣
に
よ
る
農

作
物
被
害
を
防
止
す
る
た
め
、
電

気
柵
を
設
置
す
る
方
に
支
援
を
行

い
ま
す
。

▼
対
象
者

　農
業
者
、
農
業
者
グ

　ル
ー
プ
の
方
な
ど

▼
補
助
率

　事
業
に
要
す
る
経
費

　の
50
％
以
内
で
１
件
当
た
り
上

　限
５
万
円

▼
申
請
方
法

　担
当
課
に
申
請
書

　を
用
意
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は

　お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
補
助
金
交
付
決
定
前
の
着
工
は

　認
め
ら
れ
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注

　意
く
だ
さ
い
。

電
気
柵
の
設
置
を
支
援
し
ま
す

▲農作物を鳥獣から守ろう

【
電
気
柵
設
置
安
全
講
習
会
】
　
　

補
助
金
を
申
請
さ
れ
る
方
は

　
　
　
　必
ず
参
加
く
だ
さ
い
！

　こ
れ
ま
で
に
電
気
柵
を
利
用
し

て
い
る
方
、
ご
興
味
の
あ
る
方
も

参
加
で
き
ま
す
。

▼
日
時

　６
月
29
日
㈮

　
　
　
　
　
　午
後
１
時
30
分
～

▼
場
所

　東
沢
活
性
化
セ
ン
タ
ー

▼
申
込
方
法

　６
月
25
日
㈪
ま
で

　左
記
へ
お
電
話
く
だ
さ
い

問
町
農
地
林
務
課 

農
村
林
務
グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
６

　町
の
花
「
ダ
リ
ヤ
」
の
高
品
質

化
・
販
売
額
向
上
の
た
め
、
講
演

会
を
開
催
し
ま
す
。

　花
き
栽
培
に
少
し
で
も
興
味
の

あ
る
方
は
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　６
月
28
日
㈭

　午
後
３
時
～
４
時
30
分

▼
内
容

①
花
き
需
要
の
現
状
と
日
持
ち
性

　保
証
販
売
の
取
り
組
み
、
置
賜

　産
ダ
リ
ア
に
期
待
す
る
こ
と

　講
師
：
株
式
会
社
日
比
谷
花
壇

②
切
り
花
ダ
リ
ア
の
ハ
ウ
ス
栽
培

　講
師
：
置
賜
総
合
支
庁
農
業
技

　術
普
及
課

▼
会
場
　Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
川

　西
支
店
　２
階
会
議
室

▼
参
加
申
込
　６
月
25
日
㈪
ま
で

　左
記
ま
で
お
電
話
で
ご
連
絡
く

　だ
さ
い
。
た
だ
し
、
定
員
20
名

　に
達
し
た
ら
〆
切
と
し
ま
す
。

▼
そ
の
他

　研
修
会
終
了
後
、
ダ
リ
ア
栽
培

　農
家
の
ハ
ウ
ス
を
視
察
し
ま
す
。

問
町
産
業
振
興
課 

農
業
グ
ル
ー

　プ
　☎

42
ー
６
６
４
１

花
き
栽
培
に
関
す
る
研
修
会
を
開
催

▼
期
間
　６
月
23
日
㈯
～

　
　
　
　
　
　
　
　７
月
１
日
㈰

▼
場
所
　浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か

　温
泉
棟
１
階
ロ
ビ
ー

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

地
域
振
興

　グ
ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
１
３

イ
ラ
ス
ト
で
分
か
り
や
す
く
紹
介

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

　町
で
は
、
高
齢
者
世
帯
の
住
宅

を
訪
問
し
、
地
震
か
ら
命
を
守
る

た
め
の
暮
ら
し
方
や
、
少
な
い
経

費
で
行
う
部
分
補
強
な
ど
効
果
的

な
地
震
対
策
の
ア
ド
バ
イ
ス
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
対
象
世
帯

　昭
和
56
年
以
前
に
建
築
さ
れ
た

住
宅
で
、
世
帯
員
が
65
歳
以
上
の

方
の
み
の
世
帯

問
町
地
域
整
備
課 

建
設
管
理
グ

　ル
ー 

プ
　☎

42
ー
６
６
４
７

高
齢
者
へ
の

地
震
対
策
訪
問
ア
ド
バ
イ
ス

　置
賜
公
園
内
に
あ
る
浅
加
稲
荷

神
社
を
紹
介
す
る
案
内
看
板
を
、

同
神
社
総
代
会
の
み
な
さ
ん
に
設

置
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ

　ル
ー 

プ
　☎

42
ー
６
６
４
５

浅
加
稲
荷
神
社
に案内

看
板
設
置
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　金
子
　信
一
郎 

院
長

問町健康福祉課 介護支援グループ内 町地域包括支援センター　☎４６－５５１１

地域包括支援
センターだより

住
み
慣
れ
た
ま
ち
で

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く

健 康 情 報 ひ ろ ば

第
15
回

　鼻
呼
吸
は
健
康
の
も
と

長
十
歯
科
医
院

弓
（
歯
を
支
え
て
い
る
あ
ご
の
形
）
は
馬

蹄
形
と
な
り
ま
す
が
、
舌
が
下
が
り
内
側

か
ら
歯
を
支
え
て
い
た
力
が
弱
く
な
る
と
、

歯
列
弓
は
狭
い
Ｖ
字
形
と
な
り
、
ぐ
ち
ゃ

ぐ
ち
ゃ
の
悪
い
歯
並
び
に
な
り
ま
す
。

　ま
た
、
舌
が
咽
頭
に
下
が
る
と
、
口

蓋
（
口
の
中
の
天
井
）
が
深
く
な
り
、
下

が
っ
た
舌
が
し
っ
か
り
と
口
蓋
に
当
て
る

こ
と
が
で
き
ず
、
食
べ
た
物
を
の
ど
に
送

り
込
む
こ
と
が
難
し
く
な
る
の
で
、
飲
み

込
む
こ
と
が
下
手
な
お
子
さ
ん
に
な
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
ア
レ
ル
ギ
ー
性
鼻
炎
な
ど

に
よ
る
鼻
閉
が
原
因
で
、
口
呼
吸
が
習
慣

に
な
っ
た
お
子
さ
ん
も
要
注
意
で
す
。

　お
子
さ
ん
が
う
ま
く
噛
め
な
い
、
飲
み

込
み
が
悪
く
食
事
に
時
間
が
か
か
る
と
心

配
さ
れ
て
い
る
方
、
呼
吸
や
姿
勢
が
気
に

な
っ
て
い
る
方
な
ど
も
一
度
歯
科
医
院
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

シ
リ
ー
ズ

医
療
と
介
護
の
連
携

　町
で
は
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

利
用
し
た
住
民
運
営
の
通
い
の
場
づ
く
り

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　「い
き
い
き
百
歳
体
操
」
は
、
高
知
市

か
ら
始
ま
り
、
１
０
０
歳
の
人
で
も
で
き

る
介
護
予
防
体
操
で
す
。

　気
軽
に
始
め
ら
れ
る
介
護
予
防
で
す
。

健
康
長
寿
・
生
涯
現
役
を
目
指
し
て
、
み

な
さ
ん
で
一
緒
に
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
。

「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」

　
　
　
　
　～あ
な
た
の
地
域
で
も
始
め
ま
せ
ん
か
～

　近
ご
ろ
、
い
び
き
や
口
呼
吸
す
る
お
子

さ
ん
が
増
え
て
い
る
よ
う
で
す
。
こ
れ
ら

の
原
因
と
考
え
ら
れ
て
い
る
の
が
、
舌
の

後
方
（
咽
頭
）
へ
の
沈
下
で
す
。

　舌
は
、
根
元
に
あ
る
舌
骨
で
支
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
口
呼
吸
を
続
け
て
い
る
と
、

口
の
周
り
の
筋
肉
や
、
舌
骨
を
持
ち
上
げ

前
方
に
誘
導
す
る
筋
肉
が
緩
む
こ
と
で
、

舌
が
の
ど
の
方
へ
下
が
り
、
気
道
を
狭
く

し
ま
す
。
寝
て
い
る
と
き
は
い
び
き
を
か

き
、
ま
た
日
中
は
直
立
し
た
姿
勢
で
の
呼

吸
が
難
し
い
た
め
、
顔
を
前
に
突
き
出
し

た
よ
う
な
猫
背
の
姿
勢
で
気
道
を
確
保
す

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　舌
が
正
し
い
位
置
に
あ
る
と
、
歯
列

診察日と診療科目
○午　　前　９時～午後１時
○午　　後　２時～６時
○休 診 日　木曜、日曜、祝祭日
○診療科目　一般歯科、小児歯科
　　　　　　矯正歯科、予防歯科

金子院長は小児歯科専門医
（日本小児歯科学会認定）

ど
ん
な
体
操
？

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　テ
レ
ビ
（
Ｄ
Ｖ
Ｄ
）
を
見
な
が
ら
、
お

も
り
を
手
首
や
足
首
に
つ
け
て
、
主
に
イ

ス
に
座
っ
て
行
う
簡
単
な
体
操
で
す
。
週

１
回
、
40
分
程
度
取
り
組
み
ま
す
。

　お
も
り
の
数
を
調
整
し
、
体
操
す
る
こ

と
で
体
力
差
が
あ
っ
て
も
自
分
の
ペ
ー
ス

で
み
な
さ
ん
一
緒
に
で
き
ま
す
。

地
域
で
始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

　町
で
は
、「
い
き
い
き
百
歳
体
操
」
を

実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
に
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
貸
し
出

し
、
実
技
指
導
（
概
ね
４
回
ま
で
）
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
す
で
に
町
内
に
自

主
グ
ル
ー
プ
が
24
か
所
立
ち
上
が
っ
て
い

ま
す
。

　３
人
以
上
集
ま
れ
ば
実
施
で
き
ま
す
。

や
っ
て
み
た
い
と
思
っ
た
方
は
、
町
地
域

包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。
説
明
・
体
験
会
に
伺
い
ま
す
。 ▲おもりをつけて１・２・３♪
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開
催
ま
で
２
カ
月
を
き
り
、
実
行
委
員
会
の
準
備
も
本
格
化
。
ス
テ
ー

ジ
や
売
店
、
花
火
な
ど
今
年
も
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
す
。
ど
う
ぞ
ご

期
待
く
だ
さ
い
！

 

記
念
花
火
を
打
ち
上
げ
ま
せ
ん
か
！

❖ 

申
込
方
法

　申
込
書
と
金
額
を
添
え
て
各
地

区
交
流
セ
ン
タ
ー
、
ま
た
は
町
ま

ち
づ
く
り
課
に
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

（
申
込
書
は
、
各
地
区
交
流
セ
ン

タ
ー
、
町
ま
ち
づ
く
り
課
に
備
え

付
け
て
い
る
ほ
か
、
町
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で

き
ま
す
。）

❖ 

申
込
期
限

　７
月
13
日
㈮

 

各
地
区
発

 

無
料
送
迎
バ
ス
運
行

　会
場
へ
は
各
地
区
発
の
無
料
送

迎
バ
ス
が
運
行
さ
れ
ま
す
。

　バ
ス
の
運
行
や
交
通
規
制
の
詳

細
は
、
８
月
に
配
布
す
る
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　花
火
の
受
付
が
始
ま
り
ま
し
た
。

一
口
３
千
円
か
ら
で
「
○
○
ち
ゃ

ん
誕
生
お
め
で
と
う
！
」「
○
○

さ
ん
、こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
！
」

な
ど
コ
メ
ン
ト
を
つ
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ご
家
族
や
ご
友
人
と

の
合
同
で
の
お
申
込
も
で
き
ま
す
。

　な
お
、
事
業
者
の
方
に
は
担
当

者
が
案
内
に
伺
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

か
わ
に
し
夏
ま
つ
り
出
店
者
募
集
！

　

【
売
店
運
営
部
事
務
局
（
町
産
業
振
興
課
）
☎
42
ー
６
６
９
６
】

　夏
ま
つ
り
会
場
に
お
い
て
飲
食
や
物
産
の
販
売
な
ど
来
場
さ
れ
た
方
が

楽
し
め
る
売
店
「
か
わ
に
し
マ
ル
シ
ェ
」
の
出
店
者
を
募
集
し
ま
す
。

❖ 

出
店
者
の
条
件

①
川
西
町
に
住
所
か
店
舗
を
有
す

　る
こ
と

②
臨
時
飲
食
店
営
業
許
可
を
は
じ

　め
、
出
店
に
必
要
な
許
可
・
届

　出
を
各
出
店
者
自
身
で
行
う
こ

　と
。
な
お
、
申
請
に
係
る
経
費

　な
ど
は
出
店
者
負
担
と
す
る

③
主
催
者
が
開
催
す
る
出
店
者
説

　明
会
に
必
ず
参
加
す
る
こ
と

④
出
店
募
集
要
項
及
び
関
係
法
令

　を
厳
守
す
る
こ
と

⑤
暴
力
団
な
ど
、
反
社
会
的
組
織

　と
関
係
が
な
い
こ
と

❖ 

出
店
料

　販
売
総
額
の
５
％
（
１
０
０
円

　未
満
切
り
捨
て
）
で
最
少
で

　

　１
０
０
０
円

※
机
、
イ
ス
、
電
源
追
加
は
有
料

❖ 

出
店
ス
ペ
ー
ス

　１
店
舗
当
た
り
２
区
画
ま
で
申

込
み
可

※
２
区
画
の
場
合
は
、
出
店
料

　

　１
０
０
０
円
追
加
に
な
り
ま
す
。

【
１
区
画
基
本
設
計
】

○
テ
ン
ト
：
横
２・７
ｍ
×

　
　
　
　
　
　
　
　縦
３・６
ｍ

○
長
机
・
イ
ス
：
各
２
つ

❖ 

応
募
方
法

　「出
店
申
込
書
」
及
び
「
誓
約

書
」（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
）
を
６
月
29
日
㈮
ま

で
、
売
店
運
営
部
事
務
局
あ
て
に

提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

❖ 

出
店
者
説
明
会

○
日
時
：
７
月
20
日
㈮

　
　
　
　午
後
３
時
～

○
場
所
：
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

　ま
つ
り
当
日
、
お
手
伝
い
い
た

だ
け
る
方
を
大
募
集
！
ご
都
合
に

合
わ
せ
て
役
割
を
お
願
い
し
ま
す
。

　ス
タ
ッ
フ
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
と
軽

食
を
ご
用
意
し
ま
す
。

❖ 
申
込
期
限

　６
月
29
日
㈮

問
川
西
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

　務
局
（
町
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
42

－

６
６
１
３

か
わ
に
し
夏
ま
つ
り
２
０
１
８ 

８
月
11
日
㈯
㈷

　
　
　
　
　
　
　～
夢
よ
花
咲
け
！
想
い
よ
届
け
！
～
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問
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
こ
あ
ら 

☎
44

－

２
８
２
２

６
月
20
日
㊌
　お
は
な
し
広
場
　図
書
館
に
行
こ
う
①

７
月
６
日
㊎
　七
夕
お
た
の
し
み
会

＊
幼
児
こ
と
ば
の
相
談
室

　午
前
９
時
～
（
完
全
予
約
制
）

６
月
18
日
㊊

　7
月
17
日
㊋
申
込
・
問
町
教
育
総
務
課 

☎
42

－

６
６
７
１

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　だよ
り

＊
町
立
幼
児
施
設
開
放
日

　午
前
10
時
～
11
時

　玉
庭
保
育
所

　６
月
26
日
㊋

　美
郷
幼
稚
園

　７
月
２
日
㊊

　

　北
斗
幼
稚
園

　７
月
11
日
㊌

＊
ル
ン
ル
ン
子
育
て
広
場

　午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分

健 康 情 報 ひ ろ ば

　子育て支援医療証を郵送します
■ 今月の対象者
　年　齢：１歳児～小学６年生
　誕生日：６月２日～７月１日
■ 発送日 ６月２２日㈮
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

ぴかぴか歯っぴい教室
〈期　　日〉７月１９日㈭
〈場　　所〉生きがい交流館
〈対象者〉 〈受付時間〉
平成 28 年７月生まれの幼児 13:20 ～ 13:30
平成 27 年７月、平成 28 年１月
平成 29 年５月生まれの幼児ほか 13:30 ～ 14:00

妊婦及び夫 13:50 ～ 14:00

お子さんの健診など
項目 期日・対象者
9-10 か月児
健康教室

期日：７月１８日㈬
対象：H29.9 ～ 10 月生まれ

1 歳６か月児
健康診査

期日：７月２０日㈮
対象：H28.11.1 ～ 12.15 生まれ

〈受付時間〉午後１時１５分～１時３０分
〈会　　場〉生きがい交流館

問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

問町健康福祉課　健康推進グループ　
☎４２－６６４０

適
正
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
★
今
月
の
ポ
イ
ン
ト
★
　同
じ
症
状
、
病
気
で
複
数
の
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ
と
は
控
え
ま
し
ょ
う
。
み
な
さ
ま
に
ご
負
担
い
た
だ
く
保
険
料
や
医
療
費
の
増
加
に
つ

　な
が
る
だ
け
で
な
く
、
検
査
や
薬
の
重
複
な
ど
で
体
に
悪
影
響
を
与
え
て
し
ま
う
心
配
が
あ
り
ま
す
。
今
受
け
て
い
る
治
療
に
不
安
が
あ
る
と
き
は
、
そ
の
こ
と
を
医
師
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
。

こあらっこ広場
〈期　日〉７月１３日㈮ 午後３時～４時
〈場　所〉町生きがい交流館
〈対　象〉妊婦さん、１歳未満のお子さんとママ
〈内　容〉交流や情報交換の場です。体重測定や
　　　　 相談もできます。

〈申　込〉不要です。お気軽にお越しください。

献　　血
〈期　　日〉７月２２日㈰
〈時　　間〉午前 9 時～ 11 時
〈場　　所〉川西町フレンドリープラザ
〈 対 象 者 〉 男性：１７歳～６９歳
　　　　　  女性：１８歳～６９歳
※６５歳以上の場合は、６０～６４歳で献血した方

〈 持 ち 物 〉献血カード
〈 そ の 他 〉４００ｍｌの献血のみになります。

＊
育
児
相
談
（
保
健
師
来
所
）
午
前
9
時
30
分
～
11
時
30
分

７
月
12
日
㊍

　申
込
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

　重度心身障がい（児）者医療証

　ひとり親家庭等医療証が更新されます
　７月１日から医療証が更新されます。
　医療証の交付対象の方には、６月中旬に手続きの
ご案内を送付します。
　通知がない方も、対象になると思われる場合はお
問い合わせください。
　※生活保護を受給している方は対象外。
　※詳細は、町ホームページを確認ください。
問町健康福祉課 健康推進グループ ☎４２－２１１４

熱中症に注意！
　気温や湿度が高くなると、体温調節がうまく働か
ず、熱中症を起こす危険性が高くなります。
　熱中症は屋外だけでなく、高温多湿の室内でも発
症します。のどが渇いたと思う前に水分補給するこ
とや涼しい服装、室内ではエアコンや扇風機を効果
的に利用しながら熱中症を予防しましょう。
　熱中症は、年齢を問わず起こりますが、特に幼児
や高齢者は注意が必要です。

【幼児はここに注意！】
　体温調整機能が十分発達しておらず、また身長が
低いため地面からの照り返しの影響を強く受けます。
　保護者の方は、十分に観察し、水分補給や休息な
どを促しましょう。

【高齢者はここに注意！】
　暑さやのどの渇きを感じにくい状態です。
　一人で生活している高齢者の方には、ご家族やご
近所などの周囲の方々が声をかけてあげましょう。
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「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
に
な
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

み
な
さ
ん
の
ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い

　
町
民
の
み
な
さ
ん
が
求
め
て
い

る
情
報
や
、
町
が
伝
え
る
べ
き
情

報
を
分
か
り
や
す
く
お
伝
え
す
る

た
め
の
ご
意
見
を
い
た
だ
く
た
め
、

広
報
モ
ニ
タ
ー
を
募
集
し
ま
す
。

　町
の
情
報
発
信
を
よ
り
良
い
も

の
に
す
る
た
め
に
、
み
な
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

▼
任
期
　平
成
32
年
３
月
31
日
ま

　で
（
２
年
間
）

▼
要
件
　町
内
在
住
か
町
内
に
お

　勤
め
の
方
で
、
①
～
③
の
い
ず

　れ
か
に
該
当
す
る
方

①
女
性

②
川
西
町
に
移
住
さ
れ
た
方

③
20
歳
か
ら
30
歳
の
方

▼
活
動
内
容
　町
の
広
報
（
町
報

　や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、 

フ
ェ
イ
ス

　ブ
ッ
ク
ペ
ー
ジ
な
ど
）
へ
の
意

　見
な
ど

※
年
３
回
の
会
議
を
予
定
し
て
い

　ま
す
（
費
用
弁
償
を
お
支
払
い

　し
ま
す
）

▼
募
集
人
数

　若
干
名

▼
申
込
期
限

　６
月
29
日
㈮
ま
で

　左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
町
ま
ち
づ
く
り
課 

情
報
統
計

　グ
ル
ー
プ
☎
42
―
６
６
６
８

ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
募
集
！

　今
年
の
か
わ
に
し
夏
ま
つ
り
で

は
、
ス
テ
ー
ジ
で
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
披
露
し
て
い
た
だ
く
個
人
や

グ
ル
ー
プ
を
募
集
し
ま
す
。

　バ
ン
ド
演
奏
や
歌
、
ダ
ン
ス
な

ど
で
一
緒
に
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上

げ
ま
せ
ん
か
？

❖ 

募
集
内
容
　夏
ま
つ
り
の
特

　設
ス
テ
ー
ジ
で
の
パ
フ
ォ
ー
マ

　ン
ス
の
披
露

○
出
演
時
間
帯
は
午
後
４
時
40
分

　～
５
時
50
分
を
予
定

○
持
ち
時
間
は
１
組
あ
た
り
10
分

（
出
ハ
ケ
、
機
材
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ

含
む
）

○
募
集
数
　６
組

○
出
演
者
に
は
軽
食
を
準
備
し
ま

　す
（
謝
礼
は
あ
り
ま
せ
ん
）

○
荒
天
時
は
中
止
の
場
合
あ
り

❖ 

応
募
要
件

①
老
若
男
女
が
楽
し
め
る
演
奏
や

　歌
、
ダ
ン
ス
な
ど
の
パ
フ
ォ
ー

　マ
ン
ス
を
披
露
す
る

　※
カ
ラ
オ
ケ
は
不
可

②
メ
ン
バ
ー
に
町
内
に
在
住
、
在

　学
、
在
勤
の
方
が
含
ま
れ
る

③
７
月
４
日
㈬
午
後
６
時
か
ら
、

　町
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室
で
開

　催
す
る
説
明
会
に
参
加
で
き
る

❖ 

応
募
方
法

　６
月
29
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
町

ま
ち
づ
く
り
課
に
応
募
用
紙
を
提

出
く
だ
さ
い
。（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ・町
ま
ち
づ
く
り
課
で
入
手
可
）

❖ 

そ
の
他

　募
集
数
を
上
回
る
応
募
が
あ
っ

た
場
合
は
調
整
し
、
決
定
し
な
い

場
合
は
抽
選
を
行
い
ま
す
。

「
川
西
音
頭
」
を
一
緒
に
踊
っ
て
、
楽
し
も
う
！

～
練
習
会
を
開
催
し
ま
す
～

　毎
年
、
町
芸
術
文
化
協
会
と
町

女
性
団
体
連
絡
協
議
会
の
み
な
さ

ん
が
川
西
音
頭
を
踊
っ
て
、
か
わ

に
し
夏
ま
つ
り
を
盛
り
上
げ
て
い

ま
す
。

　希
望
さ
れ
る
方
は
、
誰
で
も
参

加
で
き
ま
す
。「
夏
の
思
い
出
に

参
加
し
て
み
た
い
」「
親
子
で
踊
っ

て
み
た
い
」「
小
学
生
の
時
に
踊
っ

た
こ
と
が
あ
る
か
ら
参
加
し
て
み

た
い
」
方
な
ど
ぜ
ひ
ご
予
定
く
だ

さ
い
。

　

　な
お
、
夏
ま
つ
り
本
番
の
出
番

は
、
午
後
６
時
前
後
予
定
で
す
。

町
報
７
月
号
ま
た
は
夏
ま
つ
り
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　ま
た
、
左
記
の
と
お
り
練
習
会

を
開
催
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

❖ 

日
時

　

　７
月
27
日
㈮
・
28
日
㈯

　
　
　
　
　
　
　午
後
７
時
か
ら

❖ 

場
所
　町
中
央
公
民
館

　
　
　
　
　
　
　
　
　大
ホ
ー
ル

▲川西音頭で ソレ どんとゆけ

問
川
西
夏
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事

　務
局
（
町
ま
ち
づ
く
り
課
内
）

☎
42

－

６
６
１
３

～
か
わ
に
し
夏
ま
つ
り
を
よ
り
一
層
盛
り
上
げ
て
み
ま
せ
ん
か
？
～

11　町報かわにし 平成 30年６月１５日
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　⑦
⑧

　
　７
月
22
日
㈰

▼
会
場
：
公
立
置
賜
総
合
病
院

▼
受
付
期
間
：
6
月
27
日
㈬
必
着

▼
詳
細
は
病
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　試
験
案
内
を
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
試
験
案
内
：
置
賜
広
域
病
院
企

　業
団
や
近
隣
自
治
体
で
配
布
し

　て
い
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

　ら
も
印
刷
で
き
ま
す
。

問
置
賜
広
域
病
院
企
業
団
総
務
企

　画
課
職
員
係

☎
46
ー
５
0
0
0

平
成
30
年
度
狩
猟
免
許

　
（
初
心
者
）
講
習
会

▼
日
時
　７
月
28
日
㈯

　午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

▼
場
所

　赤
湯
公
民
館 

え
く
ぼ
プ
ラ
ザ

　
　（南
陽
市
赤
湯
７
９
１
―
１
）

▼
申
込
方
法
　７
月
23
日
㈪
ま
で

　左
記
ま
た
は
米
沢
支
部
に
受
講

　料
５
千
円
を
添
え
て
申
込

問
（
一
社
）
山
形
県
猟
友
会

☎
０
２
３
―
６
２
４
―
０
３
８
２

町
民
バ
ス
ケ
大
会

▼
日
時

　７
月
16
日
㈪
㈷

　午
前
８
時
30
分
か
ら

▼
場
所
　町
民
総
合
体
育
館

▼
申
込
締
切

　７
月
10
日
㈫

問
川
西
町
体
育
協
会

　
　
　
　
　
　☎

46
―
２
２
７
７

コ
ス
モ
ス
会
演
奏
会

▼
日
時
　７
月
８
日
㈰
　午
後
２

　時
（
午
後
１
時
30
分
開
場
）

▼
会
場
　フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

▼
入
場
料
　５
０
０
円

問
コ
ス
モ
ス
会
　五
十
嵐
和
子

　
　
　
　
　
　☎

42
―
５
９
０
１

お
し
ょ
う
し
な
マ
ル
シ
ェ

　

米
沢・川
西
の
お
い
し
い
お
店
、

学
生
に
よ
る
ス
テ
ー
ジ
な
ど
様
々

な
催
し
を
米
沢
青
年
会
議
所
が
企

画
し
て
い
ま
す
。
置
賜
文
化
ホ
ー

ル
で
は
女
性
の
社
会
進
出
を
応
援

す
る
講
演
会
も
開
催
し
ま
す
。
ぜ

ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

▼
日
時
　７
月
７
日
㈯

　午
前
10
時
30
分
～
午
後
４
時

080—6008—8330
080—6008—5331 修理当番直通電話

　町水道工事業者では、水道の故障、漏水などの際、当番制で修理を
お受けします。上記番号で直接当番につながります。
　なお、調査費や修理費等については実費負担となります。

６・７月

内　容 日　時 場　所 予約・問合せ先

健 康 相 談
（こころ・ひきこもりの相談含む）

7 月9日㈪・２3日㈪
午前 8 時 30 分～午後５時 15 分 町健康福祉課 町健康福祉課

☎ ４２－６６４０

特設人権相談 ７月 4 日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

弁護士
消費生活相談

７月１1 日㈬
午後２時～４時 町役場会議室 町住民生活課

☎ ４２－６６１6

行政相談 ７月１8 日㈬
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町住民生活課
☎ ４２－６６１6

心配ごと相談 毎週水曜日
午後１時３０分～４時

健康福祉センター
（旧町立病院２F）

町社会福祉協議会
☎ ４６－３０４０

多重債務相談 毎週火曜日
午後６時～８時

山形さくらんぼの会
事務所（山形市）

山形さくらんぼの会
☎０２３－６３３－９３５３

７月

期　間 当番店（社） 電話番号

６月１１日～１７日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

６月１８日～２４日
㈲米野建設 ☎４２－２３９２
サイトウ電気設備工業 ( 株 ) ☎４２－４１１１

６月２５日～７月１日
㈱殖産工務所 ☎４２－３５００
齋藤設備 ☎４２－２４８０
スガイ住設 ☎４２－３９８７

７月２日～８日
㈱藤島建設 ☎４２－３１６６
㈱藤倉設備 ☎４２－３３６６

７月９日～１５日
㈱佐々木建設 ☎４２－４１７１
㈱黒澤技建 ☎４２－６３５１

▼
会
場

　伝
国
の
杜
前
広
場

　

（
米
沢
市
丸
の
内
１
丁
目
２
―
１
）

　
　
　
　
　
　
　
　※
入
場
無
料

問
佐
藤 

淳
一

☎
090
―
２
３
６
８
―
２
２
７
４

に
ぎ
わ
い
の
家
ご
ざ
～
れ

　健
康
寿
命
を
延
ば
し
、
さ
わ
や

か
に
生
き
る
た
め
、
サ
ロ
ン
を
開

設
し
ま
す
。

▼
日
時
　７
月
13
日
㈮
　
　
　
　

催

　
　
し

　午
前
10
時
～
午
後
３
時

　（以
降
、
毎
月
第
２・４
金
曜
日

　
　
　
　
　
　
　
　の
同
時
間
）

▼
場
所
　サ
ロ
ン
de
ご
ざ
～
れ

▼
参
加
料
　１
回
３
０
０
円

問
佐
藤
ス
ミ
　☎

42
―
５
９
５
３

一般会計歳入歳出予算額　　１１2 億 2,414 万円（前年度からの繰越分を含む）

町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

　町
民
の
皆
さ
ん
に
町
の
財
政
を
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
毎
年
２
回
、
上
半
期
と
下
半
期
に
分
け
て
町
の
財
政
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て
い

ま
す
。
こ
の
た
び
は
、
平
成
30
年
３
月
末
現
在
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
な
お
、
決
算
は
11
月
号
で
お
知
ら
せ
す
る
予
定
で
す
。

　通
常
町
の
会
計
は
、
地
方
自
治
法
に
基
づ
き
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
特
定
の
事
業
を
行
う
な
ど
独
立
性
を
も
っ
て
い
る
場
合
は
、
一
般
会

計
と
区
別
し
て
特
別
会
計
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
本
町
で
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
、
下
水
道
事
業
、
農
業
集
落
排
水
事
業
、
介
護
保

険
事
業
、
後
期
高
齢
者
医
療
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。

　本
町
に
は
こ
の
ほ
か
に
、
地
方
公
営
企
業
法
に
基
づ
く
水
道
事
業
を
含
め
る
と
、
全
部
で
７
つ
の
会
計
が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

歳
　入

収入率７８．１％
収入済総額
87億6,８29万円

特 別 会 計 特定の事業を行うために、一般会計と区分して経理
する必要がある場合に設けられる会計のことです。〔 〕

公営企業会計
一般会計などと異なり民間企業に似た経理を行う会
計で、収益的収支と資本的収支に区分されています。〔 〕◆水道事業会計

平成２９年度下半期

平成 30 年３月３１日現在

48億9,110万円

13億8,188万円
       3,720万円

１2億4,514万円
１3億2,787万円

6億9,716万円
6億2,806万円

3億1,500万円
  2億8,097万円

50億0,773万円
地方交付税

（102．4％）

町　　　債
（02．7％）

町　　　税
（１０6．6％）

国 庫 支 出 金
（90．1％）

10億6,213万円
5億4,429万円

県支出金
（51．2％）

地方消費税交付金

予算額
収入・執行済額

（　　）内の％は予算額に対する
収入・執行済額の割合

そ　の　他 16億3,173万円
  9億4,217万円

（89．2％）

（57.7％）

区　　分 収　　入 支　　出 差し引き
収 益 的 収 支 4億9,520万円 4億7,970万円 1,550万円
資 本 的 収 支 3,085万円 1億8,245万円 △１億5,160万円

区　　分 予算現額 収入済額 執行済額
国民健康保険事業 20億6,850万円 17億9,514万円 18億0,587万円
下 水 道 事 業 ５億2,820万円 3億8,909万円 4億0,453万円
農業集落排水事業 9,076万円 6,551万円 7,483万円
介護保険事業 19億8,186万円 17億6,513万円 16億6,484万円
後 期 高 齢 者 医 療 １億7,222万円 1億6,801万円 1億6,519万円

問
町
未
来
づ
く
り
課 

財
政
グ
ル
ー
プ 

☎
42

－

６
６
１
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町報かわにし　8平成３０年６月１５日 町報かわにし　20平成３０年６月１５日

平
成
30
年
度
危
険
物

　

取
扱
者
保
安
講
習

▼
会
場
及
び
期
日

①
置
賜
総
合
支
庁
（
米
沢
市
）

一
般
：
9
月
13
日
㈭

　11
月
29
日
㈭
、
30
日
㈮

給
取
：
9
月
14
日
㈮

②
置
賜
総
合
支
庁
西
庁
舎（
長
井
）

一
般
：
9
月
５
日
㈬

給
取
：
9
月
4
日
㈫

▼
受
付
：
6
月
25
日
㈪
～

　
　
　7
月
20
日
㈮
（
先
着
順
）

▼
申
請
書
：
川
西
消
防
署
・
置
賜

　総
合
支
庁
総
務
課
・
県
危
険
物

　安
全
協
会
連
合
会
か
ら
受
取

問
県
危
険
物
安
全
協
会
連
合
会

☎
０
２
３
ー
６
３
２
ー
５
７
４
４

置
賜
広
域
病
院
企
業
団

職
員
採
用
試
験

▼
募
集
職
種
：
①
助
産
師

②
看
護
師

　③
薬
剤
師

④
診
療
放
射
線
技
師

⑤
管
理
栄
養
士

⑥
臨
床
工
学
技
士

⑦
行
政
職
（
上
級
）

⑧
行
政
職
（
医
療
・
福
祉
系
）

▼
試
験
期
日

　①
～
⑥

　７
月
８
日
㈰

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー

設
備
導
入
へ
の
補
助
金

　

県
で
は
、
家
庭
・
事
業
所
に
お

け
る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

の
導
入
促
進
と
と
も
に
、
温
室
効

果
ガ
ス
排
出
量
削
減
を
図
る
た

め
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
設
備

の
導
入
経
費
の
一
部
を
助
成
し
ま

す
。
対
象
設
備
の
種
類
及
び
補
助

金
額
の
詳
細
は
、
左
記
窓
口
に
お

問
い
合
わ
せ
い
た
だ
く
か
県
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

問
特
定
非
営
利
活
動
法
人
環
境
ネ

　ッ
ト
や
ま
が
た

☎
０
２
３
ー
６
７
９
ー
３
３
７
７

マ
ザ
ー
ズ
お
し
ご
と

　

　
　
　
相
談
会
in
米
沢

▼
日
時
・
内
容

　7
月
9
日
㈪

○
午
前
10
時
30
分
～
11
時
30
分

　セ
ミ
ナ
ー
「
預
け
先
の
こ
と
を

　聞
い
て
み
よ
う
！
」（
要
予
約
）

○
午
前
11
時
30
分
～
午
後
２
時

　個
別
相
談
会
（
予
約
不
要
）

※
ど
ち
ら
か
の
み
の
参
加
可
。

▼
会
場

　ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

▼
対
象
　就
職
を
考
え
て
い
る
子

　育
て
中
の
女
性 

※
受
講
中
や
相
談
中
は
同
室
で
保

　育
ス
タ
ッ
フ
が
お
子
さ
ん
を
お

　預
か
り
し
ま
す
。

問
マ
ザ
ー
ズ
ジ
ョ
ブ
サ
ポ
ー
ト
山

　形
☎
０
２
３
ー
６
６
５
ー
５
９
１
５

自
動
車
の
不
正
改
造
は

　
　
　
　
　
犯
罪
で
す

　

自
動
車
は
、
生
活
に
欠
か
せ
な

い
移
動
手
段
と
な
っ
て
い
ま
す

が
、
残
念
な
が
ら
不
正
改
造
さ
れ

た
車
両
が
存
在
し
て
い
ま
す
。

　不
正
改
造
車
が
暴
走
行
為
、
過

積
載
に
よ
り
、
安
全
を
脅
か
し
道

路
交
通
の
秩
序
を
乱
す
と
と
も
に

排
出
ガ
ス
に
よ
る
大
気
汚
染
、
騒

音
等
の
環
境
悪
化
の
要
因
の
一
つ

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　国
土
交
通
省
で
は
「
不
正
改
造

車
を
排
除
す
る
運
動
」
を
全
国
的

に
展
開
し
て
お
り
、
特
に
６
月
を

強
化
月
間
と
し
て
重
点
的
な
取
組

を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　こ
の
機
会
に
ど
の
よ
う
な
改
造

が
不
正
改
造
に
な
る
の
か
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
き
、

そ
の
排
除
に
ご
協
力
下
さ
い
。

問
国
土
交
通
省
東
北
運
輸
局
山
形

　運
輸
支
局

☎
０
２
３
―
６
８
６
―
４
７
１
４

ひ
と
り
親
家
庭
の
高
卒

　

認
定
試
験
受
講
者
を
支
援

  

県
で
は
、
高
校
卒
業
程
度
認
定

試
験
合
格
を
目
指
し
て
講
座
を
受

講
す
る
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
し

て
、
費
用
の
助
成
を
行
っ
て
い
ま

す
。助
成
上
限
額
は
10
万
円
で
す
。

▼
条
件

・
面
談
必
須

・
児
童
扶
養
手
当
受
給
者
ま
た
は

　同
等
の
所
得
水
準
で
あ
る
こ
と

・
県
内
に
住
所
が
あ
る
こ
と

・
適
職
に
就
く
こ
と
を
目
的
と
し

　た
認
定
試
験
で
あ
る
こ
と

問
・
申
請
先

　置
賜
総
合
支
庁

　

　子
ど
も
家
庭
支
援
課

☎
26
ー
６
０
２
７

ひ
と
り
親
家
庭
の

　
　

　
　
就
職
支
援
講
習
会

　県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会
で

は
、
転
職
や
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
を
希

望
す
る
方
を
支
援
し
ま
す
。な
お
、

受
講
中
の
託
児
も
可
能
で
す
。

▼
会
場

　山
形
市
ま
た
は
村
山
市

▼
期
間

　８
月
５
日
～
11
月
18
日

　（各
日
曜
日
）

▼
内
容

　就
職
支
援
セ
ミ
ナ
ー
、

　パ
ソ
コ
ン
講
座

▼
定
員
　各

10
名
（
応
募
多
数
の

　場
合
選
考
あ
り
）

▼
受
講
料
　無
料

▼
申
込
締
切
　７
月
13
日
㈮

問
町
健
康
福
祉
課 

福
祉
グ
ル
ー  

　プ
　☎

42
ー
６
６
３
５

慰
霊
友
好
親
善
事
業

　日
本
遺
族
会
は
、
戦
没
者
の
遺

児
を
対
象
と
し
た
慰
霊
親
善
事
業

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
実
施
地
域

　旧
満
州
、
旧
ソ
連
、
ビ
ス
マ
ー

　ク
諸
島
、
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
マ

　リ
ア
ナ
諸
島
ほ
か

▼
参
加
費

　10
万
円

問
山
形
県
遺
族
会

☎
０
２
３
―
６
３
１
―
０
５
９
１

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

　

　
　
　
　
就
職
面
接
会

▼
日
時

　７
月
９
日
㈪

　午
後
１
時
30
分
～
４
時

▼
会
場

　グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ

　（米
沢
市
金
池
２
―
３
―
７
）

▼
対
象

　全
年
齢
の
一
般
求
職
者

▼
内
容

　企
業
ブ
ー
ス
で
の
企
業

　担
当
者
と
の
個
別
面
談
、
就
職

　に
関
す
る
各
種
相
談

▼
参
加
企
業

　東
南
置
賜
地
区
の

　求
人
企
業
60
社
程
度

問
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
米
沢

　
　
　
　
　
　☎

22
ー
８
１
５
５

講
習
・
試
験
案
内

お
知
ら
せ

一般会計歳入歳出予算額　　１１2億2,414万円（前年度からの繰越分を含む）

固定資産税
5億 9,189 万円

町民税
5億 6,860 万円

たばこ税
　　　１億 0,308 万円

軽自動車税　5,780 万円

入湯税　625万円

都市計画税　25万円

過疎債
47 億 1,963 万円

その他
2 億 6,216 万円

県振興資金
12 億 2,466 万円

臨時財政対策債
33 億 6,887 万円

消防債
761 万円

土木債
6 億 9,853 万円

教育債
10 億 268 万円

農林水産業債
5 億 0,461 万円

総務債
9,274 万円

歳
　出

執行率８6.1％
執行済総額

96億6,715万円
基 金

公 有 財 産

※平成２9 年９月末日現在高との比較

※平成２9 年９月末日現在高との比較

各会計町債現在高
水道事業会計

18 億 4,795 万円
下水道事業会計

33 億 9,145 万円
農業集落排水事業会計

6 億 1,255 万円

　町税のうち、都市計画税と入湯税は、特定の費
用に充てるために課される目的税です。本町では、
都市計画税は下水道事業特別会計へ繰り出し、公
共下水道事業に使っています。また、入湯税は観
光施設の整備と観光振興の事業に使っています。

町債現在高

118億8,149万円

農林水産業費
（72．8%）

土　木　費
（77．2%）
そ　の　他
（93. 9％）

13 億 7,986 万円
  12 億 8,019 万円

衛　生　費
（９7．4％）

17 億 9,800 万円
17 億 5,097 万円

民　生　費
（88．0％）

22 億 3,409 万円
19 億 6,561 万円

11 億 9,350 万円
09 億 8,857 万円

11 億 9,619 万円
08 億 7,141 万円

10 億 0,141 万円
 7 億 7,351 万円

7 億 6,209 万円
  7 億 1,535 万円

総　務　費
（79．7％）

16 億 5,900 万円
13 億 2,154 万円

教　育　費
（92．8％）

公　債　費
（82. 8%）

区　　分 平成30年３月末現在高 増　　減
財 政 調 整 基 金 6 億 3,462 万円 2 万円
庁 舎 建 設 基 金 3 億 1,007 万円 1 万円
国民健康保険給付基金 1 億 6,175 万円 1 万円
町 債 管 理 基 金 1 億 2,229 万円 0 円
人 材 育 成 交 流 基 金 9,903 万円 0 円
起 業 支 援 基 金 9,795 万円 1 万円
子 育 て 支 援 基 金 8,876 万円 1 万円
ふるさとづくり基金 6,589 万円 0 円
土 地 開 発 基 金 6,016 万円 0 円
本 間 喜 一 顕 彰 基 金 600 万円 600 万円
そ の 他 1 億 6,481 万円 606 万円

区　　分 平成30年３月末現在 増　　減
土 地 ７,315,378㎡ △ 392㎡
建 物 91,211㎡ 29㎡
有 価 証 券 3,435 万円 ０円
出 資による権 利 １億 5,358 万円 ０円

町 税

１3億2,787万円

9　町報かわにし 平成３０年６月１５日
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町
長

　原

　
田

　
俊

　
二

　準備
万
端
整
え
て

　
今
年
は
順
調
に
田
植
え
も
終
わ
り
、
稲
の
生

育
も
良
好
で
す
。
青
田
を
褒
め
る
こ
と
は
禁
句

で
す
が
、
出
来
秋
が
楽
し
み
で
す
。

　ふ
れ
あ
い
の
丘
整
備
構
想
に
基
づ
き
川
西
ダ

リ
ヤ
園
、
浴
浴
セ
ン
タ
ー
ま
ど
か
を
生
か
し
、

町
民
の
健
康
増
進
と
交
流
拡
大
、
経
済
活
性
化

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
昨
年
度
完
成
し
た
川

西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
の
オ
ー
プ
ン
が
７

月
14
日
㈯
に
決
ま
り
ま
し
た
。
オ
ー
プ
ン
を
待

ち
望
む
声
を
た
く
さ
ん
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、

芝
の
養
生
、
地
形
の
関
係
か
ら
水
処
理
の
対
応

な
ど
万
全
を
期
し
て
準
備
し
て
き
ま
し
た
。
今

年
４
月
か
ら
株
式
会
社
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
サ
ー
ビ

ス
が
管
理
し
、
暑
い
中
最
後
の
準
備
に
汗
を
流

し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
は
、
北
海
道
幕
別
町
が
発
祥

地
で
、
昭
和
58
年
に
公
園
（
パ
ー
ク
）
で
ゴ
ル

フ
が
で
き
な
い
か
と
の
発
想
で
考
案
さ
れ
ま
し

た
。
ル
ー
ル
や
コ
ー
ス
を
作
る
の
に
教
育
委
員

会
を
中
心
に
試
行
錯
誤
さ
れ
た
よ
う
で
す
が
、

翌
年
に
は
初
め
て
幕
別
町
大
会
が
開
催
さ
れ
、

以
来
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て
飛
躍
的
に
普
及
発

展
、
現
在
で
は
国
内
は
も
と
よ
り
海
外
に
も
愛

好
者
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
の
理
念
は
「
自
然
を
大
切
に

す
る
」「
安
全
で
楽
し
い
」「
三
世
代
交
流
」
ス

ポ
ー
ツ
と
謳
わ
れ
て
い
ま
す
。

　コ
ー
ス
は
１
ホ
ー
ル
の
長
さ
が
１
０
０
メ
ー

ト
ル
以
内
、
９
ホ
ー
ル
で
５
０
０
メ
ー
ト
ル
以

内
が
基
準
の
日
本
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
公
認

コ
ー
ス
で
す
。
用
具
も
ク
ラ
ブ
１
本
、
ボ
ー
ル

１
個
、
ボ
ー
ル
を
置
く
テ
ィ
ー
だ
け
で
す
。
特

に
難
し
い
ル
ー
ル
は
な
く
、
ボ
ー
ル
を
打
ち

カ
ッ
プ
に
入
る
ま
で
の
打
数
を
競
い
合
い
な
が

ら
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
男
女
、
世
代
を

超
え
て
プ
レ
ー
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　た
だ
し
、
ゴ
ル
フ
と
同
様
「
皆
が
気
持
ち
よ

く
楽
し
む
た
め
に
」
プ
レ
ー
を
す
る
人
の
妨
げ

に
な
る
行
為
を
し
な
い
、
プ
レ
ー
の
ペ
ー
ス
を

乱
さ
な
い
な
ど
、
エ
チ
ケ
ッ
ト
・
マ
ナ
ー
を
守

ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
大
勢
の
人

が
利
用
し
ま
す
の
で
、
コ
ー
ス
の
保
護
や
バ
ン

カ
ー
を
出
る
時
に
凸
凹
を
な
ら
す
な
ど
配
慮
が

求
め
ら
れ
ま
す
。
審
判
の
い
な
い
ス
ポ
ー
ツ
で

す
の
で
、
フ
ェ
ア
ー
プ
レ
ー
と
ス
ポ
ー
ツ
マ
ン

シ
ッ
プ
を
発
揮
し
て
楽
し
ん
で
ほ
し
い
と
思
い

ま
す
。

　コ
ー
ス
内
に
は
ダ
リ
ア
が
植
栽
さ
れ
、
緑
の

芝
が
一
層
映
え
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
周
回
す
る

ジ
ョ
ギ
ン
グ
コ
ー
ス
も
い
い
汗
を
流
す
こ
と
が

で
き
ま
す
。
皆
さ
ん
の
協
力
で
立
派
な
コ
ー
ス

に
整
備
し
、
町
民
に
愛
さ
れ
る
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ

場
に
な
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　　　　

  

　

第
74
回

　
井
上
ひ
さ
し
の
書
籍
愛

川西町地域おこし協力隊
電　話：０２３８－４２－６６９４
メール：chimaru@ms5.omn.ne.jp

　
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
遅
筆
堂
文

庫
研
究
員
と
し
て
こ
の
町
に
来
て
、

今
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

　こ
の
写
真
は
、
川
西
町
交
流
館
あ

い
ぱ
る
内
の
遅
筆
堂
文
庫
分
室
の
資

料
を
整
理
し
て
い
る
時
の
様
子
を

撮
っ
た
も
の
で
す
。
分
室
に
あ
る
資

料
の
中
で
一
番
多
い
の
は
雑
誌
。
専

門
的
な
医
学
雑
誌
か
ら
大
衆
的
な
週

刊
誌
ま
で
、
幅
広
い
ジ
ャ
ン
ル
が

揃
っ
て
い
ま
す
。
昔
よ
く
読
ん
で

い
た
漫
画
雑
誌
を
見
つ
け
た
時
は

「
井
上
さ
ん
も
こ
れ
読
ん
で
た
の
か

な
ぁ
」
と
自
分
と
の
共
通
点
を
見
つ

け
た
よ
う
な
気
が
し
て
、
勝
手
に
親

近
感
を
覚
え
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　雑
誌
は
本
と
違
い
、
読
み
終
わ
っ

た
ら
捨
て
て
し
ま
う
こ
と
が
多
い
と

思
わ
れ
ま
す
。
気
に
入
っ
た
記
事
を

切
り
抜
い
た
り
、
小
説
や
漫
画
な
ら

単
行
本
で
購
入
し
た
り
と
い
う
形
で

保
存
し
て
お
く
こ
と
は
あ
っ
て
も
、

雑
誌
そ
の
も
の
を
残
し
て
お
く
こ
と

は
少
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

け
れ
ど
、
井
上
さ
ん
は
膨
大
な
、
そ

れ
こ
そ
床
が
抜
け
そ
う
な
量
の
雑
誌

で
も
、
捨
て
ず
に
保
存
し
て
い
ま
し

た
。
井
上
さ
ん
の
本
へ
の
愛
情
は
た

く
さ
ん
買
う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、

一
度
手
元
に
置
い
た
本
を
大
切
に
す

る
こ
と
で
も
あ
っ
た
の
か
も
し
れ
ま

せ
ん
。
だ
か
ら
私
た
ち
は
井
上
さ
ん

の
書
籍
愛
を
受
け
継
い
で
、
よ
り
一

層
丁
寧
に
本
を
扱
わ
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
と
改
め
て
実
感
し
ま
し
た
。

　ち
な
み
に
資
料
の
整
理
中
は
、
ど

ん
な
に
内
容
が
気
に
な
っ
て
も
雑
誌

は
開
か
な
い
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

つ
い
つ
い
読
み
ふ
け
っ
て
し
ま
い
、

作
業
が
進
ま
な
く
な
る
可
能
性
が
あ

る
の
で
…
。

　
　
　
　
　
　山
内

　七
海

▲多くの本の中に埋もれる山内さん

町報かわにし　6平成３０年６月１５日

❖ 期日　６月１6 日㈯～７月 8 日㈰　　❖ 時間　午前１０時～午後４時
❖ 会場　置賜公園ハーブガーデン（大字上小松５０９５）
　○ 入場無料 　○ 荒天の場合は休園になる場合があります。 　○ 駐車場は川西ダリヤ園をご利用ください。

６月１6日㈯～７月 8日㈰　催しがいっぱい♪
置賜公園ハーブガーデンフェア

金・土・日金・土・日

ハーブガーデンフェア限定メニュー　下記店舗にてお召し上がりいただけます

■　ハーブガーデン内オープンカフェ　　■　町浴浴センターまどか　　　■　かわにし森のマルシェ
■　Spice Kitchen GARBANZO            ■　キッチン＆バー カリスマ　  ■　陽 Cafe　　
■　ライブスペース Jam　　　　　　　  ■　割烹 三桝屋

❖ 予約・問合せ　町観光協会　☎５４－１５１５
町報かわにし　22平成３０年６月１５日

　遅筆堂文庫に所蔵されている「漱石　　　　　　　
本」。装丁の美しさやそのデザインに　　　　　　　
隠された秘密についてお話いただきま
す。

【桂川潤の装丁展】
■ 期　　間　6 月 16 日㈯ ～ 7 月 1 日㈰
■ 会　　場　フレンドリープラザ（ギャラリー）

【トークイベント「漱石本」とブックデザイン】
■ 日　　時　6 月 23 日㈯　午後 7 時開演
■ 料　　金　1,800 円（BBOトートバッグ付）
　※装丁展の期間中、cafe 営業いたします。

　ニューヨークを拠点に世界的に活躍す
るアルゼンチン人作曲家・ピアニストの
パブロ・シーグレル。タンゴの革命児ア
ストル・ピアソラの五重奏団最後のピア
ニストとして音楽的発展に大きな影響を
与えました。１１０席限定の特別コンサ
ートですので、お申込みはお早めに！
■ 日　時　７月 24 日㈫ 　午後７時開演
■ 会　場　フレンドリープラザ（ロビー）
■ 料　金　一般：4,800 円　会員：4,500 円
　　　　　　高校生以下：3,000 円

フレンドリー
プラザ

開館時間
火曜日～土曜日 
 9：30 ～ 19：00 
日曜日・祝日 
 9：30 ～ 17：00 
■は休館日

町立図書館・遅筆堂文庫
●７月の休館日

日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30 31

● 7 月のおはなし会　おはなしのへや
　７月１４日㈯　午前 11時～ 11時 30分
　紙芝居と絵本の読み聞かせ。みんなきてね！

こどもの本

おとなの本
『面白くて眠れなくなる物理パズル』

左巻健男著　ＰＨＰ研究所刊
　物理学と聞くと「普段の生活には関係
ない」と思ってしまいがちですが、実は
とても身近な学問なのです。クイズで物
理学が学べる一冊です。詠み終わったと
きには物理博士になっているかも！？●遅筆堂文庫読書会

　７月１日㈰　午後 2時～

●大人のための夜の図書館 vol .12
　７月１８日㈬　午後７時～ 8時　参加費無料
　『一夜限りの羅須地人協会』～宮澤賢治の音楽と詩を中心に～

●おすすめ本のコーナー
　青葉の季節に鑑賞したい野草・ハーブ特集

パブロ・シーグレル・ジャジー・トリオ

ザ・空気 ver2 誰も書いてはならぬ

■ 日時　８月３日㈮ 　午後６時３０分開演
■ 会場　フレンドリープラザ（ホール）
■ 料金　 一般：5,000 円　　会員：4,500 円

青少年席（25歳未満）：1,000 円

　テレビ局の報道現場を通して、現代の日本を覆う奇
妙な "空気 " の正体に迫った前作「ザ・空気」はプラ
ザでも上演し、大きな反響がありました。
　今作は官邸記者クラブに舞台を移し、所属する新聞
記者たちの葛藤を描きます。
　出演は、映画やテレビで幅広く活躍されている安田
成美さん、松尾貴史さんのお二人に加え、米沢市出身
で映画「スウィングガールズ」でもプラザに縁の深い
眞島秀和さん。さらに、こまつ座「人間合格」でプラ
ザにも来られた馬渕英里何さん、若手人気俳優の柳下
大さんです。

『ツリーハウスがほしいなら』
カーター・ヒギンズ・文　エミリー・ヒューズ・絵

　　　　　　　　　　　　　　　千葉茂樹訳　ブロンズ新社刊

　ツリーハウスがほしいなら、まずはゆっ
たりあわてずに、さぁそらをみあげよう。
枝でできたバルコニーから動物たちを見た
り、あまった板でプランターを作りベコニ
アを育てたり。ブランコやロープをかけて、
ひなたぼっこも楽しそう。あなたならどん
なツリーハウスがほしいですか？

BBO ×遅筆堂文庫「桂川潤の装丁展」

●井上ひさし展示室【企画展】
　「父と暮せば」資料展を開催します
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　交
流
人
口
の
拡
大
を
図
り
、
健

康
増
進
や
生
き
が
い
づ
く
り
を
目

的
と
す
る
川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ

ル
フ
場
は
、
平
成
29
年
10
月
に
竣

工
し
、
い
よ
い
よ
オ
ー
プ
ン
と
な

り
ま
す
。

　な
お
、
オ
ー
プ
ン
当
日
は
混
み

合
う
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
注

意
事
項
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

▼
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
駐
車
場
は
74

　台
分
で
す
。
満
車
の
際
は
ダ
リ

　ヤ
園
駐
車
場
等
を
ご
利
用
く
だ

　さ
い
。
路
上
駐
車
は
禁
止
で
す
。

▼
お
近
く
の
方
は
、
お
車
で
の
ご

　来
場
は
お
控
え
く
だ
さ
い
。

▼
オ
ー
プ
ン
日
か
ら
７
月
16
日
㈪

　㈷
ま
で
の
連
休
中
は
、
団
体
の

　ご
利
用
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

▼
場
内
は
４
コ
ー
ス
36
ホ
ー
ル
あ

　り
ま
す
が
、
混
み
合
う
場
合
は

　プ
レ
ー
を
お
待
ち
い
た
だ
く
場

　合
が
あ
り
ま
す
。

▼
貸
用
具
は
数
に
限
り
が
あ
り
ま

　す
。
組
単
位
で
共
用
い
た
だ
い

　た
り
、
お
待
ち
い
た
だ
く
場
合

　が
あ
り
ま
す
。

ご
利
用
案
内

■ 

開
場
期
間
　４
月
～
11
月

■ 

休
場
日
　毎
月
第
４
月
曜
日

※
積
雪
、
天
候
、
芝
の
生
育
状
況

　に
よ
り
開
場
日
・
利
用
コ
ー
ス

　を
制
限
す
る
場
合
あ
り
。

■ 

利
用
時
間

　午
前
９
時
～
午
後
５
時

※
臨
時
に
利
用
時
間
を
延
長
・
短

　縮
す
る
場
合
あ
り
。

■ 

利
用
料
金
（
基
本
料
金
１
日
）

　大
人
　５
０
０
円

　中
学
生
以
下
　２
５
０
円

■ 

申
込
方
法

　管
理
事
務
所
に
て
利
用
申
込
書

に
必
要
事
項
記
入
の
う
え
、
券
売

機
で
利
用
券
を
ご
購
入
く
だ
さ
い
。

　大
会
や
団
体
（
30
人
以
上
）
で

利
用
さ
れ
る
場
合
、
電
話
で
空
き

状
況
を
確
認
の
う
え
、
ご
利
用
の

７
日
前
ま
で
に
申
請
書
を
管
理
事

務
所
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　申
請
書
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

問
川
西
ダ
リ
ヤ
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
場
管
理
事
務
所
　☎

33
ー
９
３
９
０

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー
プ
　
　
　  

☎
44
ー
２
８
４
３

▶
町
パ
ー
ク
ゴ
ル
フ
協
会
か
ら

　の
ぼ
り
を
い
た
だ
き
ま
し
た

　川西ダリヤパークゴルフ場
　７月 14 日㈯　オープン！ 【

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
式
典
】
午
前
９
時
か
ら

【
開
場
】
午
前
10
時
か
ら

▲丘に向かってナイスショット！ ▲１周１㎞のジョギングコース
　ご自由に利用ください
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　５
月
11
日
㈮
～
13
日
㈰
、
か
わ
に
し
森
の

マ
ル
シ
ェ
２
周
年
祭
が
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
店
内
に
は
２
周
年
記
念
価
格
の
お
得

な
商
品
が
並
ん
だ
ほ
か
、
駐
車
場
で
は
特
設

の
販
売
ブ
ー
ス
・
ケ
ー
タ
リ
ン
グ
コ
ー
ナ
―

を
楽
し
む
方
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　ま
た
、
同
日
行
わ
れ
た
川
西
ダ
リ
ヤ
園
球

根
直
売
会
は
、
開
始
時
間
に
は
長
蛇
の
列
が

で
き
る
盛
況
ぶ
り
で
、
咲
い
た
花
の
写
真
を

見
な
が
ら
、
お
気
に
入
り
の
球
根
を
買
い
求

め
る
方
で
溢
れ
ま
し
た
。
直
売
会
と
と
も
に

行
わ
れ
た
ダ
リ
ヤ
栽
培
講
習
会
で
は
、
ダ
リ

ヤ
園
で
実
践
し
て
い
る
栽
培
方
法
を
紹
介

し
、
参
加
者
は
き
れ
い
に
咲
か
せ
る
栽
培
方

法
に
、
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
オ
ー
プ
ン
２
周
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
ダ
リ
ヤ
球
根
直
売
会
も
大
盛
況
～

▲数々の限定商品が並んだ店内

5/25

　

５
月
22
日
㈫
、
町
防
犯
協
会
連
合
会
会
長
の

髙
橋
正
彦
さ
ん
（
下
奥
田
）
と
大
塚
地
区
社
会

を
明
る
く
す
る
協
議
会
が
、
県
防
犯
協
会
連
合

会
防
犯
功
労
者
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　髙
橋
さ
ん
は
、
中
郡
地
区
防
犯
協
会
長
並
び

に
川
西
町
防
犯
協
会
連
合
会
長
な
ど
を
歴
任
さ

れ
、
町
で
行
わ
れ
る
各
種
イ
ベ
ン
ト
時
の
啓
発

活
動
や
青
パ
ト
に
よ
る
防
犯
活
動
に
ご
尽
力
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　大
塚
地
区
社
会
を
明
る
く
す
る
協
議
会
は
、

永
年
に
わ
た
り
登
下
校
時
の
立
哨
や
夜
間
巡
視

活
動
を
行
い
、
地
区
内
の
防
犯
活
動
に
尽
力
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

県
防
犯
協
会
連
合
会
防
犯
功
労
者
表
彰

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
１
団
体
・
１
個
人
が
受
賞
～

▲表彰状を手にする髙橋正彦さん（左）と大塚地　
　区社会を明るくする協議会の青木健一副会長（右）

5/22

　

プ
ロ
の
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
交
通
事
故
を
再
現

す
る
交
通
安
全
教
室
が
川
西
中
学
校
で
行
わ

れ
、
全
校
生
徒
３
６
０
名
が
大
迫
力
の
実
演
に

見
入
り
な
が
ら
、
改
め
て
交
通
安
全
の
大
切
さ

を
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　Ｊ
Ａ
山
形
お
き
た
ま
が
主
催
し
た
本
教
室

は
、
多
く
の
映
画
や
ド
ラ
マ
で
活
躍
す
る
プ
ロ

ス
タ
ン
ト
マ
ン
た
ち
が
「
も
し
一
時
停
止
し
な

か
っ
た
ら
」
な
ど
、
ケ
ー
ス
ご
と
に
事
故
を
再

現
し
ま
し
た
。

　目
の
前
で
交
通
事
故
が
起
き
る
様
子
は
物
凄

い
迫
力
で
、
生
徒
た
ち
は
声
を
上
げ
て
驚
い
て

い
ま
し
た
。

交
通
事
故
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
ス
タ
ン
ト
マ
ン
が
交
通
事
故
を
再
現
～

▲衝突する大迫力の現場に全校生徒が見入った

▲駐車場も多くのブースが並び賑わった

▲毎年好評のダリア球根直売会

25　町報かわにし 平成３０年6月１５日

町
民
が
異
文
化
に
出
会
っ
た
「
扉
」
諏
訪
峠

幅
広
い
世
代
で
の
保
存
活
動

　
諏
訪
峠
の
古
道
を
次
の
世
代
に
も
残
し
た

い
と
考
え
、
周
り
の
人
々
を
巻
き
込
ん
で
、

草
刈
り
や
看
板
設
置
、
の
ぼ
り
旗
立
て
な
ど

の
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　か
ね
て
よ
り
、
小
松
地
区
地
域
振
興
協
議

会
で
、諏
訪
峠
の
継
承
の
た
め
「
諏
訪
部
会
」

を
組
織
し
、
活
動
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、
保

存
会
が
発
足
し
ま
し
た
。

　現
在
は
約
20
人
の
メ
ン
バ
ー
で
活
動
し
て

い
ま
す
が
、
メ
ン
バ
ー
の
高
齢
化
が
激
し
く
、

活
動
に
参
加
で
き
る
の
は
数
名
と
い
う
状
況

で
す
。

　そ
ん
な
状
況
の
中
、
４
年
前
か
ら
保
存
活

動
に
置
賜
農
業
高
校
の
生
徒
も
関
わ
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
作
業
の
担
い
手
と
し
て
は

も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
若
い
世
代
に
も
バ
ー
ド

が
こ
の
町
を
旅
し
た
意
義
を
共
有
で
き
る
こ

と
が
大
き
な
前
進
と
な
り
ま
し
た
。

人は皆、よそから来た人に影響を受けている
バードは「温故知新」のきっかけ

片倉　尚
たかし

　さん

（ 上小松 ）

４０年前からバードの旅を調査

諏訪峠古道保存会会長

を
得
た
い
と
願
っ
て
い
る
」
こ
と
を
バ
ー
ド

が
指
摘
す
る
点
で
す
。

　ど
ん
な
に
恵
ま
れ
た
環
境
の
中
で
暮
ら
し

て
い
て
も
、
欲
望
を
満
た
し
得
を
し
た
い
と

い
う
気
持
ち
は
、
１
４
０
年
前
の
町
の
人
々

の
中
に
も
存
在
し
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　こ
の
こ
と
は
、
首
都
圏
へ
の
人
口
の
一
極

集
中
に
端
を
発
し
、
地
方
の
人
口
が
減
少
し

て
い
る
問
題
に
も
通
じ
る
部
分
が
あ
る
と
思

い
ま
す
。

　私
は
、
心
が
豊
か
だ
と
、
物
質
的
な
利
益

を
欲
し
が
る
気
持
ち
は
、
そ
う
そ
う
起
き
な

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の
思
い

が
、
町
内
で
音
楽
や
文
化
継
承
に
関
す
る
催

し
を
行
う
自
ら
の
活
動
に
繋
が
っ
て
い
ま
す
。

～
諏
訪
峠
古
道
保
存
会
の
活
動
～

私
に
と
っ
て
の
バ
ー
ド

　『日
本
奥
地
紀
行
』を
読
ん
で
印
象
に
残
っ

て
い
る
の
は
「
雄
大
な
自
然
、
豊
か
な
大
地

の
中
で
魅
力
あ
る
生
活
を
送
っ
て
い
る
人
々

な
の
に
、
大
黒
様
を
崇
め
、
物
質
的
な
利
益

多
く
の
人
に
知
っ
て
ほ
し
い

　バ
ー
ド
が
ア
ジ
ア
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
と
称

し
た
こ
の
置
賜
、
川
西
町
で
、
自
分
の
存
在

意
義
を
確
か
め
な
が
ら
心
豊
か
に
暮
ら
し
て

い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
町
の
未
来
に
も

つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　今
後
も
、
バ
ー
ド
の
こ
と
、
そ
し
て
諏
訪

峠
の
こ
と
を
町
民
は
も
ち
ろ
ん
、
多
く
の

人
々
に
知
っ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

　諏
訪
峠
の
姿
を
次
の
世
代
へ
と
残
し
て
い

く
た
め
、
興
味
を
持
っ
て
く
れ
る
人
々
と
と

も
に
、
保
存
活
動
を
継
続
し
て
い
き
ま
す
。
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　５
月
18
日
㈮
、
19
日
㈯
、
1
泊
2
日
の
日

程
で
、
千
葉
県
八
千
代
市
立
大
和
田
中
学
校

の
３
年
生
37
名
が
、
町
内
12
軒
の
受
け
入
れ

農
家
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
、
農
作
業
や

民
泊
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　中
学
生
た
ち
は
、
い
ま
の
川
西
町
だ
か
ら

こ
そ
体
験
で
き
る
田
植
え
や
ダ
リ
ア
の
植
え

付
け
、
さ
く
ら
ん
ぼ
の
摘
果
作
業
な
ど
を
行

い
ま
し
た
。

　田
植
え
を
し
た
中
学
生
は
田
ん
ぼ
に
裸
足

で
入
り
、
泥
の
感
触
を
楽
し
み
な
が
ら
苗
を

運
ん
だ
り
、
田
植
え
機
を
操
縦
し
て
い
ま
し

た
。

１
泊
２
日
で
田
舎
暮
ら
し
を
初
体
験

　
　～
千
葉
県
八
千
代
市
立
大
和
田
中
学
校
の
教
育
旅
行
を
受
け
入
れ
～

▲晴天の中、田植え作業を体験（玉庭地区）

ら
団
長
と
し
て
消
防
団
を
統
率
し
、
生
活
の

安
全
確
保
に
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。

　　中
村
武
男
さ
ん
は
、
昭
和
38
年
に
統
計
調

査
員
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
農
林
業
セ
ン
サ

ス
11
回
、
国
勢
調
査
11
回
、
県
農
業
基
本
調

査
に
18
回
、
そ
の
他
の
調
査
14
回
と
こ
れ
ま

で
54
回
の
調
査
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　長
澤
十

　
　門
さ
ん
は
、
昭
和
41
年
に
統

計
調
査
員
に
就
任
さ
れ
て
以
来
、
農
林
業
セ

ン
サ
ス
９
回
、
国
勢
調
査
９
回
、
県
農
業
基

本
調
査
に
16
回
、
そ
の
他
の
調
査
21
回
と
こ

れ
ま
で
55
回
の
調
査
に
従
事
さ
れ
ま
し
た
。

　お
二
人
と
も
、
調
査
の
重
要
性
・
必
要
性

を
十
分
に
認
識
さ
れ
、
丁
寧
な
説
明
と
誠
意

あ
る
対
応
に
よ
り
、
精
度
の
高
い
調
査
結
果

の
確
保
に
努
め
ら
れ
ま
し
た
。

　３
名
の
み
な
さ
ん
、
本
当
に
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
30
年
度
春
の
褒
章
伝
達

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　～
町
内
か
ら
３
名
が
受
章
～

▲受賞された齋藤二男さん（左）

４/２９

　５
月
21
日
㈪
、
平
成
28
年
度
か
ら
ス
タ
ー

ト
し
た
「
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
」（
第

５
次
総
合
計
画
）
の
推
進
を
図
る
た
め
、
総

合
計
画
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
神
戸
国

際
大
学
経
済
学
部
の
中
村
智
彦
教
授
に
委
嘱

状
を
交
付
し
ま
し
た
。

　中
村
教
授
に
は
、
か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ

ン
を
策
定
す
る
段
階
か
ら
、
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

と
し
て
指
導
、
助
言
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま

す
。　今

年
度
も
引
き
続
き
、
町
の
課
題
解
決
と

魅
力
向
上
に
向
け
て
、
ご
指
導
い
た
だ
き
ま

す
。

か
わ
に
し
未
来
ビ
ジ
ョ
ン
の
推
進
に
向
け
て

　
　
　
　
　
　
　～
総
合
計
画
推
進
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
中
村
智
彦
氏
～

　

▲委嘱状を手にする中村智彦教授（右）

５/２１ ５/１８

▲受賞された中村武男さん

　４
月
29
日
付
け
で
、
内
閣
府
か
ら
春
の
褒

章
叙
勲
者
が
発
表
さ
れ
、
町
か
ら
は
消
防
功

績
を
讃
え
ら
れ
齋
藤
二
男
さ
ん
（
西
大
塚
）、

統
計
調
査
功
績
を
讃
え
ら
れ
中
村
武
男
さ
ん

（
大
塚
）、
長
澤
十
　
　門
（
高
山
）
の
３
名

が
藍
綬
褒
章
を
受
章
さ
れ
ま
し
た
。

　　齋
藤
二
男
さ
ん
は
、
昭
和
56
年
に
町
消
防

団
入
団
後
、
班
長
、
部
長
、
副
分
団
長
、
分

団
長
、
副
団
長
を
歴
任
さ
れ
、
平
成
25
年
か

▲受賞された長澤十　　門さん
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行
』
を
初
め
て
和
訳
し
た
こ
と
で
、
ふ

る
さ
と
置
賜
盆
地
は
「
ア
ジ
ア
の
ア
ル

カ
デ
ィ
ア
」
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

　初
の
和
訳
は
大
変
な
苦
労
で
、
不
明

点
や
ミ
ス
も
あ
り
多
く
の
研
究
者
か
ら

解
明
・
指
摘
さ
れ
た
。
だ
が
、
そ
れ
を

受
け
入
れ
訂
正
補
足
す
る
、
真
摯
な
姿

勢
と
度
量
の
大
き
さ
の
持
ち
主
だ
っ
た
。

【
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
人
物
館
学
習
会
】

　髙
梨
健
吉
さ
ん
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
ま
せ
ん
か
？

▼
日
時

　６
月
27
日
㈬

　午
後
７
時
～

▼
場
所

　町
交
流
館
あ
い
ぱ
る

問
町
生
涯
学
習
課 

生
涯
学
習
グ
ル
ー

　プ
　☎

44
―
２
８
４
３

『日本奥地紀行』を初めて和訳　髙
たかなしけんきち

梨健吉
　
　
　
　
　
　
　
　東
京
文
理
科
大
学

　
　
　
　
　
　
　（現
・
筑
波
大
学
）
　

　
　
　
　
　
　
　で
英
学
史
・
英
語
教

　
　
　
　
　
　
　育
史
を
学
び
、
卒
業

　
　
　
　
　
　
　後
は
都
立
三
中（
現・

　
　
　
　
　
　
　両
国
高
等
学
校
）
の

　
　
　
　
　
　
　英
語
教
諭
と
な
る
。

　
　
　
　
　
　
　１
９
５
０
（
昭
和

25
）
年
に
は
、
ア
メ
リ
カ
・
コ
ロ
ン
ビ

ア
大
学
に
１
年
間
留
学
、
英
語
の
教
授

法
を
学
ぶ
。
の
ち
に
慶
應
義
塾
大
学
教

授
と
な
り
、
英
学
史
研
究
を
続
け
な
が

ら
、
高
校
生
向
け
の
参
考
書
な
ど
も
多

数
執
筆
す
る
。

　１
９
７
３
（
昭
和
48
）
年
、
イ
ザ
ベ

ラ
・
バ
ー
ド
の
旅
行
記
『
日
本
奥
地
紀

イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
が
歩
い
た

　桃
源
郷
（
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
）
を
め
ぐ
る
ｉ
ｎ
川
西

　バ
ー
ド
が
小
松
を
出
発
し
た
同

じ
日
に
、『
日
本
奥
地
紀
行
』
に

記
さ
れ
た
小
松
の
町
と
、
彼
女
が

絶
賛
し
た
米
沢
盆
地
を
、
観
光
ガ

イ
ド
と
と
も
に
巡
り
ま
す
。

　参
加
無
料
で
す
の
で
、
お
誘
い

合
わ
せ
の
う
え
、
ご
参
加
く
だ
さ

い
。 町

内
で
触
れ
る
「
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
」
の
世
界

イベント

活
字
や
絵
を
通
し
て
広
が
る

　
　読
み
味
わ
う
「
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
」
の
世
界

本

▼
日
時
　７
月
14
日
㈯

　
　
　
　午
前
９
時
～
正
午

　（受
付
：
午
前
８
時
45
分
～
）

▼
集
合
場
所
　町
役
場
駐
車
場
　

▼
申
込
方
法
　左
記
ま
で
お
申
込

　み
く
だ
さ
い

問
町
産
業
振
興
課 

商
工
観
光
グ

　ル
ー
プ
　☎

42
ー
６
６
４
５

『イザベラ・バード 旅の生涯』
　著者：O．チェックランド（川勝貴見 訳）
　発行：日本経済評論社

ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
、
オ
セ
ア

ニ
ア
、
北
米
、
南
米
・
・
・

バ
ー
ド
の
す
べ
て
の
旅
を
知
っ

て
み
た
い
方
に
オ
ス
ス
メ
！

【マンガ】『ふしぎの国のバード』１巻
　著者：佐々大河　発行：KADOKAWA

活
字
は
苦
手
…

そ
ん
な
方
は
マ
ン
ガ
で
バ
ー
ド

の
世
界
へ
！

現
在
は
４
巻
ま
で
刊
行
中
。

『イザベラ・バード紀行』
　著者：伊藤孝博　発行：無明舎出版

『
日
本
奥
地
紀
行
』
の
謎
や

デ
ィ
ー
プ
な
部
分
に
迫
っ
て
み

た
い
方
に
オ
ス
ス
メ
！

著
者
は
米
沢
市
在
住
。

上小松出身

▲バードが宿泊したと言われる金子邸

『日本奥地紀行』
　著者：イザベラ・バード（髙梨健吉 訳）
　発行：平凡社

上
小
松
出
身
の
髙
梨
健
吉
が
初

め
て
和
訳
。
日
本
人
が
バ
ー
ド

の
世
界
に
初
め
て
出
会
う
、
道

し
る
べ
と
な
っ
た
。

　ご
紹
介
し
た
４
作
品
は
、
町
立
図
書
館
で

閲
覧
・
貸
出
可
能
で
す
。
ま
た
、
６
月
15
日

㈮
か
ら
関
連
書
籍
コ
ー
ナ
ー
を
設
置
し
ま
す
。

問
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ

　☎
46
ー
３
３
１
１

（写真所蔵）髙梨英史
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【おめでとう そして ありがとう】は、５月に
申し込みがあった方のみ掲載しています。氏
名は、申込書のとおり掲載していますので、
戸籍や住民基本台帳の表記と異なる場合があ
ります。

…５月受付分…

氏名 年齢（満） 大字
生井　まつ ６６ 西大塚
髙橋　吉美 ９0 下奥田
戸田　駒次 ８７ 高　山
井上　良昭 ６０ 中小松
髙橋キクノ ９6 吉　田
髙橋　弘市 ５３ 堀　金
小田　　稔 ８５ 玉　庭
松田　秀男 ８１ 小　松
遠藤巳知代 ８８ 玉　庭
嶋林　健一 ７7 上小松
小形　清蔵 ９６ 下平柳
井上フミ子 ８７ 朴　沢
鷲尾はるゑ ９３ 下小松

新郎　　　　　　　新婦 大字

尾田　憲昭 ♥ 須貝　　泉 吉　田
小和田桂太 ♥ 金子　美咲 中小松
寒河江厚志 ♥ 飯田三紀子 堀　金
須貝　健斗 ♥ 井上さつき 東大塚
齋藤　　裕 ♥ 後藤　美香 小　松

氏名 性別 保護者 大字

遠藤　絢
あ や な

那 女 崇根 ・ 香菜 下奥田

髙橋　　大
だい

男 英樹 ・ 理絵 高　山

髙橋　愛
ま な と

永 男 利騎 ・ 佑梨 下奥田

橋本　一
い つ き

軌 男 一則 ・ 千香 上小松

神野　弘
こうせい

晴 男 弘光 ・ 瞳 朴　沢

渡部　　陸
りく

男 大 ・ 菜月 西大塚

土屋　晴
は る せ
惺 男 浩臣 ・ 俊子 上小松

田宮　陸
り く と

登 男 悠佑 ・枝里子玉　庭

おめでとう そしてありがとう

ようこそ赤ちゃん 　８名

ご結婚おめでとう　５組

ご冥福を祈ります

6 月の町税等川西町の人口
15,355 人　（－ 22）
男性　　7,517 人（－ 13）
女性　　7,838 人（－ 09）
世帯数　5,097 世帯 ( － 3)
※5月末日現在の住民基本台帳人口

●町・県民税（１期）
●水道・下水道料金（５月使用分）
口座振替日　６月２８日㊍
納付期限　　７月　２日㊊

初めての友だちの猫と一緒に
○撮影：橋本一則（上小松）
○撮影場所：自宅

あなたの「かわにし映え」する写真毎月 3組募集中！

　あなたが撮った、「町の風景・スポット・人」の写真を大募集。「氏
名」「住所・電話番号」「写真の説明（２0字前後）」を記入し、写
真を添付してメールでご応募ください。応募写真は、ホームページ・
フェイスブックでも掲載させていただきます。
▶ 次号募集期間：６月１５日㈮～６月２９日㈮
▶ 応募先：koho@town.kawanishi.yamagata.jp→
▶ その他：詳細は町ホームページをご覧ください。
※応募者は、注意事項を承諾していただいたものとみなします。

町公式フェイスブック

©大坪聡一郎一笑（いっしょう）現役！
○撮影：星野廣志（吉田）
○撮影場所：吉島小学校グラウンド

　「イ
ザ
ベ
ラ・バ
ー
ド
」
や
「
ア

ジ
ア
の
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
」。
川
西

町
に
住
ん
で
い
る
方
や
、
町
に
関

わ
り
の
あ
る
方
な
ら
、
一
度
は
耳

に
し
た
こ
と
が
あ
る
言
葉
だ
と
思

い
ま
す
。

　平
成
が
終
わ
ろ
う
と
し
て
い

る
現
代
か
ら
１
４
０
年
前
の

１
８
７
８
（
明
治
11
）
年
７
月
、

イ
ギ
リ
ス
人
女
性
旅
行
作
家
で

『
日
本
奥
地
紀
行
』
の
著
者
で
あ

る
イ
ザ
べ
ラ
・
バ
ー
ド
が
、
険
し

い
峠
道
を
馬
で
乗
り
越
え
、
新
潟

県
か
ら
置
賜
地
方
に
入
り
、
現
在

の
川
西
町
を
訪
れ
ま
し
た
。

　置
賜
盆
地
を
古
代
ギ
リ
シ
ャ
の

特集【アジアのアルカディア】の継承
～女性旅行家イザべラ・バード 来町１４０周年～

▶
昭
和
60
年
に
町
政
30
周
年
記
念
事
業
と
し
て
設
置
さ
れ
た
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド 

　の
記
念
碑
（
上
）
と
記
念
塔
（
下
）

　現
在
は
町
フ
レ
ン
ド
リ
ー
プ
ラ
ザ
に
設
置
さ
れ
て
い
る

楽
土
に
な
ぞ
ら
え
「
ア
ジ
ア
の
ア

ル
カ
デ
ィ
ア
」
と
賞
賛
し
た
彼
女
。

当
時
の
町
は
彼
女
の
目
に
ど
の
よ

う
に
映
り
、
ど
ん
な
旅
路
を
歩
ん

だ
の
で
し
ょ
う
か
。

　ま
た
、
当
時
と
し
て
は
異
例
づ

く
め
の
彼
女
の
旅
は
、
２
０
１
８

年
現
在
の
川
西
町
に
ど
の
よ
う
な

影
響
を
も
た
ら
し
、
私
た
ち
は
こ

れ
ま
で
、
何
を
受
け
継
い
で
き
た

の
で
し
ょ
う
か
。

　１
４
０
周
年
を
迎
え
る
今
年
の

初
夏
に
、
イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
の

旅
に
つ
い
て
改
め
て
考
え
て
み
ま

し
ょ
う
。
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さやいんげんの
ツナ和え

✿ 材料＜４人分＞
○さやいんげん　２００ｇ　○ツナ　１缶　　
○たまねぎ　　　１／２個　○マヨネーズ　大さじ２
○しょうゆ　　　小さじ２　○白すりごま　小さじ１
○塩　　　　　ひとつまみ　○こしょう　　　少々

✿ 作り方
①さやいんげんは、ヘタとすじを取って茹で、斜めに
　切る。
②ツナ缶は油を切ってほぐす。
③たまねぎは薄切りにして、５分ほど水にさらし、水
　気を絞る。
④すべての材料を和える。

みんなで
食 育

　県では毎月１９日を「家族団らんの日」とし
ています。
　日ごろ、誰と食卓を囲んでいますか？
　家族や仲間と、会話を楽しみながらゆっくり

そ
う
だ
！
森
の
マ
ル
シ
ェ
に
行
こ
う
♪

み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
フ
ル
ー
ツ

　
「
佐
藤
錦
」
と
「
紅
さ
や
か
」
を
作
っ

て
い
ま
す
。
収
穫
は
家
族
や
親
戚
が
総
出

で
、
美
味
し
い
・
甘
い
・
綺
麗
な
さ
く
ら

ん
ぼ
を
楽
し
み
な
が
ら
作
業
し
て
い
ま
す
。

み
ん
な
を
笑
顔
に
す
る
さ
く
ら
ん
ぼ
作
り

は
と
て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。 淀野　憲治さん

（吉　田）

　今
月
の
旬
の
食
材
は
山
形
県
が
誇
る
初

夏
の
フ
ル
ー
ツ
「
さ
く
ら
ん
ぼ
」
で
す
。

全
国
の
生
産
量
の
約
７
割
を
山
形
県
産
が

占
め
て
い
ま
す
。

　主
要
品
種
の
「
佐
藤
錦
」
の
収
穫
期
は

６
月
中
旬
か
ら
７
月
初
旬
。
さ
わ
や
か
な

甘
さ
と
程
よ
い
酸
味
の
バ
ラ
ン
ス
に
優
れ

て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
ま
た
、
近
年
人

気
上
昇
中
の
「
紅
秀
峰
」
の
収
穫
期
は
、

６
月
下
旬
か
ら
７
月
上
旬
。
10
ｇ
前
後
と

大
き
く
、
果
肉
が
固
く
、
甘
み
が
強
い
の

が
特
徴
で
す
。

　森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
贈
答
用
の
箱
詰

め
、
ご
家
庭
用
の
パ
ッ
ク
詰
め
を
取
り
そ

ろ
え
て
い
ま
す
の
で
、
甘
く
て
キ
ラ
キ
ラ

輝
く
さ
く
ら
ん
ぼ
を
、
ぜ
ひ
お
買
い
求
め

く
だ
さ
い
。

問町健康福祉課　健康推進グループ　☎４２ー６６４０
( 一人分当たり：エネルギー 129kcal　 塩分相当量　０．９ｇ　野菜７５ｇ )

○
営
業
時
間
：
午
前
９
時
30
分

～
午
後
６
時
30
分

○
定
休
日
：
６
月
27
日
㈬

　か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ
で
は
、
皆
様

の
出
荷
を
大
歓
迎
し
ま
す
。

　ど
な
た
で
も
、
簡
単
に
出
荷
で
き
ま
す

の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
か
わ
に
し
森
の
マ
ル
シ
ェ

　

☎
42
ー
６
６
６
４

食べる事は、おなかを満たすだけでなく、心も
からだも元気にしてくれます。
　子どもたちにとっては、一緒に食べる大人か
ら、食事のマナーや食卓に並ぶ季節の食材、地
域の料理など様々な事を学んでいく大切な「食

みんなで食べると
おいしいね

育」の場です。

６月は食育月間
毎月１９日は食育の日

こ
れ
か
ら
が
旬
♪

た
わ
わ
に
実
る
さ
く
ら
ん
ぼ

イザべラ・バードの旅路
１８７８年７月１３日㈯
　■ 市野々（小国町）を出発
　　　 ↓
　■ 宇津峠（小国町・飯豊町の境）
　　　 ↓
　■ 手ノ子（飯豊町）
　　　 ↓
　■ 諏訪峠（飯豊町・川西町の境）
　　　 ↓
　■ 小　松　に宿泊

７月１４日㈰
　■ 小　松　を出発
　　　 ↓　　獅子舞橋を渡る
　■ 黒　川
　　　 ↓
　■ 高　山
　　　 ↓　　誕生橋を渡る
　■ 吉　田
　　　 ↓
　■ 洲　島
　　　 ↓
　■ 鬼

お も の が わ
面川を渡り高畠町方面へ

「女性」「異国」極めて異例の旅
　世界的に女性の自由が制限されていた時代に、未知の異国・日本を
１人で長旅することは、極めて異例だった。自身の好奇心はもちろん、
自由を求めて世界中を旅していた一面もあった。
実は病弱、だが強い精神力を持ったバード
　幼い頃から病弱で脊

せきつい
椎を病んでいたため、長距離を歩くのが苦手で、

得意の乗馬や人力車で旅していた。健康な人でさえ長時間馬に乗り続
ければ身体のあちこちが痛んでくる、また悪天候や険しい道のりの中、
その辛さに耐えた源は、彼女の強靭な精神力だった。
冷静沈着で、感受性豊か
　バードは、困難な旅の中でも驚くほど落ち着き、自分の命が危険な
状態なのに、周囲の人々や風景を眺めたり、自分自身のことをも客観
的に見つめる目を持っていた。彼女の生まれ持った資質である感受性
の豊かさも活かされ、ベストセラーの旅行記を多数著している。

イザベラ・バード
　（１８３１年～１９０４年）
　牧師夫妻の長女として、イギリス・ヨーク
シャーに生まれた。
　２２歳のときに初めて本格的な海外旅行に
出て、見聞を記録した旅行記を出版し始めた。
以降、多くの著書を残した。
　小松町（現在の川西町）を訪れたのは、
４７歳のとき。
　生涯を終えたのは、旅先のモロッコだった。

参考文献：『イザベラ・バード紀行』（©伊藤孝博／無明舎出版）33　町報かわにし 平成３０年６月１５日
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　イ
ザ
ベ
ラ
・
バ
ー
ド
特
集
の
取
材
・
編
集
中
、

短
期
間
な
が
ら
１
４
０
年
前
の
町
の
姿
や
人
々
の

暮
ら
し
に
思
い
を
巡
ら
せ
ま
し
た
。『
日
本
奥
地

紀
行
』
に
は
ま
だ
ま
だ
謎
が
多
い
そ
う
で
す
。
ぜ

ひ
こ
の
初
夏
に
、
ガ
イ
ド
付
き
の
ま
ち
歩
き
や
本

を
通
し
て
、
温
故
知
新
の
ひ
と
と
き
を
過
ご
し
て

み
て
は
い
か
が
で
す
か
。
新
た
な
発
見
や
出
会
い

が
待
っ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
よ
。

　町
報
を
読
ん
で
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
役

場
ま
で
気
軽
に
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。
さ
ら
に
意
欲

あ
る
方
は
「
広
報
モ
ニ
タ
ー
」
と
し
て
の
ご
応
募

を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
　
　
　
　
　
　
　
　悠

　
　編

　後
　集

　記　色とりどりのハーブが出迎えてくれるハーブガー
デンフェアは、６月１６日㈯から開催されます。
　写真は、フッサフサの不思議な触り心地「ラムズ
イヤー」（子羊の耳）です。

　６月３日に開催された第３６回南陽・東置賜地区学童陸上記録会の「６年ジャベリックボール投げ」（女子の部）
において、大会新記録となる４１ｍ９１cmを記録し、第１位となりました。
　肩の力はもともと強かった私ですが、ソフトボールスポーツ少年団「川西ラッキースターズ」でキャッチャー
として週３回練習していることが、今回の成績につながったと思います。他にも大会新記録を出している人がい
たので、最後まで何位か分からずドキドキしましたが、１位だと分かった瞬間はとてもうれしかったです。
　楽しかった小学校生活もあと１年。中学生になったら、ソフトボールを続けてどんどんうまくなりたいです。
勉強面では、得意教科の算数をもっと学んでいきたいです。

大塚小学校６年生　堀越　翔
はゆま
夢　さん

未来に向かって　～第２７回～
ジャベリックボール投げで大会新！

平成30年

６
vol 1169

◆町公式フェイスブック◆
町の情報を気軽にゲット！

ハーブガーデンを支える立役者ハーブガーデンを支える立役者
～園内を整備するハーブ利活用委員のみなさん～


